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オーダーメイドの夜を貴方に





　









　鮮あざやかな緑の街路樹に、初夏を思わせる日ひ射ざしが眩しくきらめいている。


　──今日もいい天気だなぁ…。


　わずかに気になっていたショーウインドウの曇くもりを店の中から拭ふき取りながら、尚なお紀きは微かすかに瞳ひとみを細めた。


　まさに散歩日和びよりという休日だけれど、通りにはあまり人ひと影かげがない。


　まだ開店時間前だからだろう。


　この通りは、尚紀の店と同様、華はなやかなブランド・ショップが立ち並ぶことで有名で、開店時間中は、ウインドウ・ショッピングも含ふくめて多くの人々が行き交かう。


　それが天気のいい休日ともなれば、人出の多さは予想がついた。


　──こりゃ、今日もお客さん、多いぞ…。


　忙いそがしくなるぞと気合を入れて、尚紀はちらりと後ろを振ふり返った。


　ホワイトベージュを基調とした店内には、その柔やわらかさをそっと引き締しめるようにこげ茶ちやのクロゼットや棚たなが配され、それらには商品であるスーツやシャツ、ネクタイや小物、生き地じなどが、まるでオブジェのように陳ちん列れつされている。


　また壁へき面めんには、大きな全身鏡が数多く備え付けられ、アクセントとしては、渋しぶい赤や黒の革かわのソファ、鮮やかで香りたつような生花が飾かざられていた。


　数ヶ月前に入社した時には、その穏おだやかで洗練された美しさに高級ブランドの威い力りよくをひしひしと感じて、尚紀は思わず目を見開いたものだった。


　──まだ、時々、信じられないけど。


　俺なんかが、あの『Celestialセレスチアル Caressカレス』の店員をやってるなんて。


『Celestial Caress』は、『ビスポーク』、つまり顧こ客きやくの要望を聞きながらスーツやシャツといった商品を作る、高級イタリア・ブランドだ。


　もちろん少しは既き製せい服ふくも作っているけれど、ほとんどの場合は、顧客一人ひとりに合わせて、採寸から、すべてきっちりと行う。


　すべてが手作りとなるため、数ある高級ブランドの中でも、一着の値段はとてつもなく高い。しかし、使われる生地や施ほどこされる技術が素す晴ばらしいことでも有名だった。


　その高級感に加えてデザインも素晴らしいため、『Celestial Caress』の顧客には、ハリウッド・スターやアーティスト、スポーツ選手など、いわゆる『ファッション・リーダー』と称しようされる成功した人々が多い。そのため、20代、30代のビジネスパーソンが「いつか一度は…」と憧あこがれてやまないブランドなのだ。


　26歳の尚紀にとっても、もちろん、それはあてはまる。


　しかし、尚紀が『あの』と形容するにはもうひとつの大きな理由があった。


　つい最近まで、尚紀が、仕立職人をしていたことだ。


　高校卒業後、同じく仕立職人だった父親の店で、見習いとして修しゆ業ぎようしていた。


　だからこそ、デザインはもちろん、生地や技術の素晴らしさが、よりよくわかる。


　そんなことを考えていた尚紀の目に、ふと、フロアを横切る沖おき田たの姿が留まった。


　ファッションモデルだといっても違い和わ感のない高い身長に、すらりとした長い手足。


　優やさしげで知的に整っている顔は、微笑ほほえみが浮うかぶと、こちらがどきりとしてしまうほどの柔らかな甘さが滲にじむ。


　今日は、黒に近いチャコール・グレーのスーツに折り目も美しい白いシャツ、艶つややかな濃のう紫しの地に小さな花か紋もんとドットが散らされたネクタイ、シャツと合わせたポケットチーフという非ひ凡ぼんな組み合わせをさりげなく着こなしている。


　──…格好、良すぎ。


　やっぱ、あれだけセンスがいいから、よく売れるのかな。


　沖田は卓たく越えつしたファッション・センスを持っていた。


　身を包む服はもちろんすべて自社製品なのだけれど、その着こなしは商品を見慣れているはずのスタッフでも、はっとさせられることが多いのだ。


　そして顧客からも絶大な信しん頼らいを寄せられているというセンスの良さによるものか、沖田の売り上げは、年間で数億円以上になるというから驚おどろいてしまう。


　──他ほかのことも、ほんと、凄すごいけど。


　入社以来、尚紀は彼のアシスタントとして見習いをしている。


　売れる秘ひ訣けつまではまだわからないけれど、沖田の接客は本当にサービス精神にあふれていて、知れば知るほど、素晴らしい。


　──とにかく、沖田さんからは、接客スキルを盗ぬすんでやるぞ！


　改めて尚紀がそう誓ちかっていると、急に沖田がこちらを振り向いた。


「尚紀！」


「うっ、はいっ！」


　心を見み透すかされたような気がして、尚紀が思わずうわずった声を返すと、目の前までやってきた沖田はくすくすと笑った。


「なんだ、朝から妙みようなテンションだな」


「す…みません。えっと、なんでしょう？」


「これからお客さまのご自宅に伺うかがうから、お前もついてこい。採寸師の橘たちばなが同行するから、彼のやり方を良く見ておくこと。もちろんお前の技術に文句はないけど、うちのブランド独自のやり方があるから」


「は、はい！」


　尚紀が慌あわててうなずき返すと、沖田はますます笑みを深めた。








　──うわ…凄すげぇ…。


　ここって、ほんとに都内のマンションかよ…？


　ロビーへと足を踏ふみ入れた尚紀は、ガラスの向こうに広がる日本庭園に目を留め、あんぐりと口を開けた。


　エントランス・ロビーの木目の天てん井じようや壁面に贅ぜい沢たくにあしらわれた大理石、オリエンタルな雰ふん囲い気きをより強調するような朱しゆ色いろのアクセントが、目を瞠みはるほど素晴らしい。


　しかしそれ以上に、そこから見える庭園が、凄かった。


　緑豊かな敷しき地ちの中、石の白さが美しい枯かれ山さん水すいの庭が造られ、日本風の門からは飛び石がいくつも配されている。


　そこに漂ただよう、しんとした風ふ情ぜいはとてもせわしない都内だとは思えず、尚紀は時間を超こえてしまったかのような錯さつ覚かくを覚えた。


　尚紀は、ただひたすら、目を奪うばわれてしまう。


「…これは、見事だね」


　同行してきた採寸師の橘も、品のいい眼鏡めがねを押し上げるようにして、小さく感かん嘆たんの声をあげる。


「僕もお客様のご自宅に伺う機会は多いけど…マンションで、ここまで見事な庭はあまり見たことが無い」


「やっぱり、そうなんですか…」


　大だい企き業ぎようの社長秘書を連想させるほどの知的な容よう貌ぼうに加えて、洗練された雰囲気を持つ橘がそう言うと、実に説得力がある。


　尚紀がそう相あい槌づちをうった時、フロントのコンシェルジュに取り次ぎを頼たのんでいた沖田が戻もどってきた。


「このまま上がって構わないそうだ。行こう」


　慣れた二人はさっさと歩き出してしまう。


　一人その動きに乗り遅おくれた尚紀は、慌てて、小走りに後をついて行った。








「お客様のお名前は、『大だい道どう寺じ慶けい一いち』さま、でしたよね」


　エレベーターの中で、尚紀は小さな声で沖田にそう確かく認にんをとった。


　沖田は軽く頷うなずいてみせる。


「そうだ。大たい抵ていいつもシーズン毎ごとにうちでスーツを作ってくださるお得意さまで、まだ31歳と若いのに、業界では名の通った仕事をいくつもされている、とても成功している方だ。お父上共々、とても洒落しやれた方で、よくうちにお越こしいただいている」


　──大道寺、だいどうじ…。


　間ま違ちがえないようにしないとな。


　緊きん張ちようしているうえに聞き慣れない名前の場合、よくやりがちな失敗をしでかさないよう、尚紀は口の中で、何度か名前を繰くり返した。


　やがて、エレベーターの扉とびらが開く。


　どうやらワンフロアに占しめる戸数が少ないらしい。


　共有スペースからの視界を遮さえぎるように、各部屋には、まるで一戸建てのような広々とした前庭がついていた。


　門を開けて玄げん関かん脇わきのチャイムを鳴らすと、すぐにドアが開かれる。


　慣れた様子で挨あい拶さつをする沖田の背後から、尚紀はそっと顔を出した。


　──う、わっ…。


　目にした慶一の姿に、思わずごくりと息を呑のむ。


　平均的な日本人より明らかに高い身長に、長い手足、ほどよく引き締しまったからだ。


　加えて、頭の回転の速さや強い意志を感じさせる端たん整せいな目もと、それを緩かん和わするように少し甘いニュアンスを持った唇くちびるといった顔だちには、実際に成功している人間だけが持ちうる落ち着いた自信が漂っている。


　そして淡あわい紺こんのＶ字シャツの上に、一目で上質なものだとわかる裾すそのフラットな白いシャツを羽織って、メタリックなベルトとグレーのパンツを無造作に合わせた着こなしは、彼のしっかりとした首筋や引き締まったからだ、長い脚あしなどをさりげなく惹ひき立てていた。


　さらに、いかにも休日といったくつろいだ雰囲気を醸かもし出してはいながらも、けして緩ゆるみすぎていない。


　人を惹きつけるには十分なその様子に、尚紀は密ひそかに感嘆した。


　──男の俺から見ても、凄ぇ、格好いい人だな…。


　趣しゆ味みも良いし、着こなしなんて、凄すぎる。


　将来俺が独り立ちしたら、こういう人にお客になってもらいたいよな。


　そう思いつつ、尚紀が慶一の顔に視線を戻すと、まともに視線がぶつかってしまった。


　──やべ、じろじろ見てたの、見られてた…！


　尚紀は、慌ててぺこりと頭を下げる。


　すると、それに気づいたらしい沖田が、さりげなく口を開いた。


「ああ、こちらは新人で、有あり本もと尚紀と申します」


　心の中で沖田に感謝しながら、尚紀はもう一度、きっちりと頭を下げ直す。


「初めまして！　有本と申します！」


「…はじめまして。大道寺です」


「橘は、当然、ご存じですよね？」


　そつのない沖田の声を聞きながら、尚紀がそっと顔をあげると、慶一は尚紀から橘へと視線を動かしたところだった。


「もちろん。橘くんともしばらくだな。まあ、あがって」








　慶一の部屋に通されると、尚紀はまたしても驚くことになった。


　まるで画が廊ろうのように前衛アートが飾かざられている廊下を抜ぬけると、急に明るく視界が開ける。そこは広いリビング・スペースだったが、メゾネットになっていて、その階段部分が吹ふき抜けになっているのだ。


　そこからは瑞みず々みずしい初夏の日ひ射ざしが惜おしみなく注がれていて、部屋全体が眩まぶしく感じるほど明るい。


　右側奥のキッチン・スペースには、リビングと隔へだたりを感じさせないアイランド・キッチンに、基調色を合わせたこげ茶の上品なダイニングテーブルがしつらえられていた。


　左側奥には、フローリングの床ゆかより一段高い十畳じようほどの日本間のスペースがある。


　間仕切りのモダンな障子は可動式で、それらはすべて開け放たれているため、そこはちょっとしたアート・スペースのように見える。


　──こんな部屋、ほんとにあるんだ。


　なんていうか…ドラマか、映画の世界だよな…。


　別世界ってやつ？


「…有本…！」


　あまりに自分とはかけはなれている世界に、尚紀が思わずぼんやりしていると、沖田に低く名前を呼ばれた。


　慌てて視線を向けると、勝手知ったる他人の家といった雰囲気で準備を進めている沖田が、奥のリビング・スペースを目で示す。


　そこには、高価そうな豪ごう奢しやな毛もう氈せんが敷しかれていて、その上には低いガラスのローテーブルと、それを囲むように、三人掛けと二人掛けの白い革かわのソファ、黒革の一人掛けの椅い子すが置かれている。


　ソファセットの傍かたわらには、酒さか壜びんが並ぶ美しいチェストや鮮あざやかな観葉植物が配され、さらにその背後には壁かべ一面を占めるような大きなガラス窓があった。


　そのガラス窓からはあふれんばかりの光が注がれ、いかにもくつろげる空間になっている。


　──え…？


　あ、ここにセッティングしろってことか…！


　沖田の意図をようやく汲くみ取り、尚紀は三人掛けのソファに座った慶一に声をかける。


「あの…」


　すると慶一は、尚紀が驚おどろくほど素す早ばやく、ぱっと視線を尚紀に向けた。


「何だ？」


　その勢いと、こちらを見つめる眼まな差ざしの強さに、尚紀は思わずたじろいでしまう。


「いえ、あの、すみません。テーブルをお借りしてよろしいでしょうか？」


「ああ…。構わないよ」


　その返事をもらった尚紀は、ぺこりと一礼すると、慶一の前を横切らないように注意して、傍らに回りこんだ。


　穏おだやかな部屋の雰ふん囲い気きを壊こわさないよう、ガラスのローテーブルの足元に、持って来たケースをそっと置く。


　そしてそれを開けて、冷えたシャンペンのハーフ・ボトルと、シャンペン・グラスを丁てい寧ねいな手つきで取り出した。


　──しかし、わざわざシャンペンまで持参するなんて、さすが高級ブランドだよな…。


　仕立職人だった父親に連れられて顧こ客きやくの自宅に伺うかがうことはあったけれど、ここまでのサービスはしたことがない。


　高級ブランドの華はなやかさを改めて感じながら、尚紀は慶一の傍らに丁寧にグラスを置いた。


　そんな尚紀にさりげなく注意を払はらいつつも、生き地じ見本を手にした沖田が、二人掛がけのソファに座る。


　さらに橘が自分の隣となりに座るのを待って、沖田は慶一と細かい話を始めた。


　二人の邪じや魔まをしないように、尚紀は細心の注意を払って、シャンペンボトルを取り上げる。


　すると、ふと、どこからか視線を感じた。


　──…？


　尚紀が何気なくそちらに顔を向けると、慶一の視線とぶつかる。


　慶一は、長い脚をもてあますように組んで、ソファの背にもたれていた。


　そして沖田の話に頷うなずきながらも、傍らの尚紀をじっと見つめていたのだ。


　──えっ…？


　尚紀が思わず目を瞠ると、慶一は視線を外すどころか、ゆっくりとわずかに瞳ひとみを細めてみせた。


　その慶一の目つきに、尚紀はなぜか、貴き腐ふワインのようなとろりとした芳ほう醇じゆんな甘さを感じてしまう。


　──…って俺、何考えてるんだよ？


　尚紀は、どぎまぎとして視線を外した。


　すると、沖田の説明を遮さえぎるように、笑えみを含ふくんだ慶一の声が響ひびく。


「…どの生地も申し分ないな。そのうえこんなに良いサービスを受けられるなんて、いったい、何着注文しなくてはいけないんだ？」


　驚いた尚紀が沖田を見やると、沖田は慌あわてるどころか、まるですべてを見み越こしていたかのように、柔やわらかく微笑ほほえんだ。


「そう言っていただけると、こちらとしても恐きよう縮しゆくです」


　それから、優ゆう雅がに首を傾かしげてみせる。


「そうですね…。とりあえず、６着ほどお買い上げいただければよろしいかと」


　──６着!?


　尚紀は、心の中で仰ぎよう天てんして叫さけぶ。


　──６着って、俺の給料何ヶ月分だよ！


　つーか、下手したら年収じゃねぇの…!?


「それは厳しいな…」


　慶一は言葉ではそう応こたえたけれど、まったく、困っているようには聞こえない。


　──いったいこの人、どういう人なんだよ…？


　尚紀がちらりと慶一に視線を向けると、再び、動どう揺ようするほど甘い視線に絡からみつかれた。


　そして、慶一の腕うでがこちらに向かって伸のばされる。


　──え…？


　そう思った瞬しゆん間かん、その腕が腰こしに回され、尚紀はからだを掬すくわれた。


「う、わっ…！」


　予想外だったこともあり、あっけなくバランスを崩くずしてしまう。


　なんとかシャンペンボトルこそかばったものの、尚紀は、慶一にからだを預けるような格好でその隣に倒たおれ込んだ。


「す、いませ」


　尚紀が慌てて立ち上がろうとすると、間かん髪はついれずに抱だき寄せられる。


「そうだな…。彼をギフトにくれると言うなら、８着、買おう」


　──はぁ!?


　その慶一の言葉を聞いた瞬間、尚紀の頭は驚きのあまり、真っ白になった。


　シャツ越ごしに感じる慶一の体温が、予想以上に熱い。


　そしてひときわ強く、慶一のつけている香こう水すいの匂においが香かおる。


　男らしく、さっぱりとした中にも甘さの滲にじむ、艶つややかで官能的な薫かおり。


　──っ…！


　それらは、尚紀の背筋をぞくぞくと震ふるわせる。


　──なんだ、これっ…！


　その奇き妙みような感覚から逃のがれたい一心で、尚紀は、慶一を突つき飛ばすようにして立ち上がった。


　それからようやく、慶一が大切な上客だったことを思い出す。


「ぁっ…」


　尚紀が思わず情けない声を漏もらすと、沖田がこれまでのことをすべて拭ぬぐい去ってしまうように、明るいトーンで吹ふき出してみせた。


「さすがの私でも、彼を差し上げられる権限はありませんよ」


　沖田の言葉に、尚紀は安あん堵どのため息をつく。


　しかし次の瞬間、沖田は、さらりと驚くべきことを言った。


「ですがご存じの通り、スーツが出来上がるまでには、仮かり縫ぬいを始め、色々と時間がかかります。その間にでも、口説かれてみてはいかがですか？」


　その提案に、慶一は興をそそられたような表情をして、煽あおるように尚紀を見やる。


　──えっ…ちょっ…沖田さん!?


　思わず目を剝むいた尚紀に向かって、沖田は人の悪さがまったく見えない、完かん璧ぺきな笑顔で微笑んでみせた。


　その傍らでは、橘が、肩かたを震わせるようにして笑いをこらえている。


　──冗じよう談だん…？


　いや、これ、冗談じゃすまないんじゃねーの…？


　尚紀の予感は、外れることなく的中した。


　その後、採寸するという段になって、慶一は実に意外そうな声をあげたのだ。


「有本くんがやるんじゃないのか？」


　──恐おそろしいこと、言ってくれるなよ…！


　尚紀は、橘が気を悪くしないかと密ひそかに気を揉もんだけれど、それは杞き憂ゆうに終わったようだった。


　橘は、むしろ尚紀に同情するように軽く笑いかけてくれる。


　そしてすぐに、プロフェッショナルを感じさせる手さばきで、さっさと採寸を始めた。


　代わりに沖田が柔らかく笑って、慶一の相手を務める。


「いえ、有本はあくまでセールス・スタッフですから。とはいえ将来を見越して、今日は橘のやり方を見せたくて、連れてきたのですが」


　すると慶一は、視線を流すように尚紀を見やり、ゆっくりと微笑んだ。


「それは残念。ぜひ君に、俺のすべてを知って欲しかったのに」


　──この人、なんだよ…？


　もしかして、本物…？


　気の利きいたことも返せず、尚紀がひきつった微笑みを浮うかべると、沖田はそれもそつなくひきとって、言葉を継ついだ。


「まあ確かに、有本は、私が『有本洋服店』から引き抜ぬいた人材ですから、それもまた面おも白しろいとは思いますが」


　その途と端たん、慶一より先に、橘が驚おどろいたような声をあげる。


「えっ…『有本洋服店』って、あの？」


　すると沖田がわずかに驚いたような表情を見せた。


　常つね日ひ頃ごろは冷静沈ちん着ちやくそうな橘の様子や、客前というシチュエーションを考えても、この言動は予想外だったらしい。


「『あの』？」


　慶一がさりげなく先を促うながすと、沖田はようやく我に返ったような表情をした。


　それからちらりと慶一を見やって、軽く咳せき払ばらいをする。


「有本洋服店は、仕立職人の世界では有名な、有本尚しよう治じという人の店なんです。その人はこの有本の父親なんですが、若い頃ころナポリで修しゆ業ぎようした際にナポリ中の職人から賞賛されたというほど、見事な腕を持った方で、日本でも知る人ぞ知るといった存在で…」


「そうです。僕も一時期は弟で子し入りをお願いしたいほど憧あこがれていて…」


　橘は沖田の言葉にそう頷くと、からだを起こして尚紀の方に向き直った。


「つい最近、亡なくなったんだよね。惜おしい方を亡くしたとがっかりしたんだ…。この度は、本当にご愁しゆう傷しようさまでした」


　頭を下げながらそう言われ、尚紀は慌ててお辞じ儀ぎを返す。


「いえ、あの…こちらこそ、ご丁てい寧ねいに、ありがとうございます」


　すると橘は少し迷うような表情を見せたけれど、やはり好こう奇き心しんには負けたというように再び口を開いた。


「でも、ということは、やっぱり君は有本さんのお弟子さんだったのかな？」


「ええ…まあ、そうです。高校卒業してからずっと、父に仕事を習っていました」


　尚紀がそう答えると、橘は心の底から湧わきあがったようなため息をつく。


「そうなんだ…。羨うらやましいな、すごいことだよ！　店は完全に閉めちゃったのか？」


　痛いところを衝つかれて、尚紀はやや俯うつむき加減に視線を逸そらせて、頷うなずいた。


「はい。父の遺のこしたものだと思うと続けたかったし、実際、俺一人でもやりなさいと融ゆう資しを申し出てくれるような親切な方もいたんですけど…。でも、まだやっぱり、独り立ちするには早すぎるなと思ったので」


「なるほどね…」


　同じ職人でもある橘が深く感じいったように頷くと、沖田が小さく笑った。


「僕も前から尚紀の存在は知っていたし、閉店してどうするんだろうと気にかけていたからね。まあ僕の力じゃ、販はん売ばいの方にしか誘さそえなかったんだけど」


「いえ！　前から販売の経験ももっと積みたいなと思ってましたし、なにより『Celestial Caress』にはすごく憧れてましたし、嬉うれしかったです！」


　尚紀が慌あわててそう答えると、沖田は嬉しそうに微笑ほほえんだ。


　それから軽く両手のひらを打ち合わせる。


「それは良かった。じゃあ、仕事！　大道寺さま、失礼いたしました」


　──あっ、やべっ…！


　顧こ客きやくを蚊帳かやの外にしてしまったかと、尚紀は、内心慌てて慶一を見やった。


　けれど慶一は、不ふ機き嫌げんになるどころか、にっこりと微笑んで全員を順に見回す。


「いや、全然構わない。むしろ、君たちの素す顔がおが垣かい間ま見えたような気がして嬉しいよ」


　その慶一の言葉に、沖田や橘が予想していたというように柔やわらかく微笑む。


　──へえ…。


　ちょっと性的には怪あやしいけど、やっぱりこの人、いい人なのかもしれないな。


　慶一に対する沖田や橘の態度を見て、尚紀は改めてそう感じた。








　とはいえ、さすがにそれだけで、先ほどの慶一との会話を水に流してしまう気にはなれない。


　慶一の家を辞した後、大荷物だからという理由でタクシーの後部座席に乗せてもらった尚紀は、隣となりの沖田にそっと声をかけた。


「あの…大道寺さんて、そういう趣しゆ味みの人…なんですか？」


「そういう趣味の人？」


　沖田は何を言い出すんだといったような表情で、軽く片方の眉まゆをあげる。


「いえ、あの、まあ…その、男が好きな人、というか」


　背すじに汗あせをかきながら、尚紀がしどろもどろでそう答えると、沖田は笑いをこらえるような表情を見せた。


「ああ、さっきの、口説かれるうんぬんの話？」


「そうですよ、なんであんなこと言うんですか。全然、冗談に聞こえないし」


　尚紀が思わず唇くちびるを尖とがらせると、沖田はしれっとした表情になって肩を竦すくめた。


「あんなの、その場しのぎの冗談に決まってるじゃないか。だいたい、忙いそがしくてスーツも作りに来られないような人が、わざわざ口説きになんかこないよ」


　しかしそこで、沖田は、ふと思いついたというような目つきをした。


　そして、じっと尚紀を見やる。


「それとも、お前、もしかして、大道寺さんに惚ほれちゃった？　口説いて欲しいのか？」


「いえ、違ちがいます！　俺、そういう趣味はないですから!!」


　慌てて否定したものの、ふとその光景を想像してしまった途端、尚紀の顔は真っ赤に染まった。


　──うわ、なんだよ、俺!?


　自分で自分に慌てる尚紀を見て、とうとう沖田は、我が慢まんできないというように、笑いを爆ばく発はつさせる。


「…安心しろ。あの人は、女性との噂うわさしか、聞いたことないから」


　──あ、そうなんだ…。


　尚紀が素直にほっとした表情をすると、沖田は、にやりと微笑んでみせた。


「だけど、それなのに口説かれたとしたら、お前、ますます責任重大だからな。そこんとこ、ちゃんとわかっとけよ？」


「えぇ？　なんすか、それ！」


　そう返しながらふと気づくと、助手席に座っている橘の肩かたが明らかに震ふるえている。


「橘さんまで！…っとにもう、からかうのもいい加減にしてくださいよー！」


　尚紀がそう口を尖らせると、沖田と橘は一いつ斉せいに笑い出した。


　──なんだ、ちょっときわどかったけど、やっぱり、冗じよう談だんだったんだ。


　盛せい大だいに笑われたことで逆に安心した尚紀は、すぐに一いつ緒しよに笑い出した。











　そんな会話があったから、次に慶一が店に姿を見せた時にも、尚紀は、特に、身構えるような気持ちにはならなかった。


　むしろその日の慶一は、仕事の合間にやってきたようだったが、『Celestial Caress』のスーツを隙すきなく着こなしてくれていたから、好意すらもったほどだ。


　慶一は、ほとんど黒に近い濃のう紺こんのスーツに、薄うすい青色のドットが織り込まれた白いシャツを合わせ、青地に太い黒と細い白の交こう互ご縞じまが入ったネクタイを締しめている。


　それらによって、ビジネスシーンにふさわしい清潔さはもちろん、滲にじむような甘さがさりげなく惹ひき立てられていたから、女性なら放ほうってはおかないと断言できそうだった。


　そんな慶一が、他ほかの店員による穏おだやかな挨あい拶さつを受けながら、颯さつ爽そうと店内にやってくる様子は、同性ながら思わずため息をついてしまいそうなほど、魅み力りよく的に見える。


　──私服だけじゃなくて、やっぱりスーツの着こなしも、格好良いんだ。


　ほんとに、凄すごい人だよなあ。


　他の店員と同様、「いらっしゃいませ」という言葉とともにぺこりと頭を下げながら、尚紀はさりげなく沖田を捜さがした。


　しかし尚紀が沖田を見つける前に、慶一の方から声をかけられる。


「この間は、ありがとう」


「いえ、こちらこそありがとうございました」


　尚紀は慌ててそう返しながら、ひとまず慶一をフロア最さい奥おうの赤あか革がわのソファセットへと通した。


「すぐに、沖田も参りますので…」


　慶一が長い脚あしを組んでソファに座ったのを見届けると、尚紀はそう言い置いて席を外そうとする。


　すると、やんわりとそれを制された。


「次の打ち合わせまで少し時間が空いたから顔を見に来ただけで、残念だが、あまり時間がとれないんだ」


「そ…うですか」


　──顔を見に来たって…。


　…誰だれの？


　わずかに尚紀がとまどったとき、淹いれたてのエスプレッソの良い香かおりに気づいた。


　沖田が、大道寺のために淹れたカップを手に、やってきたのだ。


「いらっしゃいませ、大道寺さま。先日はありがとうございました。あのときのスーツは、もう少しお時間いただく予定ですが…」


「いや、今日は少し時間が空いたから、立ち寄っただけなんだ。この間、良いカフリンクスが入ったと連れん絡らくをくれただろう？」


　ああなるほどと頷うなずいた沖田の傍かたわらで、尚紀は内心、ほっと息をついた。


　同時に、意識しすぎた自分を恥はじる。


　──カフリンクスを見に来たんだ。


　そりゃ、そうだよな。


『顔を見に来た』なんて、言葉のあやに決まってるじゃん。


　そんなことを考えていると、沖田に小さな声で名前を呼ばれた。


「品物を取ってくるから、お相手を頼たのむ」


「えっ？　俺が行きますよ」


　こういう場合、商品を取りにいくのは、アシスタント、つまり尚紀の仕事だ。


　だから、いつものように取ってくる品物の指示を待っていた尚紀は、予想外の言葉に驚おどろいて、思わず小声でそう言い返した。


　しかし沖田は悪戯いたずらっ子のような表情でかすかに片目をつぶると、にこりと笑って行ってしまう。


　──一人で接客してみろってことか…？


　戸と惑まどったまま尚紀が慶一の方を振ふり返ると、慶一は微び笑しようを浮うかべて、ぽんぽんと自分の隣を叩たたいてみせた。


「え…？」


　──座れってことだよな…？


　でも、商品を見せるわけでもないのに、お客さんの隣に座るなんて…。


　尚紀が躊躇ためらっていると、慶一は仕方がないといったふうに息をついて、尚紀に向かって手を伸のばしてきた。


　ぐいと腕うでを摑つかまれ、尚紀は引き寄せられるようにしてソファに腰こしを下ろさせられる。


　しかしそこは、ちょうど肘ひじ掛かけ部分と慶一に挟はさまれる場所だ。


　どう考えても、近すぎる気がする。


「…あの…」


　そう呟つぶやきつつ、尚紀は、からだを肘掛部分に押し付けてなんとか距きよ離りを保とうとした。


　すると慶一は苦笑して、もう少し向こうに座り直してくれる。


　尚紀が内心ほっとすると、慶一は柔やわらかな表情で尚紀の顔を覗のぞき込んできた。


「どうだ、もう仕事には慣れたか？」


「え？　ええ…まあ、おかげさまで…」


　まるで身内や友人といった身近な人物からかけられるような言葉と、その労いたわるような響ひびきに、尚紀は驚いて目を丸くした。


　そんな尚紀の表情を見て、慶一は優やさしく微笑ほほえむ。


「こんなに大きな店は初めてなんだろう？　もう緊きん張ちようは解けたか？　他のスタッフともうまくやってるか？」


「え？　はい、えっと…緊張はまだ毎日してますけど、他の人には良くしてもらってます。皆みな、良い人ばかりなんで…」


　──なんで、こんな話をしてるんだろう？


　尚紀がそう思った時、沖田がケースを手にして戻もどってきた。


　二人が並んで座っているのもたいして気にはしていないようで、ごく自然な様子で二人の対面に置かれたソファに座る。


「こちらです」


　そう言って沖田の開いたケースには、銀製の両面を持ったチェーン式のカフリンクスが一組、収められていた。


　ガラスウインドウから射さし込む光に鈍にぶく輝かがやくその様は、男に許された唯ゆい一いつの装そう飾しよく品と言うにふさわしく、とても高貴で美しく見える。


　──うわ、すげえ、綺き麗れい…。


　尚紀がそう息を呑のむと、慶一も感かん嘆たんしたように口を開いた。


「これは、凄い…。美しいな。もちろん細工も見事だが、銀なら渋しぶみが出るからもっと良くなる」


　──やっぱ、ものの良さがわかる人なんだな…。


　密ひそかに尚紀が感心していると、同じ気持ちらしい沖田が、嬉うれしそうに微笑んで頷いた。


「はい。カフリンクスを楽しむのは主にイギリス式で、イタリアでは主流ではありませんが、元々イギリスと交流のある貴族階級には存在していましたし、最近では需じゆ要ようも出て来たということで、うちでもごく最近、ラインナップに加えたのです」


「なるほど…これはいいな」


「よろしければ、おつけいたしましょうか？　今日着てらっしゃるシャツは両方にボタンホールのあるタイプですからつけられますし、スーツの色みとも良く合うと思いますよ」


「頼む」


　慶一が頷くと、沖田はにっこりとして、尚紀に向かってケースの向きを変えてみせた。


　──やっぱり、俺がやるのか…。


　初めてのことに、尚紀はどきどきしながら、そっとケースからカフリンクスを取り上げる。


　細工の美しさに敬意を払はらって、丁てい寧ねいにチェーンを外す。


　それから失礼しますと声をかけて、慶一のシャツのボタンホールにチェーンを通した。


　金具を留めた後、手首の動きを妨さまたげないけれども、カフリンクスが一番美しく見えるように、袖そで口ぐちとスーツの重なりを慎しん重ちように調整する。


　そうしなければいけないという決まりはないのだけれど、顧こ客きやくが購こう入にゆうした場合、この時のイメージを参考にしてつけるようになるのだと思うと、やはり気が抜ぬけないのだ。


　慶一の手首は、すっきりとしているけれども骨が太くしっかりとしていて、いかにも男らしい色気がある。


　濃のう紺こんのスーツに映はえる、白くぱりっとしたシャツの袖口と、そこに輝く明星のようなカフリンクスは、その慶一の手首により艶なまめかしい雰ふん囲い気きを加えている。


　──こんなところも格好良いなんて、ずるいよなあ…。


　同じ男の俺でもこれじゃ、女の人なんてあっという間だろう。


　尚紀はその風ふ情ぜいにため息をつきそうになりながら、ふと、その手が女性の腰に回される場面を想像してしまい、慌あわてて心の中で頭かぶりを振った。


「…いかがでしょうか？」


　尚紀がそっと慶一の手首から手を離はなすと、慶一はゆっくりと手首を掲かかげる。


　それから、満足そうにため息をついた。


「ああ、やっぱりいいな」


　そして尚紀と沖田にそれぞれにこりと笑いかける。


「いただくよ」


「ありがとうございます」


　沖田と尚紀は二人でそう応こたえ、沖田が会計のために立ち上がる。


　すると慶一はゆっくりとソファにもたれて脚あしを組み、尚紀の顔を見つめてきた。


「本当にいいものというのは、大切な部分がけして変わらない。だからこそ俺はとても価値があると思うし、好きなんだ」


　素す敵てきな考え方だと、尚紀は頷く。


「そうですよね。それに僕は、いいものには、人の真しん剣けんな気持ちや大事な手間がかかっていると思うから、好きです」


　尚紀の言葉に、慶一はふっと微笑んだ。


　そしてくちづけられるのかと思うほど、耳元に唇くちびるを寄せられ、囁ささやかれる。


「確かに、気持ちや時間は大事だな…。かければかけるほど、愛いとおしくて、たまらなくなる」


　──う、わっ…！


　囁きの近さはもちろん、それはまるで愛の告白のような濃のう密みつさを持っていたから、尚紀は思わず弾はじかれたように立ちあがった。


　タイミング良く、沖田が包装したカフリンクスを持って戻って来る。


　尚紀は慌ててそれを受け取ると、勢い良く慶一に差し出した。


「ありがとう、ございました！」


　慶一は苦笑しながら立ち上がって、尚紀から品物を受け取る。


「じゃあ、また」


　そう言って慶一が二人に背を向けると、沖田が尚紀に向かって顔をしかめてみせた。


　──あっ…。


　接客作法としては、本当は出口までお見送りしなくてはいけないのだ。


　しかし尚紀が動こうとすると、沖田がもういいというように軽く手を振ふってみせた。


　それから沖田は慶一を追いかけ、言葉を交かわしながら出口までエスコートしていく。


　──しまった…。


　尚紀は内心頭を抱かかえて、二人の背中を見送った。








「いったいどうしたんだ？　いつもの調子でいいんだぞ？」


　慶一を無事送り出して戻って来た沖田にそう言われ、尚紀はどう答えていいかわからずに俯うつむいた。


　しかし沖田が返事を待っていることに気づき、なんとか自分の気持ちをまとめる。


「…自分でもよくわからないんですけど、どうも大道寺さんは他ほかのお客様と勝手が違ちがって…」


　尚紀の言葉に、沖田は軽くため息をついた。


「確かに結局は人と人とのことなんだから、相手によって接客し易やすい、し辛づらいはあるだろう。でも、だからといってお客様を避さけては通れないし、クオリティを落とすべきでもない。わかるよな？」


「はい」


　尚紀がそう答えると、沖田はしばらく考え込んだ。


「…念のために聞くけど、大道寺さんが嫌きらい、というわけではないんだな？」


　──…嫌いじゃない。


　むしろ、好きだ。


　将来お客さんになって欲しいという気持ちだって、変わらない。


　ただ、なぜかどきどきしてしまうだけだ。


　だから、どうもやりにくいのだ。


「嫌い…では、ないです。むしろ、センスとか凄すごいし、尊敬してるくらいです。でも、あの人の返しというか、会話というか、冗じよう談だん…みたいなものに、どうもうまく対応できなくて」


　さすがにどきどきしてしまうとは言えず、尚紀は言葉を選びながら、自分の気持ちをなんとか伝えた。


　すると沖田はほっとしたように息をついて、にこりと微笑む。


「それは良かった。それなら、しばらく大道寺さんの接客は、お前に任せる。大道寺さんがお前を気に入っていることは間違いないし、理解のあるお客さまだから、試行錯さく誤ごして体当たりしてみるんだな」


　上客に対する沖田の大きな決断には驚おどろいたけれど、それだけ自分にかけてくれているんだとも感じて、尚紀は改めて気合を入れた。











　──やっぱり、『Celestial Caress』って、凄すげぇ…!!


　興奮のあまり、思わずダッシュしてしまいそうな自分をなんとか抑おさえながら、尚紀は何本かのネクタイを手にして、急いで試着室へと舞まい戻もどった。


　──もしかして、夢じゃないよな!?


　遅おそくなったら、消えてしまう、とかじゃないよな…？


　そんな馬ば鹿かげた考えすら持ってしまいながら、尚紀は、はやる手を抑えて、試着室のドアを開ける。


『Celestial Caress』の試着室は、ひとつひとつが一いつ般ぱん的な試着室よりも広い。


　試着スペースはもちろん、連れがいた場合は、その人もくつろいで待てるように、カーテンで間仕切りをして、ソファまで置いたスペースをしつらえてあるからだ。


　その広い空間を、尚紀はかすかに胸を鳴らしながら、奥まで進む。


　すると、採寸師の橘や沖田の向こうに、まごうことなきその人が立っていた。


　日本人離ばなれした背の高さに、すらりと通った鼻筋、形のよい唇に、陰いん影えいを映すほど長い睫まつ毛げ。


　完かん璧ぺきに近い容姿と洗練された英国貴族のような雰囲気は、かつて世界的ショー・モデルとして活かつ躍やくした全ぜん盛せい期と、ほとんど変わっていないように見える。


　──ああ、やっぱり、崎さき谷や瑛あきらだ…。


　夢じゃない…。


　尚紀は内心うっとりとしながら、鏡越ごしに瑛を眺ながめた。


　当時、多くの世界的なデザイナーが瑛をインスピレーションの源として絶賛したように、尚紀も崇すう拝はいに近い気持ちを抱いだいていたのだ。


　神に愛されていると世界中に言わしめた容姿はもちろん、身に着ける洋服の魅み力りよくを誰だれよりも強く、鮮あざやかに引き出してしまう才能や、モデルのみに集中する生き方が好きだった。


　それだけに、人気が絶頂であるにもかかわらず、理由も明かさずにすっぱりと引退してしまった時には、ぽっかりと胸に穴があくような喪そう失しつ感を味わったほどだ。


　──そんな凄い人が、今、俺の目の前にいるよ…。


　当時の瑛の代表的なファッション写真を思い出しながらぼんやりしていると、沖田に低く名前を呼ばれた。


　尚紀は慌あわてて、持ってきたネクタイを渡わたす。


　仮かり縫ぬいに訪おとずれた瑛が、ズボンのフィッティングまでを終わらせたので、次に行う上着のために、ネクタイが必要になったのだ。


　瑛は、沖田が差し出したネクタイの中から、少し迷って、一本を選び出した。


　──あっ。


　俺も、それが一番あなたに似合うと思って、持ってきたんです…！


　気持ちが通じたような気がして、尚紀は嬉うれしさのあまり、思わずにこっと微笑ほほえんでしまった。すると、それに気づいたらしい瑛に、くすりと笑われる。


「あ…すみません」


　尚紀がそう謝ると、瑛はネクタイを締しめながら、にっこりと笑った。


「とんでもない。ちょっと迷ってしまうくらい、どれも僕の趣しゆ味みに合うものばかりだったよ。さすがだね」


　上着を羽織らされ、前も留め終わると、瑛はちらりと沖田を見やった。


「できれば、フロアの方で動いてみたいんだけど…。自然光でネクタイとの相あい性しようも見てみたいし。構わない？」


「ええ、もちろん」


　沖田がそう答えると、瑛はにっこりと笑って歩き出す。


　あちこちにしつけ糸のある上着とズボンは、下手をすれば滑こつ稽けいですらあるはずなのに、瑛が着ると、それはまるで最新モードのように見えた。


　──やっぱ、凄え…。


　瑛の一挙一動も見み逃のがしたくなくて、尚紀は慌てて後を追う。


　様々な動きを試ためしながら、橘や沖田と一いつ緒しよに細かく確かく認にんしている瑛の姿は、それだけでファッション・ショーの一場面のようだった。


　尚紀がうっとりとその姿に見み惚ほれていると、ふと瑛がこちらを向いて手招きをした。


　──…？


　驚いて側そばに寄った尚紀に、瑛が柔やわらかく笑う。


「ネクタイの柄がらと色みを確認したいんだ。できれば、他のネクタイも試して、比ひ較かくしながら検討したい。アドバイス頼たのめるかな？」


「はいっ！　少々お待ちください!!」


　尚紀は嬉しさのあまり、飛び上がるようにして試着室へと向かった。


　そして置いてあったネクタイを手早くかき集めて、フロアに戻ってくる。


　すると、ちょうど店に入ってきた慶一の姿が見えた。


　──あ…。


　俺、このまま崎谷さんを接客してて、いいのかな…？


　いらっしゃいませ、と頭を下げつつ、尚紀はこっそりと沖田を捜さがす。


　すると沖田は、瑛を優先させるようにと小さくジェスチャーで知らせてくれた。


　そして、瑛に対して、いったん尚紀に任せるという詫わびを伝えると、慶一の方に歩いていく。


　橘も、せっかくだから今のうちに全体のバランスを見てしまいたいと、フロアの端はしに歩いていく。


　安心して、尚紀は、ぽつんとしてしまった瑛のもとに急いで戻った。


　すると瑛は、ネクタイを何度も結び直している。


　鏡越しに尚紀の視線に気がつくと、瑛は照れたような表情をみせた。


「恥はずかしいんだけど、どうも自分だと、気に入るようなディンプルができないんだ」


　ディンプルとはネクタイの下に作るえくぼのような皺しわなのだけれど、皺とはいえ、作り方にはコツがある。


「なるほど…ちょっとそのまま、続けてみていただけませんか？」


　尚紀が見ていると、瑛は結び目を左右から摘つまむようにして整えていた。


「ああ…左右ではなく、前後から整えるといいんですよ」


　そうアドバイスしたけれど、どうも瑛にはぴんと来ないようだった。


「それじゃ失礼して、私がやってみせても構いませんか？」


　尚紀がそう尋たずねると、瑛はにこりと笑って頷うなずく。


「じゃ、まずは一度、解ほどきますから」


　改めて向かい合ってからだを寄せると、尚紀は瑛に軽く顎あごを上げてもらった。


　結び目のところに指を差し込むようにして、ゆっくりと引き下げる。


　そして丁てい寧ねいに結び目を解くと、手て際ぎわよく、結び目を作る直前までを済ませてしまう。


　そこからゆっくりと、説明しながら、動作を一つずつやってみせた。


「ここで、こうして、こう、です。左右ではなく、前後から押おし潰つぶすようにするのがコツなんです。そうすると、ほら、ふわっとした、優ゆう雅がな仕上がりになりますから」


「ああ…なるほどね…」


　そう相あい槌づちをうった瑛の声が、予想以上に近く聞こえる。


　尚紀は驚いて顔をあげた。


　すると、尚紀の手元を覗のぞき込もうとしているために、瑛の顔が、ぶつかりそうなほど近くにある。


　──あの崎谷瑛の顔が、こんな近くに…!!


「ああ、失礼」


　瑛もすぐに気づいたらしく、苦く笑しようしながら顔を離はなす。


「い、え、俺の方こそ、すみません…！」


　憧あこがれの人の顔を間近で見ることができた興奮に、尚紀は茹ゆだりそうなほど、顔を赤く染めた。


　そのあまりの赤さに驚おどろいたように、瑛が軽く目を瞠る。


　瑛の表情に気づいた尚紀は、慌ててネクタイから手を放した。


「いや、あの、実は俺、崎谷さんがモデルされてた時、ずっとファンで…。あっ！　って言っても、変な意味はないですけど！」


　尚紀がしどろもどろでそう伝えると、瑛はこらえきれないというように吹ふき出す。


「大だい丈じよう夫ぶ、よくわかったよ。ありがとう」


「いやあの、ほんとにその…服の魅力を引き出す力がすごい、とか、そういうところが、すごく好きで…！」


　必死に尚紀がそう伝えると、瑛は少し困ったような表情を見せた。


「本当にありがとう。でも、今は違ちがう仕事をしているから…」


　そこまで言うと、瑛はわずかに苦笑してみせた。


「だから本当はもう、こんな贅ぜい沢たくができる生活じゃないんだ。でも、服に関してはやっぱり本物にこだわってしまってね。もちろん以前に比べれば、ささやかにはなったけれど」


　その瑛の言葉に、尚紀は胸を熱くさせる。


　──やっぱり、服の価値をきちんとわかってくれる人なんだ…！


　今は、何をしてるんだろう？


　知りたいけど…聞いてもいいかな？


　そんな思いで尚紀が頭をいっぱいにしている間に、瑛は再び鏡に視線を戻もどしていた。


「うん…悪いわけじゃないんだけど、やっぱりちょっと、脇わきのフィット感が気になるな…」


「なるほど…少々失礼します」


　瑛の呟つぶやきに、尚紀は、つい、かつての条件反射で、瑛の前に跪ひざまずいた。


　上着の裾すそから手を差し込み、ゆとりを確認しながら頷く。


「ああ…。もう少し絞しぼってみましょうか」


　そう言いながら身に着けていない針を探し、そこでようやく、尚紀は今の自分の立場を思い出した。


「あっ！　すいません、ちょっと勘かん違ちがいして…。あの、橘さん！」


　慌てて尚紀は頭を下げると、フロアの隅すみからバランスを見ていた橘を呼ぶ。


　尚紀が状じよう況きようを説明すると、橘はひとつ頷いて、改めて瑛の前に跪き、調整を始めた。


　──俺も馬ば鹿かだな。


　舞まい上がりすぎてるのかな…。


　二人の様子を眺ながめながら心の中で苦笑した尚紀は、ふと、胸の奥にあるふつふつとした熱に気づく。


　──ああ…そうか。


　俺、この人のスーツを仕立てたかったんだ。


　その想おもいは低温だったけれど、確実に胸を焼き始める。


　そのわずかだけれども確実な圧あつ迫ぱく感に、二人から視線をそらそうかと思った瞬しゆん間かん、ぽんと肩かたを叩たたかれた。


　驚いて振ふり返ると、いつの間にか慶一がやって来ている。


　今日も、ひと目で上等のものとわかるダーク・グレーのスーツに同色系の格こう子し縞じまのネクタイ、薄うすいブルーのシャツを嫌いやみなく着こなしていた。


　それらが彼の持つ魅み力りよくをしっかりと惹ひき立てているせいなのか、慶一は瑛と並んでもまったく見み劣おとりしない。


　──この人、本当に格好いいんだ。


　尚紀がそう目を瞠みはると、それをどう受け止めたのか、慶一はわずかに苛いら々いらしているような様子で顔をしかめた。


「残念ながら、時間切れだ。もう社に戻らないとまずい」


　──あれ…？


　慶一のイメージにそぐわないようなそのぴりぴりとした雰ふん囲い気きに、尚紀は心の中で首を傾かしげた。


　それに、いくら前回担当したとはいえ、わざわざ帰らなくてはいけないからと声をかけてくれるのも、意外な気がする。


　──あ、そうか。


　もしかして、沖田さんから、メインで担当させてもらうこと、聞いたのかな。


　そう思った尚紀は、慌あわてて、ぺこりと頭を下げた。


「それは、残念です。…あの、すみませんでした」


　すると、慶一はちらりと瑛の立っている方に視線を向ける。


「いや、次は、事前に連れん絡らくしてから来るとしよう」


　それから、冗じよう談だんとも本気ともつかない、甘さの滲にじんだ眼まな差ざしで見つめられ、耳元に唇くちびるを寄せられた。


「…せっかくなら、君を独どく占せんしたい」


　そして、肩に置かれていた手で、ほんのわずかに首筋を撫なで上げられる。


　──…!!


　からだの脇を襲おそった、ぞくりとする奇き妙みような感覚に、尚紀は慌てて慶一の手を外した。


「また…！　からかわないでくださいよ」


　尚紀が努めて明るくそう返すと、慶一は形の良い唇の端はしを上げるようにして微笑ほほえむ。


「目の前だろうがなかろうが、攫さらわれるのは趣しゆ味みじゃないからな」


　──は？


　返す言葉も思いつけずに、尚紀が固まっていると、慶一は、見送りは必要ないと言い置いて、足早に店から立ち去っていった。


　──…大道寺さんて、いつもあんな調子だけど、大丈夫なのかな…。


　もし俺が女の子だったら、ほんと、冗談じゃ済まずに、あっという間に恋こいしちゃうだろうと思うけど…。


　去って行く慶一の姿を目で追いながら、尚紀はそんな感想を胸に、半ば呆あきれて、心の中でため息をついた。


　それから改めて瑛の方へ向き直ると、瑛と正面から視線がぶつかる。


　いつの間にか、こちらを向くようにして、背面を確かく認にんしていたらしい。


「あ…失礼しました」


　反射的に尚紀がそう口にすると、瑛は、かすかに笑いを堪こらえるような表情をした。


「いや、こういうのは久しぶりだから、けっこう楽しんだよ。偶ぐう然ぜんとはいえ、やっぱりさっきは近すぎたみたいだね」


「え…？」


　──なんでここで、ネクタイの時の話が出てくるんだ…？


　よくわからなかったけれど、尚紀はとっさに応こたえてしまう。


「ええ、まあ…さっきは近すぎたですよね？」


　すると、尚紀の答えがあからさまに胡う乱ろんだったせいか、傍かたわらの橘も小さく笑った。


「僕も隅から見ていましたが、確かに、あれは、ちょっとどきっとしましたからね」


　──？　？　？


　まったく予想もしていない展開だったこともあって、尚紀は完全に話にのりおくれていた。











　いつしか日ひ射ざしは肌はだを焼くほど強くなり、ぎらぎらとしたアスファルトからの照り返しに目を細める季節になっている。


　──そういえば、もう、夏真っ盛さかりなんだよな。


　毎日、あっと言う間だよなあ…。


　接客の合間に、尚紀は店の中からぼんやりと、じりじりと暑そうな街を眺めた。


　店内に視線を戻せば、初めての客から常連客まで、さかんに接客が行われている。


　今日は沖田が休みの日なので、尚紀は手が足りなそうなスタッフのフォローに回っていた。


　さすがに見習いという冠かんむりこそ外れたけれど、顧こ客きやくの多い沖田のアシスタントというポジションに変わりはない。


　尚紀としてはその方が勉強になると嬉うれしかったが、他ほかのスタッフからも学べという沖田の方針で、二人の休みは、なるべくずらして取るようにしていた。ちなみに、久々の尚紀の休みは明日である。


　しかし、沖田以外の人のアシスタントをすることは、確かに勉強になったけれど、一方で、尚紀の迷いを生む原因の一つにもなっていた。


　目の前で、明らかに無理のあるスーツとネクタイを組み合わせる客に、満面の笑みでお世辞を並べるスタッフを眺めながら、尚紀は、心の中でため息をつく。


　──お客さんと話すのは嫌きらいじゃないけど、やっぱり俺は、ああいうふうにはできないんだよな…。


　もちろん、好みは人それぞれだとわかっている。


　ビジネスである以上、商品を売らなくてはいけない。


　そのためには、きれいごとだけじゃすまないのも、わかっているつもりだ。


　尊敬している沖田にだって、そういう時はある。


　だから、それが、プロフェッショナルというものなんだろうとも、思う。


　けれど、やはり手放しで、売るためだけに言葉を並べることには、抵てい抗こうがあるのだ。


　それに自分の場合は口下手なせいか、お客さんも単なるお世辞だとわかってしまうらしい。


　実際、何度か試ためしたけれど、場がしらけてしまうだけで、上手うまくいったことがないのだ。


　毎月々課せられるノルマだって、なるべく気にしすぎないようにはしているけれど、やはりどこか、心に重い。


　──問題は、それだけじゃない。


　尚紀はこっそりとため息をつく。


　やはり自分は、仕立職人として、服を作りたいのだ。


　自分でお客さんの話を聞いて、自分の手で採寸をして、裁断をして、仮かり縫ぬいをして…。


　それらは気が遠くなるほど細かく地道な作業のくりかえしだけれど、そこには、顧客に対して最初から最後まで責任を持ち、一つのものを創つくりあげる確かな喜びがある。


　そこまで考えたとき、ふと尚紀の脳のう裏りに、かつての父親の姿がよぎった。


　店の二階にしつらえた工こう房ぼうで、作業している時の姿だ。


　微かな埃ほこりを透すかすような光の中、大きな作業台の前に姿勢良く座った父親は、白はく髪はつの混じった品の良い雰囲気を引き立てるように、白いシャツを着て、チャコール・グレーのネクタイを締しめ、首からは使い込んだ巻尺を垂らしている。


　接客のあるなしにかかわらず、父親はいつでも必ず、きちんとネクタイを締めていた。


　たとえ作業する時であってもだ。さすがに上着は脱ぬいでしまうけれど、ネクタイを緩ゆるめることはない。


　そして、これが職人なのだと言うように、背筋をしゃんと伸のばしたまま、静かに目の前の仕事だけに集中する。


　その姿は、柔やわらかで白い午後の日ひ射ざしと溶け合って、まるでヨーロッパの片かた隅すみを覗のぞいているような錯さつ覚かくを覚えさせられたものだ。


　そして、子供心に憧あこがれて、尊敬していた。


　──やっぱり、あれが、俺の理想なんだよな…。


　尚紀がもう一度ため息をつきそうになった時、店の扉とびらがゆっくりと開かれた。


「！　いらっしゃいませ」


　他のスタッフに煽あおられ、尚紀が反射的に明るい表情で顔をあげると、相変わらず洗練された身のこなしで、慶一が店に入ってくるのが見えた。


　今日は綺き麗れいな薄うす群ぐん青じよう色いろの麻あさのスーツに麻の白シャツ、共布のポケットチーフ、そして薄うす紺こんのピン・ドットがあしらわれたやはり麻のネクタイを合わせたうえに、ともすれば軽けい薄はくになりがちのそれらを、銀のカフリンクスと艶つややかなタン色の革かわ靴ぐつで引き締めている。


　うだるような夏のうっとうしさを吹ふき飛ばすような涼すずしげなその着こなしに、尚紀は思わず頰ほおを緩めた。


「いらっしゃいませ、大道寺さま。涼しげで、とても素す敵てきな着こなしですね」


「ありがとう」


　慶一は微笑んでそう応えたけれど、すぐに何かを推おし量るような真しん剣けんな眼まな差ざしで、尚紀をじっと見つめ直す。


「…何か？」


　おそるおそるそう尋たずねると、慶一はふっと口元に笑みを浮うかべて首を横に振ふった。


「いや…今日は何時に上がるんだ？」


「え？　っと…、21時には上がれると思いますけど…」


「じゃ、その後、一いつ緒しよに夕食に行こう」


「えぇ？」


　いきなりのことに驚おどろいた尚紀は声をあげたけれど、慶一は全く意に介かいさないというように微笑む。


「美味うまい店を見つけたんだが、あいにく誰だれもつかまらなくて困ってたんだ。払はらいは当然俺が持つから、付き合ってくれ」


「いや、でも」


　展開についていけずに、尚紀が口ごもると、慶一はそこをさらに押すようにたたみかけてくる。


「21時に店の前に迎むかえに来る。迷めい惑わくか？」


「迷惑って…」


　なんとか上手く断ろうとした瞬しゆん間かん、ふと、尚紀の頭に、静か過ぎる食しよく卓たくが浮かんだ。


　ずいぶん前に母親も亡なくしていたから、父が生きていた頃ころだってたいして賑にぎやかではなかった。父親が出かけて、自分ひとりで静かに食事をすることだってあった。


　けれど、帰って来る人がいる静けさと、本当に誰もいない静けさとは、全然違ちがう。


　時折、家全体も死んでしまったかのような、耐たえ難がたく冷たい寂さびしさを感じるのだ。


　そんな静かな、真っ暗な家に帰って、家中の電気と一緒にテレビを点つける。


　沈しずんだ空気を吹き飛ばすための騒そう々ぞうしさを求めて、見たくもない番組にチャンネルを合わせ、コンビニエンス・ストアで買ってきた弁当を食べる。


　父と暮らしていた頃は尚紀がきちんと毎食作っていたけれど、独りだとそんな気にもならない。


　いつもは気にしないようにしていたことだったけれど、今日の自分には、少し重過ぎる気がした。


　──…やっぱり今日は、独りでメシを食いたくない。


　どうせ明日は休みだから、少しくらい遅おそくなっても構わないし。


　尚紀は、返事を待っている慶一の顔を見つめ直した。


「迷惑じゃないです。一緒に飯、お願いします」


　すると慶一は嬉しそうに大きく笑ってくれたので、尚紀の気持ちも明るくなった。








　待ち合わせの時間に遅おくれそうになった尚紀は、少し慌あわて気味に店の正面へと向かった。


　すると、メタリックの輝かがやきを持つミッドナイト・ブルーのポルシェが、優ゆう雅がに目の前に滑すべり込んでくる。


　──うわ、ポルシェじゃん。


　凄すげえ、ぴかぴか。


　尚紀が思わず目を奪うばわれて立ち止まると、音もなく運転席の窓が開いて、慶一が顔を出した。


「待たせたか？」


　──この人、車まで格好良いのかよ…。


　軽いショックを受けながら尚紀が助手席に乗り込むと、慶一はハンドルに片手を置いたまま、尚紀を見やった。


「何が食べたい？」


　──あれ？


「大道寺さんの行きたい店があるんじゃ…？」


　尚紀がそう尋ねると、慶一はにやりと笑った。


「どの分野にも、そういう店がある」


「…なら、和食がいいです」


　その答えに、慶一は意外そうに片かた眉まゆをあげた。


「へえ…意外だな。和食が一番好きなのか？」


「いえ…特に好きだというわけじゃないんですけど、最近は自じ炊すいさぼってコンビニ飯ばっかりなんで、ちょっと、まともな飯が食べたくて」


「…なるほど。じゃ、少し家庭的な店にするか。食べられないものはあるか？」


「ありがとうございます。でも、好き嫌きらいは全然ないです」


　尚紀がそう応こたえると、慶一は携けい帯たい電話を取り出し、慣れた口調でやりとりを始めた。


　スムーズに予約が取れたらしく、車はすぐに、滑るように動き出す。


「…車が好きなのか？」


　尚紀がいかにもポルシェというスポーティなハンドルや、５連の丸型メーターを物もの珍めずらしげにちらちらと見ていると、慶一がそう話しかけてきた。


「ええ、まあ…。とても自分で買う余よ裕ゆうはないんで、父の店の車に乗るくらいですけど。ポルシェなんて、生まれて初めて乗りましたよ。この車で会社に行ってるんですか？」


　余裕のある手つきで運転を続けながら、慶一は頷うなずいてみせる。


「その日の予定によるけどな。うちからだと裏道を使っていけるから、あまり道も込まないんだ」


「ふうん…いいですね。満員電車に乗らなくていいのは、楽だ」


　──こんなに優雅な車で出勤したら、どんな気分なんだろう。


　そんなことを考えながら、尚紀は窓の外をぼんやりと眺ながめる。


　慶一の選せん択たくがいいのか、運がいいのか、走っている車の数は多いけれど、道は順調に流れていた。








　慶一に連れて行かれたのは、大通りから路地を少し入った静かな住宅街の、モダンな一いつ軒けん家やだった。


　緑あふれる敷しき地ちの中、大正ロマンを連想させるような白しら壁かべにこげ茶の木き枠わくが美しい建物で、表札の出ていない個人宅のように見える。


　しかし、数台分の駐ちゆう車しや場に車を入れ、開かれた門をくぐって玄げん関かんまでの階段を上ると、装そう飾しよくの美しい扉の隣となりに、小さな文字で店名の記されたプレートが掲かかげられていた。


　──こんなところに、店があるんだ…。


　普ふ通つうの人の家に、遊びに来たみたいだ。


　いわゆる隠かくれ家がレストランってやつか…。


　自分とは全く縁えんのない雰ふん囲い気きにどきどきしながら、慶一の後ろをついていった尚紀は、内戸になっていた引き戸が開かれた途と端たん、驚いた。


　入った途端、美味おいしそうな料理の香かおりはもちろん、活気のある料理人の声や姿が目に飛び込んで来たからだ。


　というのも入ってすぐの目の前には、ぴかぴかに磨みがき上げられたオープン・キッチンがあり、そこで料理人たちが立ち働いている。


「この店は、キッチン・スペースを通り抜ぬけて、席に着くんだ。少し派手だが、料理は気取っていなくて、家庭的だ」


　にこにこと現れた品のいい年配のウエイターに先導されながら、慶一は尚紀の驚きに満足したように微笑ほほえみ、囁ささやきかけてくる。


　通された奥にあるダイニング・スペースは、白壁に赤いマホガニーがアクセントとしてあしらわれ、こげ茶のテーブルやソファ、仕切り障子が、レトロだけれども洗練された雰囲気を醸かもし出していた。


　また奥の壁かべ一面には年代物だというバカラのグラスが何列にも並べられ、キャンドルを主にした店内の光を幾いく重えにも反射して、美しい。


　けして狭せまいわけではないのだけれど、部屋の中には、四人掛がけのテーブルが一卓、半個室のソファ席が二卓しかない。


　それぞれの間には十分な間かん隔かくが取られ、どの席からもオープン・キッチンが見られるように設計されていた。


　まだ他ほかの卓は埋うまっておらず、二人は、半個室のうち一番奥のソファ席に案内される。


　白いクロスで美しく調ととのえられたテーブルの角を挟はさむように、席がしつらえられていた。


　席に座ると、お酒のリストが手て渡わたされる。和食の店というだけあって、名のある日本酒や焼しよう酎ちゆうが名を連ねている。


　ざっと目を通した慶一が、尚紀を見やった。


「何にする？　俺に遠えん慮りよはしなくていいぞ」


　尚紀は首を横に振ふってみせる。


「いえ、今日は止やめておきます」


　自分ひとりだけ飲むつもりはない。


　すると、慶一はかすかに唇くちびるの端はしをあげた。


「そうか」


　慶一の言葉に、ウエイターが心得たように食事のメニューと交こう換かんして、本日のお勧すすめについて話し出す。


　尚紀はメニューを眺めながら聞いていたけれど、とにかくどれも美味しそうで迷ってしまう。


　──こりゃ、だめだ。


　説明を終えたウエイターが、慶一といくつかやりとりをして立ち去ってしまうと、尚紀は苦笑いを浮うかべながら、慶一を見つめた。


「どれも美味しそうで、迷っちゃって」


　慶一は穏おだやかに笑うと、尚紀の持つメニューを覗のぞき込むようにして、丁てい寧ねいに相談に乗ってくれる。


　それからウエイターを呼び寄せて、尚紀の希望を中心に、注文を済ませてくれた。


　するとすぐに、アルコール代わりのガス入りの水と前菜が運ばれてくる。


　美しいバカラのグラスに注つがれたそれは、テーブルに置かれたキャンドルの光を映して、きらきらと輝いた。


　──うわ、綺き麗れいだ…。


　単なる水じゃないみたいだ。


　もっとゆらめく光が見たいと尚紀が瞳ひとみを細めてグラスを掲げると、慶一がそれに軽く自分のグラスを合わせてきた。


　チィ…ン、という澄すんだ音がして、尚紀はその美しい音色にも、目を瞠みはる。


「二人の初めての夜に」


　雰囲気に呑のまれているせいか、慶一の言葉もあまり気にならない。


　尚紀は黙だまったまま、グラスに唇をつけた。


　飲み慣れないガス入りの水は、美しいバカラのグラスの効果もあって、初めてアルコールを飲んだ時のような錯さつ覚かくを覚える。


　箸はしをとりあげながら、尚紀は改めて店内に視線を走らせた。


　本格的に料理が始まったオープン・キッチンでは、活いき活きとした料理人の気配や音が立ち始めている。


　騒そう々ぞうしいどころか、その活気がこちらに伝わるおかげで、会話が途と切ぎれてしまっても、妙みように気まずくならずに、ありがたい。


「あ。美味うまい」


　さっそく前菜のおひたしを口に運んだ尚紀は、思わず声をあげると、自分でも気づかないうちに頰ほおを緩ゆるめた。


　季節の野菜をふんだんに使った正統派のおひたしは、滋じ養ようを感じる豊かな味が口の中いっぱいに広がる。


「ああ、美味いな」


　慶一も嬉うれしそうな表情をして、尚紀に向かって微笑みかけてくる。


　その微笑みを見た途端、尚紀は、まるで寒い冬にアルコールを飲んだときのような、じわじわとした温かさを胸の奥に感じた。


　──ああ…。


　こういう感じ、久しぶりだ。


　その心地ここちよい温かさに、尚紀は急速にリラックスし始めた自分を感じていた。








　たわいのない会話とともに食事が進み、だいぶ食欲も満たされ始めた頃ころ、慶一が何気ない様子で口を開いた。


「それで？　何があったんだ？」


「え…？」


　尚紀が驚おどろいて慶一を見つめ返すと、慶一は軽く眉まゆ根ねを寄せてみせる。


「今日の昼間、いつもの元気がなかっただろう」


「ええ？」


　あまりの驚きに、尚紀が再び同じ言葉を繰くり返すと、大きな手のひらで、くしゃりと頭をかきまぜられた。


　そして、子供のように前まえ髪がみをかきあげられてしまう。


「会った時の表情も冴さえなかったが、店の外からでもわかるほど、肩かたを落としてため息をついていた」


　──ああ、見られてたのか…。


　それを聞くと、尚紀はあっさりと観念して、口を開いた。


　これが他の誰だれかだったら、おそらくごまかしただろうと思う。


　しかし、今の慶一には、日常よりは少し深い話を聞いて欲しいという気がする。


「ちょっと、悩なやんでて…」


　尚紀がそう話し始めると、慶一の手がゆっくりと離はなされた。


　気になって表情を確かく認にんすると、慶一は先を促うながすような眼まな差ざしで尚紀のことを見つめている。尚紀は安心して、再び先を続けた。


「仕事のことなんですけど。なんか…他の人たちみたいにプロフェッショナルな接客ができないな、と思って…」


「プロフェッショナルな接客って？」


　穏やかな声でそう尋たずねられ、尚紀はどこまで話して良いか迷いながらも口を開いた。


「あの、なんていうか…別に騙だますとかそういう悪い意味じゃないんですけど、お客さんの気持ちを盛り上げるトークとか、お勧めするとか、そういうことができるのが、プロフェッショナルな接客なんじゃないかなって、今、考えてるんです。俺、ほんとに思ってることは言えるんですけど、ネガティブなことを上手うまく言うことがへたくそで。だからちょっと、煮に詰つまってるというか、悩んでて…」


　それ以外にどう言っていいかわからずに尚紀が黙り込むと、十分に先を待って、慶一がゆったりと口を開いた。


「俺はプロフェッショナルな接客がどういうものかはわからないけど、君の接客は、とても気に入っている」


　意外な言葉に、尚紀は驚いて顔をあげた。


　──それは嬉しいけど、でも、それって…。


　尚紀の疑問が表情に表れていたのだろう。


　慶一は尚紀の言葉を促すように、片方の眉まゆをあげてみせる。


　それに背中を押されるようにして、尚紀は言葉を選びつつも以前から思っていた疑問を口にした。


「…それは嬉しいですけど、でもそれって、…俺をからかって楽しめるからじゃないんですか？」


　真しん剣けんにそう尋ねた尚紀の表情を見て、慶一は苦く笑しようして肩をすくめてみせた。


「…覚かく悟ごはしていたつもりだったが…」


　──…？


　どういう、意味だ？


　尚紀が首を傾かしげると、慶一は少し何かを思い出すような表情をした。


　それから柔やわらかい眼差しで尚紀を見やる。


「そうだな…俺が君の接客を気に入っている理由のひとつは、客に対する誠実さがわかるからだ。家に来た時の立ち居い振ふる舞まいやシャンペンの扱あつかい方は、俺と沖田の話を邪じや魔ましないように細心の注意を払はらいつつも、一番いいタイミングでサーブしようとしていた」


　慶一はそこで言葉を止めると、袖そで口ぐちを少しあげるようにして、尚紀に輝かがやくカフリンクスを見せる。


「これを買った時もそうだ。君は、手首の動きを妨さまたげないように、傍はたから見てもわかるほど心を砕くだいていた。あれはカフリンクスの見み栄ばえはもちろんだろうが、客が買った場合、その時の記き憶おくを参考にすると思うからだろう？」


　──あ…。


　わかって、くれてたんだ…。


　理解を求めていたわけではないけれど、言い当てられた嬉しさに、尚紀の胸は甘く締しめつけられたような気がした。


　慶一は唇くちびるの端はしを微かすかにあげて、先を続ける。


「それに、服やそれに関するものに対する愛が感じられるところが、いい。カフリンクスの時だって、まるで敬意を示すように丁てい寧ねいに扱っていたし、俺が着ているものだって、細かなところまでよく見ているし、その感想を伝えてくれるときは、まるで自分のことのように嬉しそうだ。同じく服を愛して、少なからず金や時間をかけている者にとっては、なにより嬉しい」


　──俺のこと、凄すごくよく見て、評価してくれてたんだ…。


　目から鱗うろこが落ちたように、周りの景色が鮮あざやかに変わった気がした。


　そんな尚紀の表情を見て、慶一は軽く笑ってみせる。


「それに、君がそんなことを考えていたんじゃ、沖田が浮うかばれない」


「？　沖田さんが…？」


「だってあいつは、君に相当期待しているだろう？　あいつだって、素質のない奴やつにパワーをかけるほど、暇ひまでも親切でもないよ」


　──ああ、そうか。


　よりいっそう、周りの空気が清せい浄じようになった気がする。


　尚紀はきちんと顔をあげて、まっすぐに慶一を見つめ返した。


「ありがとうございます。何か、俺、すっきりしました。もちろん、悩みが全部吹ふっ飛んだっていうのとは違ちがうと思いますけど、なんか、前に一歩進めたっていうか」


　──なんか、すげえ、嬉しい。


　やっぱ、この人、ほんとにいい人だ。


　そう思った尚紀がにこりと笑いかけると、慶一は黙だまったまま、ゆっくりと微笑ほほえんだ。








　食事の後、尚紀は、慶一に、自宅の前まで送ってもらった。


　いつもの尚紀であれば、レストランの近くの駅まででいいと断っていただろう。


　けれど、悩み相談の後に服の話を始め、色々と話しこんで終電を逃のがしてしまっていたし、そうしたことで一気に距きよ離りが縮まったように感じていたから、つい甘えてしまったのだ。


「あの、今日は本当にありがとうございました！　すごく楽しかったです！　ごちそうさまでした！」


　家の前でエンジンを止めた慶一に、尚紀はからだごと向き直って、元気よくそう伝える。すると、いつになく渋しぶい顔をして、慶一が低く笑った。


「そんなにキラキラした顔で見つめられると、後がどうもやり難にくいな」


「え？」


　尚紀がぽかんとして口を開けると、慶一は苦笑しながら、尚紀に向かって手を伸のばしてきた。大人の男らしい指先に柔らかく唇を捕とらえられて、上下を縫ぬいとめるようにして、閉じられる。


「む…」


　何をするんだと言いかけたけれど、さらにぴったりと塞ふさがれてしまった。


「このままお前に手を出したら、さっきの言葉は、都合の良い噓うそだと思うだろう？」


　──え…？


　尚紀が目をぱちくりとさせると、慶一はふっと息を吐はくように笑った。


　唇を挟はさんでいた指先が外され、親指の腹でゆっくりと、少し開いた唇を撫なでられていく。


「俺は、お前をからかったことは一度もない。どの言葉も、すべて本気だ」


　指が止まり、まるでくちづけられるかのように、慶一の整った顔が寄せられる。


　──う、わ…っ！


　とっさに跳はね除のけようとしたけれど、その途と端たん、これまでは気にならなかった、水辺を思わせるような慶一の香かおりを、はっきりと感じる。そして、その香りに囚とらわれてしまう。


　視線の向こうで、慶一の顔がゆっくりと傾かたむけられた。


「…だから、今だって、こうしたくて仕方がないんだ」


　尚紀の唇を捕らえている指の上に、くちづけが落とされる。


　──は…？


　あまりの衝しよう撃げきに、一いつ瞬しゆん、時が止まったような気がした。


　尚紀が全身をこわばらせていると、ゆっくりと唇は遠ざかり、その代わりに、熱を帯びて、心の奥まで暴あばくような眼まな差ざしが覗のぞき込んでくる。


「…続けて欲しいと聴きこえるのは、俺のいやらしい妄もう想そうか？」


　──俺、何やってんだ!?


　抵てい抗こう、しろよ…！


　耳の奥ではもう一人の自分が大声でそう怒ど鳴なるのだけれど、頭の隅すみが痺しびれたように、動けない。


　無言のまま、尚紀が浅い息だけを吐き出すと、指ごと、ぺろりと舐なめられた。


　──っ…!!


　その瞬間、背筋から腰こし骨ぼねまでを、鈍にぶい痺れが伝わっていく。


　尚紀が思わず唇を開きかけると、指が外され、塞ぐようにくちづけられた。


　二の腕うでを摑つかまれ、痛いほどの強さで助手席のドアとシートの合間に押し付けられる。


　そのまま、体重をかけるようにのしかかられて、何度も角度を変えられ、唇で食べるように愛された。


　下唇を舐められ、吸われて、歯を立てられる。


「んっ…」


　熱く濡ぬれた感かん触しよくの中で感じる硬かたさに煽あおられ、尚紀は思わず声を漏もらした。


　するとわずかに開いた唇の合間から、濡れた舌が、すべてをこじあけるようにして入ってくる。


　そして弾だん力りよくのある熱いそれを絡からめるように、いやらしく口内を擦こすられた。


「っ…ふ…」


　──やべ…相手が男だってわかってんのに、なんで…？


　嫌いやじゃない…。


　嫌じゃないどころか、すげえ、気持ち、いい…！


　これ以上はまずいと、尚紀は必死で逃にげようとした。


　しかし、そうすればするほど、押さえ込むように抱だきしめられて、口中をあますことなく嬲なぶられる。


「ぁふっ…」


　飲み込みきれない唾だ液えきが口の端はしからこぼれて頰ほおを伝う。


　舌を捏こねるようにして絡められ、扱しごかれた。


　すると頭の中が徐じよ々じよに霞かすみ始め、下半身に熱いものが溜たまっていくのがわかる。


　──ほんと…マジ、やばいって…！


　尚紀は慶一を引き剝はがそうと、必死でシャツを摑み、引っ張った。


　しかし、その動きを利用されて、腿ももに跨またがるように押さえ込まれてしまう。


「あっ、うわっ…」


　そのままシートを倒たおされ、肩かたに体重をかけるようにしてシートに押しつけられる。


　そしてもう片方の手で、勃たちあがりかけた股こ間かんをいやらしくなぞられた。


　布越ごしにゆるゆると煽られ、尚紀はびくびくと腰を震ふるわせてしまう。


「や、だ…っ」


　自分のからだなのに、全く自分で制せい御ぎよできない。


　尚紀が思わず泣き声をあげてしまうと、ぺろりと耳を舐められた。


「嫌？　なら、なぜここはこんなに膨ふくらんでるんだ…？」


　なんとか引き剝がしたくて、尚紀は慶一の手首を摑んだけれど、くすくすという笑い声とともに、そのまま、容よう赦しやなくぐりぐりとそこを揉もみしだかれる。


「っ…！」


　突とつ如じよもたらされた激しい刺し激げきに、尚紀はひゅっと喉のどを鳴らした。


　手首を摑んだ指先に、先ほど以上に、力がこもる。


　するとその指先に、ゆっくりと慶一の腰が擦こすりつけられた。


　上質なスーツ地の上からでもはっきりとわかるほど、そこは熱く、硬く大きく盛り上がっている。


「あ…っ」


　──凄すげえ、でかく、なってる…。


　尚紀が思わずそこを見下ろしてしまうと、慶一の低い笑い声が微かすかに響ひびいた。


　ぴくんとして視線を上げると、慶一の表情が視界に映る。


　外灯を背にして逆光となっていたけれど、獲え物ものを目の前にした肉食動物のような表情をしているのがわかった。


「っ…」


　縫いとめられるようなその視線に、尚紀がこくんと息を呑のむと、慶一は視線をぴたりと合わせたまま、唇くちびるの端をあげてみせる。


　そして、そこを使って達したいとでも言うように、尚紀の指の上でゆっくりと腰が動き始めた。


「…!!」


　そのあまりのいやらしさに、尚紀が慌あわてて指を離はなすと、顎あごを掬すくわれるようにしてくちづけられる。


「ふっ…ぁっ…んんっ…」


　再びそこから溶とけ合うように、唇を使って愛あい撫ぶされた。


　そしていつの間にか、ベルトを外されてしまう。


　──あっ…。


　それに気づいて身を捩よじろうとした途端、下着の前に手を差し込まれる。


「あ、んっ！」


　やや乱暴に与あたえられた刺激と、ぬるりとした感触に自身の状態を思い知らされる。


「やっ…」


　尚紀は羞しゆう恥ちのあまり、慶一の胸を押おし戻もどすようにして、顔を逸そらせた。


「…もう、漏らしてるのか？」


　耳の中に舌を這はわせられるようにして、囁ささやかれる。


　その低く甘い声にすら煽られた。


　腰がびくびくと震え、再び先端に滲にじんでいくのがわかる。


「擦こすってもいないのに、また、噴ふき出してるぞ？」


「…っつ…」


　──もう、俺、なんだよ、どうしたんだよ…！


　これまで体験したことのない感覚に、どうしていいかわからなくなってしまって、尚紀は両手の甲こうで顔を隠かくした。


　すると、手のひらに軽くくちづけられる。


　──あ…。


　その優やさしさに、尚紀はわずかに安あん堵どのため息をついた。


　しかし次の瞬間、握にぎり込まれる。


「んぁっ…！」


　反射的にいたいけな子供のような声をあげてしまったけれど、容赦なく扱き上げられた。


　自分の噴きこぼしたもので濡れた慶一の大きな手が、何度も何度も上下に擦すれる。


「やっ、ん、あぁっ…！」


　両手で慶一の胸を押し返そうとしたけれど、あまりの気持ちよさに引き摺ずられてしまって、まったく力が入らない。


「あ、はっ、ぁっ…」


　仕方がなくてただ荒あらい息をついていると、肩を押さえつけていた慶一の手に、手首を強く摑まれた。


　──え…？


　もう抗あらがう気力もなくてその手の動きに従うと、手のひらに、熱く濡れたものが触ふれる。


　──あっ…。


　尚紀がそっと視線を下ろすと、硬く勃ちあがった慶一のものを握らされていた。


　──っ…。


　肘ひじの先から固まってしまったように感じながら、促うながされるまま、尚紀はぎくしゃくと手を筒つつ状じようにする。


　すると、そこを使うように、ゆっくりと腰こしを揺ゆすられた。


「あっ…」


　わずかに声を漏もらすと、視線の先で慶一が嬉うれしそうに微笑ほほえみ、柔やわらかくくちづけてくる。


「…いい子だ…」


　温かさを分けあうようなくちづけの合間にそう囁かれると、尚紀の全身を、電流のような痺しびれが走る。


　覚えのあるその感覚に、尚紀はシートに尻しりを擦りつけるようにして腰をびくびくとさせる。


「尚紀…？」


「も、やば、出るっ…！」


　尚紀が思わず泣き出すような声をあげると、手の中の慶一が、はちきれんばかりに大きく膨らんだ。


　乱暴に下着が引き下げられ、慶一の手のひらで包まれるようにして、尚紀の手ごと、二人のものが重ねられる。


　そして、まるで本物のセックスのように、激しく腰が動かされる。


　熱く濡ぬれた硬かたい慶一のものに激しく擦られ、尚紀の理性は弾はじけ飛んだ。


　──もう、やばい、って…！


「あ、ぁ、や、も、出る、出るっ…!!」


　びくびくと腰骨を震わせながら、尚紀は全すべてを吐はき出した。


「…っ…」


　すると一いつ拍ぱく置くようにして、慶一も腰を震わせる。


　服が捲めくれ、剝むき出しになっていた尚紀の腹を、白はく濁だくのものが熱く濡らす。


「…あっ…」


　そのあまりに濃のう厚こうないやらしさに、尚紀が思わず声を漏らすと、それを奪うばうようにゆっくりと甘くくちづけられる。


　そして胸に差していたポケットチーフを取り出すと、丁てい寧ねいに腹を拭ぬぐわれた。


　尚紀は呆ぼう然ぜんとして慶一の動作を見つめていたが、あることに気づいて、ますます動どう揺ようしてしまう。


　先ほど吐き出した自分の白濁が、慶一の上等なスーツのあちこちに飛び散っていたのだ。しかもそれは、自分でも驚おどろくほど大量だったから、尚紀はとっさにどうしたらいいのかわからなくなる。


　ただならない尚紀の雰ふん囲い気きに視線を追った慶一も、そのことに気づいたようだった。


「ああ…たくさん出したな…」


　自分のからだを見下ろしながら淡たん々たんと言った慶一は、ふと、煽あおるような微笑みを浮うかべる。そしてゆっくりと尚紀の耳元に唇を寄せてくる。


「全部、綺き麗れいにしてくれるか…？　このまま帰ったら、これを使って、またやりそうだ…」


　──う、わっ…!!


　その瞬しゆん間かん、全身を突つき上げるように何かがはしり、尚紀は一瞬にして、現実に引き戻される。


「す、みませんでしたっ…!!」


　尚紀はそう叫さけぶと、慶一を突き飛ばすようにして、車から飛び出した。











　仕事を終えて帰ってきた尚紀は、着き替がえて夕飯を済ませた後、居間のソファにからだを投げ出すようにして座った。


　──すげえ、疲つかれた…。


　寂さびしさをまぎらわせるために煌こう々こうと明かりを点つけた居間では、テレビが騒そう々ぞうし過ぎる音量でお笑い番組を映し出している。


　しかし、その内容は、まったく尚紀の中には入ってこない。


　ここ数日、今まで以上に気を遣つかい過ぎて、疲れ果てているからだ。


　その原因はもちろんわかっている。


　慶一だ。


　あんなことがあった今、次にどんな顔をすればいいかわからない。


　そう思うと、店の扉とびらが開く度に、慶一じゃないかと内心びくびくしてしまうのだ。


　慶一が来る可能性はとても低いとわかっているのだけれど。


　沖田から、ここ数週間は、慶一には店にやってくる余よ裕ゆうなどまったくないと聞いている。


　あの翌日、尚紀が休みだった日に、沖田が仮かり縫ぬいの日取りを慶一と打ち合わせたらしい。しかしあまりにも慶一の予定が詰つまりすぎていて、なかなか日にちが決められなかったそうなのだ。


『確かに時間の合間を縫って来ているんだとは言ってましたけど…。けっこう店に来てたから、忙いそがしいのは一段落したんだろうと思ってましたよ』


　尚紀がそう言うと、沖田はこらえ切れないように吹き出した。


『まあ、短い時間だったけど、けっこう頻ひん繁ぱんに顔を出してたからな。だけど、あんなに会っていたのに、しばらく顔が見られないとなると、寂しいだろ？』


　──寂しいどころか、恥はずかしすぎて、できれば一生、顔合わせたくないですけど。


　…あー、でも、もーこうなったらむしろ、早いとこ一回、顔合わせちゃった方が楽なのかな…。


　ぐったりとしながらそう考えた尚紀の脳のう裏りに、唇くちびるの端はしを上げるようにして微笑む慶一の顔が浮かんだ。


　その顔はこちらに近づくように動いて、唇の上に、あのときの感かん触しよくが蘇よみがえる。


　慶一の発情した雄おすのような眼まな差ざしや、硬くなったものが指に擦こすりつけられた時の興奮が蘇り、腰こしがじわじわと疼うずき始めてくる。


　──う…、やべっ…。


　尚紀は顔をしかめながら、急いで他ほかのことを考えようとした。


　しかし、そうしようとすればするほど、下着に手を差し込まれたときの感覚や、慶一のものと一いつ緒しよに擦り合った滑ぬめりや熱さが、次々と畳たたみ掛かけるように蘇ってくる。


　──くそっ、なんだよ…！


　どうしようもなくなった尚紀は、半ばやけくそになって、穿はいていたスウェットと下着の前を引き下げた。








　結局、慶一との記き憶おくだけで、達してしまった。


　──俺、ホモじゃないはずだよなあ…。


　吐き出した後の心地ここちよいだるさを感じながら、尚紀は自分に言い聞かせるようにそう思った。


　これまで、数は少ないけれど、女の子としか付き合ったことはない。


　仕し事ごと柄がら、男相手に密着することは多いけれど、妙みような気分を感じたこともない。


　あんなに憧あこがれていた崎谷瑛に対したときも、緊きん張ちようこそすれ、性的な気持ちには全くならなかったのだ。


　──だけど、ぶっちゃけ、あの時は嫌いやじゃなかった。


　…むしろ、すごく、気持ちよかった。


　あの人だから、そうなのか？


　俺、もしかして…そういう意味で、あの人のこと、好きなのか？


　これ以上考えると、なんとなく、まずいような気がする。


　尚紀はぶるぶると頭を振ふると、ずるずるとソファから滑すべり落ちつつ、目を閉じた。











「なんだ？　今日はまた、ずいぶんと落ち着きがないな」


　沖田の言葉に、尚紀はぴくんと振り返った。


「…すみません」


　そう言いながら頭を搔かく。


　店の扉が開くと、つい、あからさまな不自然さでびくついてしまう。


　休日ならば時間が取れるからと、今日、とうとう慶一が仮縫いにやってくるのだ。


「まあ、急きゆう遽きよ、他のお客さまと時間が重なってしまったせいで、お前一人で、初めて大道寺さまを接客しなくちゃならないとなれば、緊張するのも無理ないけどな。もう少し力抜ぬいて。ほら、深呼吸！」


　お前ならできるからと肩かたを叩たたかれた尚紀は、心の中でそっと謝る。


　──いや、違ちがうんです、沖田さん。


　俺が緊張してるのは、あの人とエロいことしちゃったからなんです。


　しかも、その後、初めて顔を合わせるからで…。


　時間はかなり経たっているけれど、いざ顔を合わせると思うだけで、どきどきと鼓こ動どうがうるさい。


　取り乱さずにいられるかどうか、自信がなかった。


　──いや、平常心、平常心。


　心の中でそう呟つぶやきながら、尚紀が大きく深呼吸した時、入り口に慶一の姿が現れた。


　深呼吸の効果を吹ふき飛ばして、一気に鼓動が高鳴る。


「っ！…らっしゃいませっ！」


　まるで鮨すし屋やのような尚紀の挨あい拶さつに、慶一は驚おどろいたように目を見開いて、わずかに足を止めた。


　今日の慶一は、緑がかった麻あさのサマー・ジャケットにぱりっとした白いシャツを合わせ、濃のう紺こんのジーンズに明るい茶の革かわ靴ぐつを合わせている。


　その爽さわやかだけれども色気が滲にじんでいる風ふ情ぜいに、ますます緊張を煽あおられる気がした。


　尚紀はもう一度、心の中で大きく深呼吸を繰くり返す。


　──平常心、平常心、平常心…!!


　念仏のようにそう唱える。


　それから尚紀は大きく微笑ほほえみをつくり、慶一に向かって歩み寄った。


「お待ちしておりました。試着室の方へどうぞ」


「ああ、久しぶり」


　甘い微笑みを含ふくんだような慶一の低い声に、思わずあの時を思い出してしまいそうで、尚紀はぎくしゃくとからだを翻ひるがえした。








　慶一を試着室のソファに座らせ、尚紀は頭を下げる。


「ただ今、スーツをお持ちしますので、少々お待ちください」


　すると、優ゆう雅がに脚あしを組んだ慶一は、唇の端を上げるようにして微笑んだ。


「今日こそ、お前がやってくれるのか？」


「いえ、橘が担当させていただきます。もちろん、私も同席はさせていただきますが」


　尚紀がそう答えると、慶一は一いつ瞬しゆん、不満げな表情を見せた。


　自分はあくまでセールス・スタッフだからと答えようとした瞬間、腕うでを摑つかまれ、引き摺ずり寄せられる。


「う、わっ…！」


　くちづけられそうなほどに間近で、顎あごを摑まれた。


　引き摺り込むような強い力を持った眼まな差ざしで、瞳ひとみの奥を覗のぞき込まれる。


「それなら以前、崎谷瑛にやっていたのは、何だ？　俺の、錯さつ覚かくか？」


　その言葉に煽られたように、覚えのある慶一の香りが立ち昇のぼる。


　尚紀はあの時を思い出しかけて、頭をくらくらとさせた。


　しかしそれに負けまいと、必死になって口を開く。


「いえ、あれはちょっと、なんというか、前職の条件反射で…、ついうっかり、分を越こえてしまったんです」


「ふうん…」


　慶一はまだ不満そうな表情をしていたが、再度説明を繰り返そうとすると、にやりと笑った。


　そしてからかうような眼差しで、尚紀を見上げる。


「それにしても、この体勢はそそられるな…」


「…！」


　音が立ちそうな勢いで、顔に血が上ったのがわかる。


　尚紀は反射的に摑まれた腕を振り払はらうと、試着室を飛び出した。








　──まさか、あのままの雰ふん囲い気きが続くわけじゃないよな…。


　尚紀はわずかな不安を感じながら、採寸師の橘を伴ともなって戻もどったけれど、それは全くの杞き憂ゆうに終わった。


　慶一は橘と簡単に挨拶を交かわすと、すぐに仮かり縫ぬいの支し度たくに取りかかる。


　仮縫いは、まずズボンのフィッティングから始まる。


　上着を着ずにズボンだけを穿はいて、ラインや腰こしまわりを確かく認にんするのだ。


　立っている慶一の傍かたわらに跪ひざまずきながら、橘が手て際ぎわよく、前の折り目の下がり方や股また下したの具合を確かめていく。


　その手つきは、鮮あざやかと言っていいほど手て馴なれていて、けして妙な気配を感じさせない。


　──はず、なんだけど…。


　邪じや魔まにならない位置で二人を見つめながら、尚紀は思わず目を逸そらせた。


　慶一の腰の、微び妙みような位置で橘の頭が蠢うごめく度たびに、どうも妙な想像をしかけてしまう。


　そしてちょっと、気持ちのどこかが、苛いら々いらする。


　──なんだよ、これ…？


　尚紀は、持て余すようなその気持ちに心の中で舌打ちをした。


　その瞬間、上着のフィッティングに使うネクタイを持ってきていないことに気づく。


　──やべっ。


「すみません。ちょっと失礼します」


　尚紀はそう二人に言い置いて、急いで試着室を出た。








　スーツの色や慶一の雰囲気、趣しゆ味みに合わせて、フロアの棚たなからネクタイを数本選び出すと、尚紀はまた急ぎ足で試着室へと戻った。


　橘がいるし、今はそんなに出番がないので、そこまで急がなくてもいいのだけれど、どうも足が急いでしまうのだ。


「…失礼します」


　試着室は広いし、試着スペースとドアの間にはもう一空間あることもあって、尚紀は儀ぎ礼れい的にノックをすると、返事を待たずにドアを開けた。


　すると、視界に飛び込んできた場面に、全身が凍こおりつく。


　こちらを向いている慶一の胸に頰ほおを寄せるようにして、橘が抱だきついていたからだ。


　──は…あ!?


　尚紀は思わず手にしていたネクタイをぼろぼろと取り落とした。


　慶一の視線とも真正面からぶつかったけれど、その表情は平然としていて、ぴくりとも動かない。


　その微動だにしない冷めた表情を見て、一気に尚紀の体温が上がった。


　腹の底から迸ほとばしるような熱い激情に、一瞬にして支配される。


　──な…にしてんだよ…!!


　俺だけじゃねぇのかよ!!


　つーか、俺以外の誰だれも、その人に触さわるな!!


　するとその時、橘がすっとからだを離はなした。


「少し調整いたしましたが、脇わきから背中にかけての馴な染じみは、これでいかがでしょう？」


　──あっ…。


　尚紀は、冷水を浴びせられたように感じて、立ち尽つくした。


　橘は、ただ、上着の、からだに対する馴染み方やゆとりを調整していたのだ。


　それが、この位置からだと抱きついているように見えただけなのだ。


　──俺…。


　仮縫いの際に行う当然の動作を見み間ま違ちがえてしまったことに、尚紀は倒たおれそうになるほど動どう揺ようした。


　──俺こそ、何やってるんだ、だよな…。


　まだこわばりがとれないからだで、尚紀はぎくしゃくと、床ゆかに散らばったネクタイを拾い集める。


　すると、頭の上から慶一の声が降ってきた。


「…そうだな。さっきは少し違い和わ感があるように感じたが、今なら大だい丈じよう夫ぶだ」


　ネクタイを拾い終えて顔をあげると、慶一がちらりとこちらを見たことに気づく。


「ああ、ネクタイが来たらしい。締しめた方がいいかな？」


　橘も尚紀の気配に気づいたらしく、振ふり返った。


「ええ、そうですね。一度上着を脱ぬがれますか？」


「いや、このままで構わない」


「そうですか。じゃ…有本くん」


「あ…はい」


　尚紀は、ぎこちない動きのまま、ネクタイを慶一に向かって差し出す。


　すると、慶一は迷いなく一本のネクタイを選び出した。


　それからあっさりと尚紀に背を向けて、慣れた手つきで結び始める。


　橘が襟えり元もとと一いつ緒しよに整えて、再び上着のフィッティングが続けられていく。


　その様子を見つめながら、尚紀はこっそりと、数回にわたって深呼吸をした。


　──もう、ごまかせない。


　尚紀は自分に言い聞かせるように、胸の内で呟つぶやいた。


　──ホモだとかそうじゃないとか、そんなのもう、どうでもいい。


　崎谷さんに感じたように、自分が服を仕立てたいとか、そんなのでも、ない。


　俺は、ただ、この人が、欲しいんだ。


　これが、恋れん愛あい感情なのかどうかはわからない。


　でも、他ほかの誰にも渡わたしたくない。


　それだけは、はっきりとしている。








　全すべてのフィッティングを終えた慶一は、疲つかれを見せるどころか、とても機き嫌げんが良さそうに見えた。


　橘相手に、さかんにディテールについて話をしている。


　──ほんとに、スーツが出来上がるのを楽しみにしてるんだな…。


　尚紀がそんなことを考えながら一緒に話を聞いていると、他の顧こ客きやくの接客を終えたらしい沖田が、試着室に顔を出した。


「大道寺さま、いかがでしたか？」


「ああ、とても良かった。仕上がりがますます楽しみになったよ」


「そうですか、それは良かった」


　沖田もにこにこと笑いながら、傍らの橘の方を向く。


「仮縫いの出来はどうだった？」


　橘は眼鏡めがねのブリッジを押さえるようにして微笑ほほえんだ。


「大きな直しはいただきませんでした」


　その橘の言葉を引き取るようにして、慶一が続ける。


「いつも通りにね。だから、このまま仕上げてもらってかまわない」


「そうですか。ではそのように致いたします」


　沖田はそう答えると、今度は尚紀の方を向いた。


「お届け方法や場所はもう確認させていただいたのか？」


「いえ、まだです」


　尚紀がそう答えると、慶一が代わって口を開いた。


「それについてなんだが、尚紀。申し訳ないが、君、会社に届けてくれないか？」


「え…？」


　尚紀が驚おどろいて慶一の顔を見ると、慶一は平然として微笑んだ。


「仕事が忙いそがしくて時間が取れそうにないんだ。頼たのむ」


　──働いてるところが見られるなんて、そりゃ嬉うれしいけど…。


　躊躇ためらいつつ、尚紀は沖田の顔をそっと見やる。


　すると沖田はにっこりと大きく笑って、慶一に対して頷うなずいた。


「かしこまりました。有本、出来上がった暁あかつきには、きちんとお前がお届けするように」


「…わかりました」


　内心はどきどきとしつつ、尚紀はにこりと笑ってみせた。











　日中はうんざりするほど暑いけれど、日が落ちればそれでも随ずい分ぶんと過ごしやすくなる。


　相変わらずの一日を終えた後、店から出た尚紀は、ふと空を見上げた。


　夜でも明るい東京では、夜空に情じよう緒ちよを期待するのは難しい。


　けれどそれでも、地上の灯あかりを吸ったように鈍にぶく明るい空の色と、冷れい房ぼうで冷えた肌はだをほぐすような夜風には、他の季節では味わえない解放感があった。


　──ちょっと歩いて帰ろうかな。


　店から地下鉄の駅はすぐなのだけれど、尚紀は、一駅分、歩いて帰ることにした。


　店の前から一駅先までは、ケヤキ並木が美しいことで有名な、大きな並木道が続いている。


　そしてその沿道には、『Celestial Caress』と同じような高級ブランド店や画が廊ろう、デザイン・ショップ、雰ふん囲い気きのいいレストランなどが並んでいるのだ。


　レストラン以外の店はもうとうに閉まっていたけれど、それらの店が持つ、個性豊かで洗練されたショーウインドウは、道を照らすほどには、十分明るい。


　そして開店時よりは抑おさえられたその光が、最さい先せん端たんの服や物を穏おだやかに照らし出す様子は、夏の夜の解放感をより強く感じさせる気がした。


　徐じよ々じよに街の一日が終わろうとしている中、行き交かう人々の姿が途と絶だえることはない。


　これから飲み会なのだろうか、足早に目的地に向かうスーツ姿の人も多くいたけれど、夏の夜の散歩を楽しんでいる人も多かった。


　尚紀もそういった人たちに紛まぎれ、ショーウインドウを眺ながめたり、ケヤキ並木にかかる街灯の美しさに見み惚とれたりして、ぶらぶらと歩く。


　そのうち、道の反対側にある気に入りのブランドをチェックしたくなって、尚紀は並木道の途中にかかる横断歩道で足を止めた。


　しばらく変わりそうもない雰囲気を漂ただよわせた信号は、もったりとした空気を切り抜ぬくように赤く光っている。


　特にそれに苛いら立だつこともなく、尚紀は改めて夏の夜の雰囲気を楽しもうとした。


　その時、ふと、あることに気づく。


　──こんな気分、久しぶりじゃないか？


　最後に、こんなに解放的な気持ちになったのは、いつだろう。


　尚紀はわずかに首をかしげた。


　父親は、倒れるまでは、病気など想像も出来ないほどに元気だった。


　だから急に倒れた上、あっけなく亡なくなってしまったときは、悲しさすらよくわからないほど、ショックだった。


　そして尚紀の生活は、まさに怒ど濤とうのごとく一変してしまったのだ。


　ささやかながらも通夜と葬そう式しきを執とり行って、店を続けるかどうかを真しん剣けんに考えて、店は閉めると決意を固め、そのための問題を片付け、お世話になった人々に礼を言ったり頭を下げたりして回り、沖田の誘さそいを受けるかどうかを考え、受けると決めて、新しい職場に飛び込んで、周りに馴な染じんで、仕事を覚えて…。


　これまでは走り通しで、息をつく暇ひまもなかった気がする。


　何もかもに追い立てられるようで、よく考えたら、落ち着いて悲しむ余よ裕ゆうさえなかったのではないだろうか。


　──だからあんまり、辛つらくなりすぎなかったのかな…。


　両親を亡くして、一人ぼっち。


　そのことはもちろん忘れたくとも忘れられないし、心に穴があいたように、空くう虚きよで、悲しい。


　けれども生活が落ち着いてきた今、辛すぎて耐たえられないと思ったことはない。


　忙し過ぎる日常が、すべての感情を薄うすめてくれたのだろうか。


　──いや、違ちがう。


　尚紀の脳のう裏りには、いつしか慶一の姿が浮うかんでいた。


　初めて店に来たときから、尚紀を気き遣づかってくれ、落ち込んでいた時には食事に誘って、話を聞いて、相談に乗ってくれた。その時の慶一の優やさしい表情や、包んでくれるような眼まな差ざしを思い出すと、覚えのある穏やかさが、再び尚紀の胸を満たしていく。


　──あの人が、いてくれたからだ。


　あの人にとっては、きっと特別なことじゃないんだろうけど、そうしてもらったことで、どこかで自分は一人じゃないって思えてたんだ。


　だから俺は、あの人に、こんなに惹ひかれてるんだろうか。


　そこで尚紀はふと、ため息をこぼした。


　──でも俺、なんか、遊ばれてるだけのような気がするんだよなあ…。


　胸にあった穏やかさが、すうっと、溶とけるように消えていく。


　──そりゃ、ちょっと、やることは、やったけど。


　尚紀は足元に視線を落として、唇くちびるを嚙かんだ。


　──でも、あの人、会ったときから誘ってるような感じだったし。


　あんなに格好いい人が、俺のことなんか、いきなり好きになるはずもない。


　その証しよう拠こに、一回エロいことしたら、その後はやっぱり、ほったらかしだし。


　仮かり縫ぬいで顔を合わせてから、すでに数週間が経たっていた。それまで頻ひん繁ぱんに来ていたのが噓うそのように、慶一は店にまったく姿を見せない。確かに仮縫いに来たときに、仕事が忙しすぎて時間が取れないと言っていたけれど。


　でも、そんなの、噓じゃねぇの？


　そこで尚紀は、あることに気づいて苦く笑しようする。


　──いや…でも俺、そもそも、ほったらかされて、恨うらむ筋合いなんてねぇんじゃね？


　よく考えたら、好きだなんて、言われてない。


　ただ、からかってない、本気だって、言われただけだ。


　極きよく端たんなこと言えば、本気でやりたいってことかもしれない。


　そうだとしたら、俺が勝手にその気になっただけじゃん。


　そこまで考えた時、まるでそれに応こたえるかのように、信号の色が青く変わった。


　尚紀は思わず、心の中で、信号に向かって話しかけてしまう。


　──…やっぱ、お前も、そう思う？


　そして足を踏ふみ出しながら、白く浮かぶような横断歩道に、視線を落とした。


　──そうだ、遊ばれてるだけなんだよ。


　必死で自分にそう言い聞かせたけれど、やはり、じりじりと焼きつくような気持ちをごまかすことはできなかった。


　──それでもいいから、会いたい。


　ただ、会いたいんだ…。


　喉のど奥おくを突つきあげるようなそれを持て余して、尚紀は、そっと唇を嚙んだ。


　そしてもはやショーウインドウを眺めることすらせずに、足を速めて、家路を急ぐ。











　熱くなったアスファルトを冷ますかのように、激しい雨が降っている。


　平日のうえにこの雨足とあっては、さすがに客の姿も途絶えていた。


　仕方なくバックヤードに下がって伝票整理をしていた尚紀は、やってきた沖田の靴くつ音おとに顔をあげる。


「大道寺さんのスーツ、出来てきたぞ」


「えっ、マジですか!?」


　尚紀は思わず、ぱっと顔を輝かがやかせた。


　すると沖田は笑いを嚙み殺すような表情をする。


「噓言ってどうするんだよ。しかし、嬉うれしそうだなー」


　──やべ…そんな、顔に出てたか？


　尚紀は顔を真っ赤にしながら、焦あせって前まえ髪がみをかきあげた。


「いや、だって、初めて直接担当したお客さまですし…。いや、もちろん沖田さんのお客さまなんですけど…」


　しどろもどろになりながら尚紀がそう答えると、沖田は肩かたをすくめて、くすっと笑う。


「あー、はい、はい。とにかく、早いところ連れん絡らくをしておけよ。お届けする日時も、その時にきちんと決めるんだぞ？」


「はい！」


　──やっと、できた。


　もう少しで、会えるんだ…！


　まるで子供のように元気よく答えながら、尚紀は急いで顧こ客きやくリストを捜さがし始めた。








　かつて父親の見習いをやっていた頃ころに経験はあったけれど、会社という場所に電話をかけるのは本当に久しぶりで、必要以上にどぎまぎする。


　慶一の会社の番号にかけると、落ち着いた声の女の人が、電話を取った。


　さらに心しん拍ぱく数すうがあがるのを感じながら、尚紀はなんとか、身元と用件を告げる。


『かしこまりました。ただ今確かく認にんいたしますので、少々お待ちくださいませ』


　優ゆう雅がな音楽が流れて、尚紀はほっと息をついた。


　しかしすぐに、耳元で慶一の声が響ひびく。


『お待たせしました』


　──うわっ…本物だ…。


　電話越ごしなのだけれど、それでも慶一が感じられたから、尚紀は思わず頰ほおを上気させた。


　──仕事の電話だけど、声が聞けることには変わらないもんな。


　浮かれ具合が伝わってしまわないよう、下腹にぐっと力を込こめる。


「いつもありがとうございます。『Celestial Caress』の有本と申しますが」


『ああ、久しぶり。どうした？』


　急に声がくだけた調子になるのも、自分を近しい存在だと認めてくれているようで、ただひたすら、嬉しい。


　──予想以上に、俺、嵌はまってるよなあ…。


　改めて知った状じよう況きようにはもう苦笑するしかなかったけれど、なんとか頭を切り替かえる。


「あの、スーツが出来上がりました」


『ああ、そうか。いつ来られる？』


「大道寺さまのご都合のいい時に合わせますが」


『そうか。ちょっと待て…』


　手元で手帳をめくっているような沈ちん黙もくが降りる。


　尚紀も自分の手帳に視線を落とした。


　シフト勤務のため、出勤する日がまちまちだからだ。


　しばらくして、受話器の向こうで慶一が口を開く気配がした。


『…来週の金曜か土曜はどうだ？　どちらにせよ、来週は土日のどちらかに出社しなくてはいけないんだ』


「ええと…申し訳ないのですが、来週の土曜は休みをいただいておりますので、金曜日だとありがたいです」


『では、金曜の21時。閉店後の時間で申し訳ないが、この時間しか空けられないんだ』


「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。帰りがてら伺うかがう形にすればいいだけですから」


『助かるよ』


「とんでもありません。それでは、来週金曜日、21時に伺います」


　尚紀が丁てい寧ねいに復唱すると、慶一がふっと息をつくように笑った。


『ああ。楽しみにしてるぞ』


　それはいわゆる社交辞令だとわかってはいたけれど、わかっていても、嬉しかった。


　尚紀は、慶一の耳に届かないように気をつけて、ゆっくりと息を吸って、吐はき出す。


「…ありがとうございます」


　それから電話の向こうには見えないけれど、丁寧にお辞じ儀ぎをして、そっと受話器を置いた。











　慶一のオフィスは、都内一等地にある巨きよ大だいなビルの中にあった。


　もう一日も終わりに近い時間のはずなのに、警備員が何人も立っているエントランス・ホールはぴかぴかに磨みがき上げられていて、いくつもあるエレベーター・スペースには、スーツ姿の男女が行き来している。


　──ほんとに、ここでいいんだよな…？


　不安になった尚紀は、スーツカバーに包まれた何着ものスーツ一式を抱かかえながら、ホール中央に掲かかげられた入居者一覧の前まで歩いていった。


　目が回るほどたくさんの会社名が連なるそのプレートには、門外漢の尚紀でも知っているような有名企き業ぎようの名前がいくつも並べられていた。その中の一つに、慶一の会社をようやく見つけ出す。


　──やっぱ、ここでいいんだ…。


　階数を確認した後、今度はその階に通じるエレベーターを探した。


　超ちよう高こう層そうビルなので、一気に最上階のレストランに通じるものや、低層階、高層階に通じるものと、様々に分けられているのだ。


　うろうろとさまよっていた尚紀は、ふと視線を感じて振ふり返った。


　するとこちらを見ている警備員の不ふ審しんそうな視線とぶつかる。


　──やべぇ、俺、やっぱ、不審者…？


　スーツこそ着ているものの、手にしているものがものだけに、相当に場ば違ちがいらしい。


　尚紀は慌あわててぺこりと頭を下げると、ようやく見つけたエレベーターの方へ足早に向かった。








　慶一のオフィスは高層階のワンフロアを占しめていたから、エレベーターで上がるだけでもけっこうな時間がかかった。


　エレベーターが停とまり、ホールに足を踏ふみ出すと、すぐ目の前の壁かべには受付を示す矢印が掲げられている。


　その矢印の通りにホールから通路を右に折れると、受付スペースがあった。


　あふれんばかりの観葉植物と鮮あざやかな色使いが美しい。


　そしてその幅はば広ひろいカウンターには、美しくて魅み力りよく的な女性が二人、並んで座っていた。


　尚紀に気づくと、にこやかに微笑ほほえみかけてくれる。


「あ…の、大道寺さまと、21時にお約束いただいている有本と申しますが」


　──綺き麗れい系美女と、可愛かわいい系美女、どっちもタイプは違うけど、すごいクオリティ高いな…。


　条件反射的にチェックしてしまった尚紀が、どぎまぎしながらそう告げると、栗くり色いろの長い髪かみを綺麗にまとめた可愛らしい方の美人が、にっこりと大きく微笑んだ。


「かしこまりました。ただいま確認いたしますので、あちらでお待ちください」


　そう言って、右後方に並んだソファを示す。


　そこには、茶色や赤の革かわのソファが、観葉植物を交えていくつも並べてあった。


　──きっと来客が多いんだな…。


　いくつもあるソファのうち、なるべく隅すみのものを選んで腰こしを下ろしながら、尚紀はそっと辺りを見回した。


　受付カウンターを挟はさんで右側は全すべて待ち合わせスペースで、左側は細かく仕切られた打ち合わせスペースになっているようだった。


　カウンター左奥に向かって通路が続いている。その奥が社員のいる場所なのだろう。


　その通路から打ち合わせスペースに向かって、時折、社員らしき人が小走りに歩いていく。


　──こんなとこで働いてるんだ…。


　自分とは全く違う世界に、尚紀は新しん鮮せんさを感じていた。


　──俺も、もし実家が仕立屋じゃなかったら、こういう場所で働いていたのかな。


　幼い頃から父親に憧あこがれていたせいか、中学を卒業する頃にはもう自然と、自分も仕立職人になりたいと思っていた。


　だから、ビジネスマンとの共通点など、どこにもないと苦く笑しようするしかない。


　強しいて言えば、実家の経営のためにと、商業高校に進学したくらいか。


　死んだ父親は腕うでのいい仕立職人で、顧客としても皇室の方々や梨り園えん、粋すい人じんといった錚そう々そうたる人々を抱えていた。しかし頑がん固こで偏へん屈くつでもあったから、生き方も見事に不器用だった。とにかく良い仕事さえできれば報ほう酬しゆうはどうでもいいという、根っからの職人だったから、お金に関しては驚おどろくほどのどんぶり勘かん定じようだったのだ。だから仕事の内容からいけば結構な収入があるはずなのに、実家は、日々の生活には困らないといった程度の暮らししかしていなかった。そしてそれをなんとかできないかと、尚紀は、商業高校を選んだのだ。


　──親おや父じのことは職人として尊敬してたけど…やっぱりあれは、偏屈、だよなあ。


　父親の引き起こしたいくつかの騒そう動どうを思い出して、尚紀は思わず苦笑した。


　お客さんには丁寧に、職人としての誠実さと情熱をもって接するのだけれど、時折、ちょっとした偏屈さがそれに勝まさってしまうことがある。


　そうすると、もうだめなのだ。


　下手をするとそのお客さんの仕事を途と中ちゆうで打ち切ってしまうし、もっとひどい時には、出入り禁止にまでしてしまう。


　しかもその原因は、やれ賭かけ事ごとで勝ちを譲ゆずられただの、自分が価値を認めていない美術品に大金を払はらっただのと、尚紀から見れば実にくだらないことなのだ。


　仕事に対するクレームは驚くほどの度量で受け入れ、職人として誠心誠意あたることを思うと、尚紀には全く理解できなかった。


　とはいえ、さすがに歳としを取ったここ数年ではそういう騒動もなくなっていたから、今ではむしろ懐なつかしく、苦笑してしまう思い出でしかない。あたふたしたことは覚えているけれど、その後に覚えることが多すぎたせいか、騒動の記き憶おくがほとんど薄うすれてしまったからかもしれなかった。


　──こうやって、良い思い出ばかりになっていくんだよな。


　ある意味、ずるいよなぁ。


　そう思って再び笑みを漏もらしかけた時、ふと、隣となりに人ひと影かげを感じた。


　驚いて顔を上げると、先ほどの受付の女性が立っている。


　焦あせって自分も立ち上がろうと腰を浮うかせたが、彼女は軽く首を横に振ってみせた。


　それから、申し訳なさそうな表情になって続ける。


「お待たせしていまして申し訳ありません。会議が長引いておりまして、もう少しお待ちいただけないかとのことなのですが…」


「あ、わかりました。大丈夫です、待ちます」


　尚紀がそう答えると、彼女はにこっと微笑み、一礼すると去っていった。








　結局、30分ほど待たされた後に、慶一が自ら受付までやってきた。


　その気配に顔をあげた尚紀は、慶一を目にした途と端たん、一気に自分の鼓こ動どうが跳はね上がったことに気づく。


　うろたえかけた視界の中で、先ほどまで澄すましていた美女二人が、一いつ瞬しゆんにして頰ほおを上気させたのが見えた。


　二人は先を争うように、慶一を、尚紀の方へと案内しようとしたが、それより先に、慶一自身が尚紀を見つけてしまう。


「待たせて悪かった」


　そう言って慶一が足を速めると、その背後で二人はあからさまにがっかりした表情をする。


　──やっぱ、この人、もてるんだろうなあ…。


　わずかな優ゆう越えつ感を感じながらも、尚紀は心の中でため息をついた。


　しかし、そのおかげで少し落ち着くことが出来る。


　傍かたわらに置いておいたスーツの包みを手早くまとめて、尚紀は立ち上がった。


　やってきた慶一は、今日も、濃のう紺こんの上質なスーツに薄い青あお縞じまの入ったシャツ、艶つややかなブルーグレーのネクタイに例の銀のカフリンクスと、隙すきなくそれらを着こなしている。


　それらは慶一の甘さを抑おさえたうえで落ち着いた自信を引き立たせていて、彼をとても魅力的に見せていた。


「あっちだ」


　慶一の手のひらで軽く背中を押されるようにして、奥の通路に促うながされる。


「あ、はい」


　その手のひらの温度を妙みように意識してしまって、尚紀は俯うつむき加減に足を運んだ。








　通路を抜ぬけると、やはり想像通り、社員たちのデスクが並ぶフロアが広がっている。


　フロアには、ぽつりぽつりと人影がある。全体と比べると少ないのだろうけれど、この時間帯にしては多いのではないかと思える人数だ。


　大きなガラス扉とびらのロックを、ＩＤカードを使って開けると、フロア最さい奥おうにある部屋に通される。


　そこは、いわゆる『社長室』のようだった。


　広い部屋の窓からは、高層ビルならではの美しい夜景が見える。その窓を背にするようにマホガニー製の大きな机が据すえられ、その手前には豪ごう奢しやなソファセットがしつらえられていた。部屋の四よ隅すみを占める書しよ棚だなやチェストなども、すべてマホガニーで統一されている。


　──すげぇ、豪ごう華かな部屋。


　会社って、こんな部屋もあるのか…。


　促されるまま、尚紀は目の前にあるガラスのローテーブルに、抱かかえていたスーツカバーの包みを置いて、ソファに座った。


　部屋の隅のバー・スペースからは、慶一の淹いれるコーヒーの香かおりが漂ただよう。


「ここは、父親の部屋なんだ」


　その言葉とともに、慶一はコーヒーの入ったカップを差し出してくれる。


　尚紀が礼を言ってそれを受け取ると、慶一は自分の分を片手に、マホガニーの机の傍らで微笑ほほえんだ。


「今は全体的に忙いそがしくてまだ何人か残っているが、この時間帯にこの部屋を使う者はいないからな」


　そう言うと、慶一は、机に置かれた骨こつ董とう品のようなライトスタンドのあたりを触さわった。


　その途端、部屋全体の明かりがすうっと落ちる。


　驚いた尚紀が天てん井じようを見上げると、慶一は代わりにライトスタンドを小さく点つけた。


　そして机の端はしに腰をあずけるようにして、尚紀を見やる。


「煌こう々こうとした部屋からでは、せっかくの夜景が台無しだ。こうすると綺き麗れいに見える。そこからじゃ見えないだろう。こっちにおいで」


「あ…はい」


　尚紀は手にしていたコーヒー・カップをガラステーブルの上に置くと、立ち上がった。


　慶一の言うとおり、室内の明かりを落として、大きな窓から眺ながめる夜景は、今まで見たことがないほど美しく見える。


　尚紀は、まるで、自分がそこに溶とけ込んでしまったような錯さつ覚かくを覚えた。どこまでも続く広がりを感じる。


　目が眩くらむほどの高さから見下ろす街の光も美しいけれど、視界の隅々まで同心円状に広がっている様々な種類の灯あかりも素す晴ばらしかった。


　あちこちに並ぶ似たような高層ビルの灯りには、まだ人々が働いているんだという活気を感じたし、遠くに見える小さな灯りは、それ一つ一つが家庭の光なのだと思うと、穏おだやかな気持ちになれる。


「ぅ…わ、ぁ…」


　尚紀は思わずそう感かん嘆たんの声を漏らすと、空調のため突つき出ている部分に両手をつくようにして、からだをぐっとのりだした。


　すると、背後から慶一がある方向を示してくれる。


「あっちも良いぞ？」


　促されるまま視線を向けると、そこには、黒々とした木々の中、取り残された宝石のように東京タワーが立っていた。


「すげー…きれー…」


　まるで小学生のように感動を表現すると、耳元に小さく慶一の笑い声が響ひびく。


「…？」


　その近さに驚おどろいた尚紀が振ふり向くと、いつの間にか、頭の側に手のひらをつくようにして、慶一の腕うでに囲われていた。


「な…！」


　尚紀はからだごと振り向いたけれど、慶一は怯ひるまず、ゆったりとした笑みを浮かべる。


「今日は、警けい戒かいしていないのか？」


「え？」


　尚紀が驚いて目を見開くと、慶一は笑いを堪こらえるような表情をした。


　ゆっくりと唇くちびるの端があがるのが見える。


「あの後、初めて会った時には、ずいぶん警戒していただろう？」


「…！」


『あの後』の部分をことさら強調するようにゆっくりと言われて、尚紀は思わず言葉に詰つまった。


　どう答えていいのか、言葉が出ない。


　すると、真っ白になりかけた頭に代わるように、あっという間に顔中が真っ赤に染まった。


　その尚紀の様子を見ると、慶一はくすくすと笑う。


　そして、右耳の下にくちづけるようにして囁ささやいてくる。


「今日は、いいのか？」


　体温の高いところにひやりとした鼻筋が掠かすり、尚紀はぴくんと右みぎ肩かたをすくめた。


　心臓の鼓動が、どくんどくんと徐じよ々じよに音量を上げていくのがわかる。


　すると、答えがないのに焦じれたかのように、耳の下にくちづけられた。


　それはすぐに首筋へと移る。


　わずかに覗のぞかせた舌先で、くちづけとともに舐なめられた。


「ぁ…っ」


　ぞくりと疼うずくような痺しびれを感じてしまい、尚紀は反射的に、傍らに突きたてられていた慶一の腕に手をかけた。


　すると、強い力で顎あごを摑つかまれ、掬すくわれる。


　そして挑ちよう発はつするかのように、両りよう脚あしの間に、慶一の脚が差し込まれた。


「…嫌いやがらないのか？」


　まるでくちづけるような近い距きよ離りから、心の中を透すかすような強い眼まな差ざしで、瞳ひとみの奥を覗き込まれる。


　そして、唇すれすれの場所で、煽あおるように囁かれた。


「嫌がらないのなら…本当に、俺へのギフトにしてしまうぞ…？」


「っ…！」


　そのまま太ふと腿ももをつかってぐりぐりと弄いじられ、尚紀はびくんと背を丸めた。


　強い衝しよう撃げきに呑のみ込まれまいと必死になりながら、言葉を押し出す。


「…じゃない」


　すると、乱暴に近い荒あらさで、顎を掬われる。


「ん…？」


　洗練された雰ふん囲い気きを剝はぎ取ったような、獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような表情で、囁かれて、見つめられる。


「何だ…？」


　その性的な慶一の眼差しに、胸が苦しい。


　わずかに唇を嚙かみしめた後、慶一を睨にらみ返すようにして、口を開いた。


「…いや、じゃない…！」


　──…遊ばれてるかどうかなんて、もう、知ったことか。


　たとえそうだとしても、俺は、この人が、欲しい…！


「…っ…！」


　尚紀がそう言った瞬しゆん間かん、慶一は、一瞬、痛みを堪えるような表情をした。


　そして、奪うばうような荒あら々あらしさでくちづけられる。


　犯おかすように濡ぬれた舌で上うわ顎あごを擦こすられ、そのまま、口中を嬲なぶられた。


「っ…！」


　その嵐あらしのような勢いに、尚紀は必死で慶一の舌を追いかける。


　すると熱く濡れた舌がぬるりと絡からめられて、扱しごくように捏こねられた。


「っ…ふっ…ぅ…」


　飲み込みきれない唾だ液えきが顎を伝うようなくちづけを繰くり返すと、自分の中心が蕩とろかされるように火ほ照てっていく。


　──…すげ…ぼんやりするほど気持ちい…。


　尚紀はうっとりとそう瞳を細めたけれど、すぐにその火照りは、耐たえ切れないほどの熱に変わる。


「…ぁ」


　それに突き動かされて、尚紀はかすかに腰こしを蠢うごめかせた。


　すると次の瞬間、慶一の太腿に突き上げられるようにして、擦られる。


「はぁっ…んっ！」


　その衝撃に、下着の中で先走りが零こぼれたのがわかる。


「あ、…」


　恥はずかしさに、尚紀はぎゅっと両目をつぶった。


　すると、よりいっそう、与あたえられる刺し激げきがリアルに感じられてしまう。


　シャツの上から、胸の突とつ起きが探さぐられているのがわかった。


「は、ぁぅっ…！」


　探し当てられたその尖とがりをやわやわと揉もみしだかれ、尚紀は初めての感かん触しよくから逃のがれるように背を反らせた。


　最初はくすぐったいだけだったのに、挟はさむようにして摘つままれ、押おし潰つぶされているうちに、そこから疼くような痺れが腰へと伝い始める。


「ん、やっ…」


　からだを捻ひねって逃れようとすると、乱暴な手つきでシャツをズボンから引き出される。


「あ、はっ…！」


　直に親指の腹で突起を嬲られ、尚紀は腰を震ふるわせた。


「あ、やだ、それ、へんっ…」


　なんとか止やめさせようと、尚紀が伸のばされていた腕を必死に摑むと、ぐちゅりと耳の穴に舌を這はわされる。


「なぜ？　こんなところで、女みたいに、感じるからか…？」


「ん…んんっ…!!」


　微かすかにうなずいて見せると、いっそう強く、押し潰された。


「ぁんっ…！」


　その痛みに近い快感に尚紀がひゅっと喉のどを鳴らした瞬間、ベルトが素早く外され、ズボンと一いつ緒しよに下着までが引き下げられる。


「もうこんなにぐしょぐしょにして、勃たててるのか…？　いやらしいな…」


「…っ！」


　自身の前に跪ひざまずかれ、見あげられるようにしてそう呟つぶやかれて、尚紀は羞しゆう恥ちに思わず目をつぶった。


　すると、ぬるりとした熱い感触が尚紀を包む。


　尚紀が驚おどろいて目を見開くと、慶一が尚紀のものを口に含ふくんでいた。


「やっ…」


　あまりの衝撃に、尚紀は慶一の髪かみの毛を両手で摑んで止めさせようとしたけれど、慶一はにやりと笑い、唇を使ってそれを激しく愛し始めてしまう。


「あ、や、やめっ、や、ぅあっ…」


　熱く柔やわらかい粘ねん膜まくに包まれ、舌を絡められて、喉奥に引き込まれる。


　──やべ、もう、出そう…！


　尚紀は必死に慶一の頭を引き剝がそうとしたけれど、逆に先せん端たんに軽く歯を立てられて、あっけなくすべてを放出してしまう。


「あー…」


　それは余よ韻いんで何度か腰を痙けい攣れんさせてしまうほど気持ちが良くて、尚紀は思わず声を漏もらした。


　次の瞬間、我に返って口を片手で塞ふさいだけれど、すでにもう、遅おそい。


「ご…めんなさい」


　尚紀が思わず謝ると、慶一はまだ尚紀のものを銜くわえたまま、にやりと笑った。


　そしてそのまま、尚紀と目を合わせるようにして、ゆっくりと喉を鳴らす。


　──え…？


　もしかして…飲んだ？


　尚紀は慌あわてて、からだを離はなそうと慶一の頰ほおを両手で挟んだ。


　けれど、慶一は離れるどころか、尚紀の尻しりを摑み、尚紀のものを清めるかのように舌をつかい始める。


「や、もう、いいって…！」


　そのいやらしさにまた勃ちそうになってしまって、尚紀は渾こん身しんの力を込こめて慶一を引き剝がした。


　すると、視界の中で、慶一が唇くちびるの端はしをあげるようにして立ち上がるのが見える。


　すぐに強く抱だきしめられて、頰に何度もくちづけられた。


　──あ…。


　その時、腰に硬かたく盛り上がった慶一のものが当たり、尚紀はぎくりとからだを強こわ張ばらせる。


「…どうした？」


　それに気づいた慶一に顔を覗き込まれ、尚紀はしばらく迷った後に、ぎくしゃくと手を慶一のものに伸ばした。


「…尚紀…？」


「だって…俺ばっかりじゃ、悪い…」


　尚紀がうつむいたままそう言うと、それを妨さまたげるように手首を摑つかまれた。


　──え…？


　驚いて尚紀が顔をあげると、慶一が男らしい甘さを浮うかべて、とろりと微笑ほほえむ。


「いい子だ。しかし、ギフトは、家で開けるものだろう？」








　慶一の部屋に着くと、玄げん関かんに入るや否いなや、抱き寄よせられた。


　玄関のドアに押し付けられるようにして、くちづけられる。


「っ…ふっ…」


　先ほどの雰囲気に一気に引き戻もどすような、濃のう厚こうなくちづけを何度も繰り返されて、尚紀は頭をくらくらとさせる。


　当然のようにそのまま流されそうになったけれど、ふと、抱かかえていたスーツの包みが、二人の間で押し潰されているのに気がついた。その瞬間に、我に返る。


「っ…ちょっ…まって…！」


　尚紀は背に回しかけた手で慶一のシャツを引っ張り、必死に慶一のからだを引き剝がす。


「…何だ…？」


　再び続きを誘さそうように、低く掠かすれた声で、甘く耳元に囁ささやかれる。


　その熱い吐と息いきに煽あおられそうになりながら、尚紀は必死に口を開いた。


「…あの…クロゼットって、どこですか？」


「…？　クロゼット？」


　驚いたような表情で顔を覗のぞき込まれ、尚紀は腕うでに抱えた包みを示してみせる。


「せっかくのスーツを粗そ末まつに扱あつかいたくないですし…。先に、やっぱり」


　おずおずと尚紀がそう言うと、慶一は不満気に瞳ひとみを細めた。


　しかしゆっくりとからだが離れていく。


　そして慶一は黙だまったまま、尚紀を促うながして歩き出した。


　リビング・スペースで慶一が壁かべを探さぐると、間接照明だけが灯ともされる。


　それら照明器具は、壁の隅すみや観葉植物の後ろ、メゾネットの上へと続く階段の下、さらにアイランド・キッチンの台となる部分にしつらえられていた。


　柔らかくて穏おだやかな光が、無人だった部屋を、人を包み込むような空間に変える。


　──雰ふん囲い気き、あるなぁ…。


　光に照らし出された部屋の美しさに、つい尚紀が目を奪うばわれていると、慶一が憮ぶ然ぜんとした表情のまま、尚紀の名前を呼んだ。


　見ると、メゾネットへ続く階段を上りかけている。


「こっちだ」


　尚紀は慌てて後を追った。


　吹ふき抜ぬけをぐるりと回るようにして上ると、短い廊ろう下かにたどり着く。


　慶一は、一番手前のドアを開けて中に入った。


　そこはどうやら寝しん室しつのようだった。とはいえ、ただ寝室というには広すぎる。リビング・スペースよりは若じやつ干かん小さいけれど、けして見み劣おとりはしていない。


　入ってすぐのところには、デザイナーズ・チェアが、来訪者を迎むかえるオブジェのように置かれているし、部屋の最さい奥おうにはキングサイズのベッドとベッド用のオットマンがある。その逆サイドには書き物机や立派なオーディオ機器、書しよ棚だなや観葉植物などがあり、部屋の中央部分には、それら全すべてとバランスを取るように、グレーの布のソファとローテーブルが置かれていた。


　──広さはもちろんだけど、俺の部屋とはえらい違ちがいだ…。


　驚きすぎた尚紀が入り口であんぐりと口を開けていると、慶一は右手中ほどにある両開きのドアを開けて、尚紀を振ふり返る。


「ここなら文句はないだろう？」


　──えっ…？


　そこはなんと、部屋の奥行きとほぼ同じ広さのウォーキング・クロゼットだった。


　──さすが…。


　尚紀が黙ってスーツの包みを渡わたすと、慶一はクロゼットに入っていく。


　──個人の家でウォーキング・クロゼットなんて、初めて見た。


　ちょっと、中を見てみたいかも…。


　尚紀はふらふらとクロゼットに近づいたけれど、慶一はすぐに出て来てしまった。


　そして歩調を緩ゆるめずにこちらに向かってやってきて、痛いほどの強さで抱きしめられる。


「う…わっ…」


　その勢いに、尚紀は思わずバランスを崩くずした。


　するとそのまま抱き上げられて、どさりとベッドに投げ出される。


　背中で感じる上質なベッドのリネンとスプリングに、尚紀は一いつ瞬しゆん、状じよう況きようを忘れた。


　起き上がろうとしたけれど、軽く胸を突つかれてまた倒たおされる。


　そしてそのまま、のしかかられた。


「…まだ、俺を焦じらしたいのか？」


　そう囁かれて、息ができないほどに激しくくちづけられる。


「っ…ふぅっ…」


　飲み込みきれない唾だ液えきとともに、尚紀は思わず声を漏らした。


　すると、ゆっくりと指で唇の上をなぞられる。


　その指先は、顎あごから喉のどまで、触ふれるか触れないかの距きよ離りを保って、下ろされていった。


　微び妙みようなその感かん触しよくに尚紀がぴくんと身じろぎをすると、視線の先で、慶一が唇の端をあげるようにして微笑んだのが見える。


「ギフトのリボンは、やはりこれかな…」


　ネクタイの結び目に指が差し込まれ、ゆっくりと下に引き下げられていく。


　滑なめらかな布の擦こすれる音に煽られ、尚紀は小さくため息をついた。


　するとその息を奪われるようにくちづけられ、乱暴な手つきでネクタイが引き抜かれる。


「っ…ぅ…んっ」


　何度もくちづけられるうちに、いつしか、シャツが引き剝はがされ、はだけられていた。


「ぁっ…ふ…」


　からだの隅から隅までを確かめるように、手のひらで撫なでられながら、からだ中にくちづけが落とされていく。


　それは時にくすぐったく、時には妙な感じだったけれど、慶一にされていると思うと、徐じよ々じよにどうにも気持ちが良くなってしまう。


　そしてそのくちづけが臍へそまで到とう達たつしたところで、ゆっくりとベルトが外された。


「や…め」


　熱を持ち始めていた自身を見られたくなくて、尚紀は慶一の手を阻はばもうと手を伸のばす。


　しかしそれはあっさりと避よけられ、ズボンの前を開けられてしまう。


「っ…」


　そこでぴたりと慶一の手が止められたのがわかって、尚紀は頰ほおに血を上らせた。


　笑みを含ふくんだ慶一の声が響ひびく。


「なんでもう、こんなに膨ふくらませているんだ…？」


「やっ…」


　完全ではなかったけれど、それが頭をもたげて、下着のボクサー・ショーツをそっと押し上げているのがわかる。


　羞しゆう恥ちに尚紀が赤い顔を隠かくすと、慶一のくすくすと笑う声が聞こえた。


　そして、膝ひざを立てるように、両りよう脚あしを押し広げられる。


　下着の上から、腿ももの付け根の皮ひ膚ふが薄うすくなったところに、ねっとりと舌を這はわされた。


「ひゃっ…、やだっ…」


　尚紀は暴れようとしたけれど、がっちりと両脚を抱え込まれてしまって動けない。


　そのまま、内腿に何度もくちづけを落とされ、舐なめられた。


　柔やわらかな場所を啄ついばむように愛されて、中心に滴したたるような熱が伝わっていく。


　──やばい…って…。


　その熱さに耐たえ切れず、尚紀はもじもじと尻しりをシーツに擦こすりつけた。


　自身が完全に勃たちあがり、先走りが漏もれ始めたのがわかる。


　すると、慶一の小さな笑い声が聞こえた。


「触さわってないのに、濡ぬれてきたぞ…？」


「あっ…」


　下着の上からゆっくりとなぞりあげられて、尚紀はぴくんと腰こしを震ふるわせる。


　すると、今度は形を確かめるように、唇くちびるを使って食べられる。


「こんなにでかくして…もうびしょびしょだな…」


「ンッ…」


　その囁きのいやらしさに、尚紀はますます先せん端たんを濡らした。


　そこが、もう、きつくて、苦しい。


　早く、触って欲しかった。


　けれど、そんなことを口には出せない。


　尚紀はなんとかこらえようとしたけれど、からだは理性を裏切って、腰が前後に揺ゆれてしまった。


　その瞬間、ぎゅっとそこを握にぎり締しめられる。


「あぁんっ…」


　思わず女の子のような声を漏らすと、慶一の微かすかに笑う声がした。


「ここを、どうして欲しいんだ…？」


「っ…」


　尚紀が荒あらい息をつくと、先端を開くように指でぐりぐりと弄られる。


「あっ、やっ…！」


　強すぎる刺し激げきをどうにか逃にがしたくて、我知らず、尚紀は両腿を開き、シーツに皺しわを作るように尻を振った。


　すると下着を荒く、引き剝がされる。


「ふ、ぅっ…」


　ようやく与あたえられた解放感に息をつくと、ぺろりと根元から舐め上げられた。


「あぅ、んっ…！」


　尚紀が甘い声をあげると、先端から呑のみ込むようにして銜くわえられる。


　そのまま、唇で扱しごくようにして擦られた。


「や、あっ、ああっ…っ」


　柔らかくて温かい慶一の喉奥に引き込まれる快感に、尚紀は理性を忘れ、思わず腰を震わせる。


　昇のぼり詰つめる直前の、透とう明めいなものが先端から迸ほとばしるのがわかる。


「あ、も、だめっ…」


　尚紀は肘ひじを立てて上半身を起こし、ベッドの上にずり上がるようにして逃にげようとした。


　けれど、よりいっそう強く押さえ込まれて、口を激しく使われる。


　からだを起こした尚紀の視界の中で、慶一の唇の端はしから、唾液とも先走りともわからないものが滴るのが見えた。


「っ…ああっ…!!」


　整った慶一の唇が、自分の滑ぬめりで濡れているさまがあまりにも卑ひ猥わいで、尚紀はびくびくと内腿を痙けい攣れんさせる。


　その瞬間、先端を舌でこじ開けるように突かれて、尚紀はびくんと腰を跳はね上げた。


「あ、は、ああぁっ…!!」


　こらえきれずに、そのまま、白はく濁だくを吐はき出してしまう。


　激しい射精の快感にじんじんと痺しびれ、霞かすみかけた視界の中で、慶一が、今度は口の中の尚紀のものを手に吐き出すのが見えた。尚紀は安あん堵どのため息をつく。


　しかし次の瞬間、それは綺き麗れいに吹ふき飛ばされてしまった。


　膝の裏を掬すくい上げられ、慶一の前に全すべてをさらすような格好をさせられたのだ。


「え…？」


　尚紀がからだを捻ひねろうとするより早く、後ろに慶一の指が這わされた。


　自身の吐き出した白濁で、ぬるりと硬かたい指先が滑すべる。


「やっ…！」


　奇き妙みようなその感覚に、尚紀はぶるりと腰を震わせた。


　すると、慶一は両脚の間からからだを差し込むようにして、尚紀の頰にくちづけてくる。


「嫌いやか？　ここからお前に、入りたいんだ」


　──入りたい、って…。


　尚紀がとまどった表情をした途と端たん、慶一の腰がそこに当たった。


　そこは、ズボンの上からでもはっきりとわかるほど、硬くて、熱い。


　──俺と、やりたいんだ…。


　求められてる…。


　そう思った瞬間、ぴくんとからだの奥が震えた。


　慶一の熱い吐と息いきとともに、ゆっくりと耳元にくちづけられる。


　──すげえ、気持ちいい…。


　尚紀は微かに、ため息をついた。


　すると、温かい唇で愛あい撫ぶされるように耳を食はまれる。


「お前を俺のものにしたい…」


　その甘く痺れるような囁ささやき声に、じわじわと、熱いものが下腹に溜たまり始めた。


「っ…」


　かすかに息をつくと、耳たぶを舐められ、歯を立てられる。


「ぐちゃぐちゃに泣かせて、俺だけのことしか考えられないようにしたい…」


　そして後ろを突つくように腰を擦りつけられる。


「あっ…」


　そのいやらしさに尚紀は思わず顔を逸そらせた。


　──こんなの…エロすぎるって…。


　すると、顎あごを摑つかまれ、強ごう引いんに顔を覗のぞき込まれる。


　慶一は、今までのいやらしさにそぐわないような、真しん摯しな眼まな差ざしをしていた。


　──え…？


　尚紀が驚おどろいて息を呑むと、慶一は、まるで神聖な誓ちかいを立てるように口を開く。


「お前の、すべてが欲しいんだ」


　──…!!


　その言葉を聞いた瞬間、背筋が、びりびりと痺れた。


　──もう、だめだ。


　尚紀は覚かく悟ごを決めると、慶一の瞳ひとみを見つめ返して、口を開いた。


「俺も…。俺も、慶一さんが、全部、欲しい」


　すると次の瞬間、貪むさぼるようにくちづけられる。


「っ…っ…！」


　そこから食べつくそうとするかのような激しさに、尚紀はうまく呼吸が出来なくなる。


「っ…ふ、ぁっ…！」


　慌あわてて、慶一のからだを引き剝はがす。


　収まらないように荒い息をつく慶一に、顔中くちづけられながら、何度か大きく息を吸った。


　その時、まだ慶一が、スーツをきちんと身に着けたままのことに気づく。


　──あ…俺だけなんて、恥はずかしい…。


　尚紀は、慶一の襟えり元もとに手を伸のばした。


　ネクタイの結び目に指を入れると、それに気づいた慶一が、くちづけを止める。


「…俺だけ裸はだかなんて、やだ」


　尚紀が顔を赤くしてそう抗こう議ぎすると、慶一は口の端を上げるようにして笑った。


　二の腕うでを摑まれ、膝ひざ立だちするようにからだを引き起こされる。


「…？」


　驚いて目を瞠みはると、慶一はにやりと笑った。


　手のひら全体を使うようにして、尻しりを撫なでられる。


「それじゃ、ここを慣らす間に、脱ぬがせてもらおうか」


　そう言うと、慶一はいつの間に用意していたのか、傍かたわらからチューブを取り上げた。


　それを目にした途端、尚紀は思わず頰ほおを染める。


　──そりゃ、俺は女の子じゃないし、よく考えればそうなんだろうけど…。


　いざ、こういうモノを見ると、すげえ恥ずかしいよな…。


　現実から逃れるようにうつむくと、尚紀は緩ゆるんだネクタイの結び目を引き下げ始めた。


　その時、ぬるりと指を埋うめ込まれる。


「あぅんっ…！」


　反射的に背を仰け反らせて、ネクタイを摑む。


　痛みこそなかったけれど、少し冷たいジェルの、ぬるぬるとした感かん触しよくと、異物を含ふくまされた感覚が、奇妙な違い和わ感をもたらす。


「痛いか…？」


「…痛くはないけど…へん…な、かんじ…」


　すると、ゆっくりと、しかし確実に指を奥に進められた。


「っ…はっ…」


　行き過ぎない位置で何度か上下に動かされた後、慶一の指が探さぐるような動きをみせる。


「あ、んっ…」


　──見てないのに、何されてるかわかる、気がすんだけど…！


　神経が全てそこに集まってしまったような感覚に耐たえ切れず、尚紀はネクタイを摑んだまま、慶一の肩かたあたりに額を押し付けた。


　すると、耳元で慶一が小さく笑う。


「本当に脱がせてくれるのか？　まだ、ネクタイすら外せてないぞ…？」


　──くそっ、意地悪…！


　尚紀は心の中で舌打ちをして、なんとか、からだを起こした。


　その瞬しゆん間かん、尚紀の腰こし骨ぼねに、焼けつくような快感が走る。


「あぁっ…！」


　慶一の指先が、尚紀のある一点を掠かすったのだ。


「ああ…ここか？」


　低い笑い声とともに、容よう赦しやなくそこを擦こすられる。


「や、あ、──っ!!」


　尚紀は慶一の肩を両手で摑みながら、びくびくと腰を波打たせた。


　後ろに入れられた違和感のために、完全に萎い縮しゆくしていた自分のものが、再び勢い良く勃たちあがったのがわかる。


「っ…なん…で、やっ…」


　──マジかよ、なんで俺、感じてんの…？


　こんなとこ、なのに…!?


　尚紀は軽くパニックに陥おちいりそうになった。


　慶一の首すじに額を押し当てて、しがみつく。


「っ、あっ、やっ…！」


　追い上げるようにそこを突かれると、先せん端たんから透とう明めいの液が噴ふき出したのがわかる。


「やだ、それ、やだっ…」


　我が慢まんしきれず、幼い子供のように声をあげると、あっさりと指が引き抜ぬかれる。


「あ…」


　──うそ、…俺…？


　いざ抜かれてしまうと、わずかな物足りなさを感じてしまう。


　尚紀は、そんな自分に狼ろう狽ばいした。


　そんな気持ちを見み透すかされたのか、息を吐はくように、微かすかな慶一の笑い声が聞こえる。


　──…!!


　尚紀は、急いで、しがみついていた慶一の首からからだを起こそうとした。


　すると、逃にがさないとでもいうかのように、再びずるりと突き入れられる。


「んあっ、ああっ…!!」


　先ほどより広く押し広げられた感覚があったけれど、例の一点を擦られると、そんなことはすぐに吹ふき飛んだ。


「あっ、あー…っ」


　溶とけかけた大量のジェルが、ぐちゅぐちゅという音とともに、内うち腿ももを舐なめるように伝わり落ちていく。とろりと温ぬるんだその感触にすら、尚紀はびくびくと震ふるえてしまう。


　──こ…れ、やばい、音、エロすぎっ…。


　尚紀がからだを震わせながら、ますます強く慶一にしがみつくと、笑えみを含んだ声で囁ささやかれた。


「こっちはずいぶんほぐれてきたぞ…？　服はどうだ？　もう、いいのか…？」


「…っ」


　尚紀は声を嚙かみ殺しながら、上着の表面を摑む。


　しかし、下半身にもたらされる快感に、指が滑すべって、脱がせられない。


　それでも何度かトライするうちに、半分ほどを滑り落とすようにして、慶一のからだから上着を脱がせた。


　──あと、もう、ちょい…。


　そう思ってからだをわずかにずらすと、慶一の締しまった腹に自身が擦こすれる。


「ぅぁあんっ…！」


　その瞬間、自分でも驚くほどに感じてしまい、女の子のような声を漏もらしてしまった。


　すると、凄すごい速さで後ろから指が引き抜かれる。


「あぅっ…」


　そのまま勢いよく押おし倒たおされ、嚙みつくようにくちづけられた。


「くそっ…かわいい声、出しやがって…！」


　快感と息苦しさのために滲にじんだ尚紀の視界の中で、慶一が、これまでの余よ裕ゆうをかなぐり捨てるように上着やシャツを脱ぎ捨て、自身の前を開いたのが見える。


　──あ…凄すげぇ、でか…。


　今まで見たどのときよりも大きい気がして、尚紀は思わず息を呑のんだ。


　すぐに後ろに、ジェルで濡ぬらされた、硬かたくて熱い慶一のものが触ふれる。


「あっ…は、あ、っ」


　先端を使ってじわじわと押し広げられ、尚紀は何度も大きく息をついた。そこで互たがいを馴な染じませるかのように、何度か小刻みに揺ゆすられる。


　予想以上の質量に、中から何かが押し出されていくような気がする。


　そう感じた途と端たん、ジェルの滑ぬめりとともに、ぐいっと奥まで突つき入れられた。


「んぁっ、ああっ…！」


　そこが、信じられないほど大きく開かれ、慶一が埋め込まれたことがわかる。


　今まで以上の質量や熱さ、その衝しよう撃げきに、尚紀が大声をあげてしまうと、動きがぴたりと止められた。


「…大だい丈じよう夫ぶか…？」


　労いたわるように、汗あせに濡れた前まえ髪がみがかきあげられる。


「ん…っ」


　尚紀は圧あつ迫ぱく感で細切れに息をつきながら、微かに頷うなずいてみせた。


　十分に慣らされたせいか、痛みはない。


　埋め込まれた慶一のものに全身を支配されてしまったような違和感こそはあったけれど、慶一と繫つながれていると思うと、ただ、嬉うれしい。


　尚紀は前髪をかきあげてくれる慶一の腕うでに触れると、なんとか微笑ほほえみを浮うかべた。


「…おっきくて、びっくりしたけど…、慶一さんが、俺のなかにいるんだと思うと、うれしい」


　その途端、さらにぐんと奥が押し広げられたのがわかる。


「ぁっ…？」


　驚おどろいた尚紀が声をあげると、それが一気に引き抜かれて、次の瞬間、最さい奥おうまでを容赦なく突き入れられた。


「あっ、は、やぁっ…！」


　突とつ然ぜんのことにショックを受けて、尚紀が泣くに近い声をあげると、それをなだめるように、何度も荒あらくくちづけられる。


「この…馬ば鹿か…そんなことを言ったら、我慢ができなくなるだろうが…！」


「ごめ、あ、あぁっ…！」


　再び内部を抉えぐるように突き上げられて、尚紀は背を仰け反らせる。


「あっ、はっ、あっ、ぁあんっ」


　慶一の腰が動く度に、そこからぐちゅぐちゅという音と、ジェルが滴したたり落ちていくのがわかる。


　──もう、アタマ、とびそう…！


「ゃぁあん…！」


　慶一の切っ先に感じる場所をむちゃくちゃに擦られ、尚紀は、痛みに近い快感に我を忘れて激しくよがり声をあげた。


　挿いれられたことで萎なえていたものが、勢いよく勃ちあがったのがわかる。


　すぐにそれを扱しごきあげられた。


　──きもち、よすぎ…。


　わけ、わかんなくなってきた…。


　中を擦られるのとは異なるリズムで自身を扱かれ、尚紀はわずかに残っていた理性を吹き飛ばしてしまう。


「ぅあっ、ぁあん、や、んぁっ」


　あられもない声をあげながら、尚紀は本能に衝つき動かされるまま、後ろ手でシーツを握にぎり締める。


　自ら慶一のものに擦こすりつけるようにして、激しく何度も尻しりを振ふる。


「…っ」


「あぁんっ…」


　するとさらに最奥を抉るように腰こしを使われ、尚紀は仰のけ反ってびくびくと尻を震わせた。


　同時に先端を指でこじ開けるように弄られ、擦られる。


「あっ、うぁっ…!!」


　そうされた途端、尚紀の先から、白はく濁だくが激しく飛び散り、腹を濡らした。


　──え…？


　…マジ…!?


　自分のからだを全くコントロールできなかったことに、尚紀は一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとする。


　しかし次の瞬間、再び最奥を突き上げられると、そんなことはすぐに吹き飛ぶ。


「ぁうんっ、あっ、あっ、あっ、」


　放出したときとは別のうねりが、尚紀の後ろに集まってくる。


「んぁっ、やあっ…」


　そのどうしようもないもどかしさに、尚紀はさらにいやらしく、ねだるように尻を振った。


　はやく、このもどかしさを何とかして欲しい。


　その想おもいにたまらず、尚紀は、甘く、大きく喘あえぐ。


「あっ、も、はや、くぅっ…！」


　するとからだの奥で、慶一のものが伸のびるように大きくなった。


「…っ」


　そしてはち切れたようにびしゃびしゃと、熱く粘ねばり気のある液体が最奥に注がれ、濡らされていく。


　その焼け付くような熱さに、全すべてが一瞬にして発光したような気がした。


「あっ、ああっ…!!」


　その快感に、尚紀は軽く達したような感覚を得て、一いつ緒しよに全身を震わせる。


　──今の…なんだ？


　イってないのに、イったみたいだった…。


　荒い息の中で、尚紀がぼんやりとそんなことを考えていると、慶一の胸の中に、巻き込むように抱だき寄せられた。


　そのまま、まるでご褒ほう美びだとでも言うように、顔中に柔やわらかくくちづけられる。


　──すげ…気持ちい…。


　尚紀はうっとりとして、汗ばんだ慶一のからだに腕を回しながら、くちづけに応こたえる。


　すると、挿れられたままのそこが、再び、ぐんと大きく押し広げられるのを感じた。


「…え…？」


　驚いた尚紀が慶一の顔を見あげると、視線の先で、慶一が唇くちびるの端はしをあげるようにして笑うのが見えた。


「そんな可愛かわいい顔して、キスしてくるのが悪い」


「え、だって…んぁっ！」


　尚紀の言葉を奪うばうように、慶一の腰が、ゆっくりと動かされる。


「やっ、ぁあっ、はぁっ…」


　拒こばむ間もなく揺すりあげられて、尚紀は再び理性を飛ばした。











　結局、そのまま何度も激しく愛されて、尚紀は全ての力を奪われてしまった。


　荒い呼吸すら、繰くり返すのが辛つらい。


　達したときの格好のまま、だらりと両手をベッドに落とす。


　すると、その手を掬すくわれ、くちづけられた。


　手を引くようにして腰を抱かれて、慶一の胸の中に抱き寄せられる。


　のろのろと体勢を整えながら、尚紀は慶一の腕の付け根のあたりに額を寄せた。


　まだ熱い慶一の体温と、汗と混じった香りを抱きしめるようにして、慶一のからだに腕を回す。


　それはとてもあたたかくて、気持ちがよかった。


　──このまま、離はなれたくないな…。


　しばらくそのままでいると、火ほ照てっていたからだもだんだんと熱を失っていく。


　けれどもお互たがいの肌はだが重なっているところは温かいままで、尚紀はその気持ちよさにうっとりと瞳ひとみを細めた。


　温かさで、心が溶とけていくような気がする。


　そしてふと、その温ぬくもりに、勇気を与あたえられたような気がした。


　尚紀は伸び上がるようにして、慶一の耳元に鼻先を擦りつける。


「あのさ…」


「…ん…？」


　もう眠ねむりかけていたらしく、慶一は呟つぶやくような声でそう応える。


　そしてこれ以上の会話を阻はばむかのように、さらに深く抱き込まれた。


　──まあ、いいか…。


　なんとなく気持ちを挫くじかれ、尚紀は慶一の肩かた口ぐちに額をつけた。


　しかしその姿勢で慶一の規則正しい息いき遣づかいを感じていると、いったんは片付けたはずの想おもいが、やはりゆっくりと頭をもたげてくる。


　──…あのさ、俺のこと、好き…？


　さっきは、遊びでもいいやと思ったんだけど。


　でも、やっぱり、俺だけのものになって欲しいんだ。


　好きだよって言いたいし、言われたい。


　そこまで考えて、尚紀は、ふっと息をついた。


　──でも、もし遊びだったら。


　こんなこと言われたら、聞かれたら…。


　やっぱ、引く…よな？


　さっさと俺から、離れたいよな…？


　…どうしよう。


　慶一が離れていくことを想像しただけで、胸が絞しぼられるような切なさがこみ上がってくる。


　堪こらえきれず、尚紀はむりやり目をつぶった。


　──遊びじゃなければ、いいんだけどな…。











　急にからだが沈しずみ込んだような感覚に、尚紀はうっすらと目を覚ました。


　──朝か…。


　まだ眠りから覚めやらず、半分ほど閉じている目は像を結ばなかったけれど、周囲に朝の光が満ちていることくらいはわかる。


　──…あれ…昨夜…カーテン…閉め忘れたっけ…？


　自分の家だと勘かん違ちがいしたまま、尚紀はぼんやりとそう思った。


　からだが、泥どろのように重い。


　指一本といえど、動かすのが面めん倒どうくさく感じる。


　──…今日は…仕事…休み…だったよな…。


　それならこのままもう一度寝ねなおそうと、尚紀はごろりと寝返りを打った。


　その途と端たん、頭上から、見知らぬ男の声が響ひびく。


「へえ…。けっこう、可愛いな」


　──…えっ…？


　泥どろ棒ぼう…!?


　驚きよう愕がくのため瞬しゆん間かん的にアドレナリンが噴ふき出て、尚紀はばっと目を開ける。


　すると、ぶつかるほどの至近距きよ離りに、男らしく整った顔があった。


「ぅわっ!!」


「おっ…と」


　尚紀が叫さけんでからだを起こそうとすると、両手首を摑つかまれ、押さえ込まれる。


「はな…せ…!!」


　アドレナリンに促うながされるままに両りよう脚あしをばたつかせたけれど、昨晩のせいだろう、あっという間に力ちから尽つきてしまった。


「くそっ…」


　──これじゃ、ふざけてるみたいじゃないか！


　悔くやしさのあまり、尚紀がぎりぎりと奥歯を嚙かみしめると、その男は笑いを堪えるような表情をした。


「大だい丈じよう夫ぶ、そんなに怪あやしいもんじゃないよ」


「人んちに勝手に入り込んで来て、怪しくないわけないだろ！」


　語気も荒あらく尚紀がそう言い返すと、目の前の男は首を傾かしげる。


「そうか？　いちおう、家主の慶一には許可をもらってるんだけどな」


　──慶一さんに…？


　尚紀は目を丸くした。


　するとふざけたように、男も目をぱちくりとさせる。


　──あっ…！


　あることに思い至って、尚紀は勢いよく辺りを見回した。


　自分の家ではありえない広さと、豪ごう華かで洒落しやれた家具が目に飛び込んでくる。


　──そうだ、ここ…慶一さんちだ…!!


　そう思い当たった瞬間、昨晩の記き憶おくが一瞬にして蘇よみがえった。


　その途端、自分がかろうじて腰こしをシーツで覆おおっただけの、真っ裸ぱだかに近い状態であることにも気づく。


「うわっ…!!」


　尚紀は、茹ゆだったように顔を真っ赤にすると、両脚をなんとかもがくように使って、シーツをかき集めようとした。


　すると、男は我が慢まんしきれなくなったとでも言うように、今度こそ盛せい大だいに噴き出す。


「な…るほど…！　こいつは、可愛い！　慶一が手に入れたがるわけだ」


　男はくっくっと笑い続けながら、尚紀の顔を覗のぞき込んでくる。


「君、有本尚紀くんだろ？　俺は、飛ひ驒だ雄たけ大ひろ」


　──なんだ、こいつ…？


　慶一さんの友達か？


　尚紀は顔をしかめて、飛驒と名乗った男を睨にらみつけた。


　飛驒は、スポーツで鍛きたえ抜ぬかれたようながっちりとしたからだに、男らしく精せい悍かんな顔だちをしている。


　身に着けているシャツは、色こそチャコール・グレーだけれど、清せい涼りよう感のある素材を選んで、立たち襟えりの胸むな元もとをさりげなく開け、いい具合に色の落ちたジーンズと合わせているので、夏にふさわしいすっきりとした着こなしになっていた。


　慶一とは全くタイプが違ちがうけれど、同じように成功している雰ふん囲い気きを持ち、歳としも同じくらいのようにみえる。


　尚紀が胡う散さん臭くさそうに睨み続けていると、飛驒は、その視線をいなすように、人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべた。


　そしてそのまま、まるでくちづけるかのように顔を寄せてくる。


　尚紀は、驚おどろいて顔を逸らせた。


「何すんだよ!!」


　尚紀が怒ど鳴なると、飛驒はまるでこうするのが当然だとでも言うように、にっこりと大きく微笑ほほえんだ。


「何って…君が手に入るかどうか、賭かけてたんだ」


　──賭けてた…!?


　その言葉に、尚紀が一瞬呆ぼう然ぜんとすると、飛驒は唇くちびるの端はしを持ち上げるようにして微笑んだ。


　そして片方の手を外すと、無造作に、シーツを脚あしの付け根ぎりぎりまで引き下ろしてしまう。


「なっ…やめっ…！」


　尚紀はからだを捻ひねろうとしたけれど、飛驒はそれを許さない。


　そして、何かを確かめるかのように、胸や腰骨あたりのあちこちを、何度もしつこく指先で押してきた。


　その強さは、昨夜の慶一のくちづけを連想させたから、尚紀はますます動どう揺ようしてしまう。


　しかし、飛驒はそんな尚紀に全く構わず、からかうような眼まな差ざしで尚紀の瞳ひとみを覗きこんでくる。


「わかってるか？　今、触さわったところには全部、キスマークがついてるんだぞ？」


　──!!!


　恥はずかしさで一気に頭に血を上らせた尚紀は、くらくらと目を回しそうになった。


　その尚紀の表情を見て、飛驒は堪えられないように、くすくすと笑う。


「どう考えても、この状じよう況きようなら、もう最後までやったんだろ？」


　そして、尚紀の太ふと腿もも部分に跨またがるようにして、整った顔を近づけてくる。


「なら、俺ともやろうぜ…？」


　飛驒の手て馴なれた、遊び慣れた様子に、尚紀は、頭をひどく殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。


　──『俺ともやろうぜ』って、なんだよ!?


　いつも、二人でこんなこと、してんのか…？


　理解しがたい飛驒の行動とともに、先ほどの言葉が、ぐわんぐわんと、耳元に鳴なり響くようにかけ廻めぐる。


　──賭けてた、って…。


　…やっぱり、遊ばれてたのか…。


　ずん、と重く、周りの空気がのしかかってきた気がした。


「尚紀…？」


　その飛驒の呼びかけで、ようやく尚紀は我に返る。


「放、せっ…!!!」


　ばね仕じ掛かけの人形のように、尚紀は渾こん身しんのちからで飛驒を突つき飛ばした。


「うわっ…！」


　予想外のことだったせいか、飛驒は完全にバランスを崩くずして、ベッドの向こう側へと転がり落ちる。


　動かないからだなりにベッドを飛び降りると、尚紀は、周りに散らばっていたシャツとズボンを最低限、手早く身に着けた。


「おい…ちょっ…待てって!!」


　捕つかまえようとする飛驒の腕うでをすり抜けて、尚紀は部屋を飛び出しかける。


　するとその時、シャワーを浴びていたらしい慶一が、携けい帯たい電話を片手に、バスローブ姿で部屋に入ってきた。


「おい、何を…つっ！」


　よける間もなくぶつかってしまい、尚紀は仰け反るように、バランスを崩してしまう。


「っと…大丈夫か？」


　倒たおれそうになった尚紀の二の腕を摑みながら、慶一は状況を見て、驚いたように目を瞠みはった。


　そんな慶一の腕を、尚紀は、力いっぱい振ふり払はらう。


「尚紀…？」


　──覚かく悟ごはしてた。


　してたけど…。


　でも、賭けなんて、しかも、こいつともさせようとするなんて、そんなの、いくらなんでも、ひどくねぇ!?


　尚紀は、全身をぶつけるようにして、慶一をも突き飛ばす。


「ぅわっ…!?　ちょっ…尚紀、待て…！」


　初めて耳にする、慶一の慌あわてふためくような大声だったけれど、尚紀は完全に無視して、勢いよくメゾネットの階段を駆かけ下りた。











　行き交かう全員に不ふ審しんな眼差しを向けられながら、尚紀は飛び込むようにして地下鉄に乗り込んだ。


　全く止まらずに走り続けたせいで、さすがに周囲が気になるほどに、息が荒あらい。


　加えて、服装も随ずい分ぶん乱れている。


　今まで酔よっ払ぱらって道みち端ばたで寝ねていた、と言っても、すんなり受け入れられてしまうだろう。


　さすがに人目が気になって、尚紀は閉まったドアに身を寄せるようにして車内に背を向けた。


　こそこそと、不審に思われない範はん囲いで服を整える。


　そこで改めて、自分が身に着けているのはシャツとズボンだけ、下着すら着けていないことを思い出した。


　その途と端たん、まるで自分が裸を晒さらしているような気がして、そわそわと落ち着きを失ってしまう。


　すると突とつ然ぜん、昨夜眠ねむりに落ちる前に感じた、汗あせに湿しめる温かな慶一の肌はだの感かん触しよくが蘇った。


　──くそっ、なんだよ…。


　尚紀はわずかに頭を振って、それを頭から追い払おうとした。


　けれど記憶は、それをあざ笑うかのように、次々と、昨夜の甘い慶一の言葉や、尚紀の痴ち態たいを蘇らせてくる。


　──…なんだよ…。


　尚紀は、ごつんとドアに頭をぶつけた。


　まるで、本当に塞ふさがれてしまったように、胸が苦しい。


　苦し過ぎて、悶もだえたくなるほど、痛い。


　かつての恋れん愛あいでは、どんなときにも感じたことのない辛つらさだった。


　──なんだよ、これ…。


　何度も、同じ言葉を胸の中で呟つぶやいてしまう。


　それに気づいた尚紀は、なんとかそこから意識を逸そらそうと、窓の外に目を向けた。


　ガラスの向こうに、味気ないコンクリートの暗くら闇やみが見える。


　尚紀は、痛みを逃にがすようにそっと呼吸を繰くり返しながら、そこに映った自分の顔を見つめた。


　──まだ、あの人のことが、好きだ。


　突然、吐はき気のようにせり上がってきたその気持ちに、尚紀はびくりとからだを震ふるわせる。


　──マジかよ…。


　いっそう痛みがひどくなった気がして、尚紀はとっさに胸むな元もとを押さえた。


　目の前に映っている自分を睨にらむ。


　──なんで、まだ、好きなんだよ…。


　本気かよ？


　お前…アホなんじゃねーの…？


　そこまで心の中で呟いた瞬しゆん間かん、景色がぐらりと揺ゆれるように、涙るい腺せんが緩ゆるんだ。


　──ああ、俺、ほんとに、アホだ…。


　尚紀は、目を見開いて、力を込こめる。


　それでも暗闇に映った自分の顔は、今にも大声で泣き出しそうに見えた。








　弱っている時は、住み慣れた家を目にしただけでも、脆もろくなる。


　じわりとあふれ出てしまいそうなものをこらえながら、尚紀は玄げん関かんの鍵かぎを開けた。


　玄関に入って、自分の家の匂においを感じた途端に、全身から力が抜ぬけていくのがわかる。


「…疲つかれた…」


　靴くつも脱ぬがず、尚紀は玄関の上がりかまちに、仰あお向むけに転がった。


　その途端、まるで待ち構えていたように家の電話が鳴り始める。


　──マジかよ…。


　とても電話に出る気にはならず、尚紀はごろりと寝返りを打った。


　そのまま無視してしまおうと、鳴り終わるのを待ったけれど、電話は延々と鳴り続けている。


　──…なんか、緊きん急きゆうの用かな。


　誰だれか、親しん戚せきが死んだとか。


　家の電話は、かつては店の電話も兼かねていたから、店を閉めた後も、しばらくはよく鳴っていた。父親の死を知らないお客さんや、店は続いているのかと問い合わせてくれる人も多かったからだ。


　けれども、さすがに最近は、そんなこともほとんどない。


　となると、親戚くらいしか心当たりがなかった。


　──仕方ねーな…。


　ぶつくさとからだを起こしかけた途端、ぷっつりと呼び出し音が途切れる。


「…んだよ…」


　尚紀は、そのままその場にころがった。


　しんとした静けさの中、天てん井じようを仰ぐ。


　すると再び、電話が鳴り始めた。


「っ、だーっ!!」


　尚紀は、大声をあげると、がばっと起き上がる。


　そして勢い良く居間に駆け込み、受話器をつかんだ。


「はいっ、もしもし！」


　挑いどむようにそう言うと、受話器の向こうで、聞き覚えのある低い声が響ひびいた。


『…尚紀だな？　俺だ、慶一だ』


　──えっ…？


　慶一さん…!?


　なんでこの番号、知ってるんだよ…？


　驚おどろきのあまり尚紀が呆ぼう然ぜんとしていると、すぐに切られることを恐おそれたのか、慶一は今まで聞いたことがないような早口で、捲まくし立てるように続けた。


『頼たのむから、そのまま聞いてくれ。さっきのことは、誤解なんだ！』


　──え…？


　今、なんて言った？


　誤解…？


　状じよう況きよう、話の内容と、さらにこれまでの彼からは想像できないほど、切せつ羽ぱ詰つまったその声こわ音ねに、尚紀は軽くパニックを起こしかける。


　しかしその沈ちん黙もくを、拒きよ絶ぜつか、疑いだと受け取ったのだろう。


　慶一の声は硬かたく、その口調はますます速くなる。


『雄大の馬ば鹿かがひどいことをしでかしたそうだが、本当に、誤解なんだ』


「…誤解…？」


　尚紀が呻うめくようにそう返すと、慶一の声のトーンと速度が、少しだけ落ちた。


『そうだ。全くの、誤解なんだ』


　それから、まるで懇こん願がんするようなトーンで、慶一の声が続く。


『頼むから、会って説明させてくれないか？　よければ、これからそっちに行く』


「…」


　尚紀はぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。


　自分を取り戻もどしていくにつれ、慶一に説得されたがっていることに気づく。


　──俺…どれだけ、アホなんだろ…。


　絶望に近い気持ちを感じながら、尚紀はがしがしと髪かみをかき混ぜた。


　受話器の向こうは、引き込まれてしまいそうなほど、しんとしている。


　尚紀はひとつため息をつくと、ゆっくりと口を開いた。


「…わかった。でも、家は、嫌いやだ」


　すると慶一は、電話越ごしでもわかるほど、安心したような息をついた。


『もちろん、尚紀の決めた場所でいい。どこに行けばいいんだ？』


　考えを廻めぐらせながら、尚紀はそこまでの道順を説明し始めた。








　場所は、実家から少し離はなれたところにある小さな公園に決めた。


　慶一は車で来ると言っていたし、どういう話であれ、人目の多い場所ではキツいだろうと思ったからだ。男二人の組み合わせはともかく、慶一は、ただそこにいるだけで人目を惹ひいてしまう。


　この公園であれば、土日であっても、人はほとんどいない。


　遊具はブランコと滑すべり台しかないうえに、狭せまい公園の半分以上が鬱うつ蒼そうとした木々で占しめられ、寂さびれた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。さらに、もう少し行ったところに、新しくて広い綺き麗れいな公園ができたため、皆みな、そちらに行ってしまうのだ。


　──よかった、いつも通り、人がいない。


　尚紀が公園に足を踏ふみ入れると、予想通り、休日の昼間だというのにしんとしていた。


　あたりをぐるりと見回したけれど、慶一の姿もない。


　──やっぱり、まだ、着いてないよな。


　尚紀は、なんとなく安心して、息を吐き出した。


　あの後すぐにシャワーを浴びて着き替がえたのだけれど、家にいても、どうも落ち着かない。


　それで仕方なく、すぐに家を出てしまったのだ。


　公園に来たからと言って落ち着けるわけではないけれど、外の空気に触ふれたせいか、ずいぶんましな気がした。


　──けど、ここでうろうろしてたら、それこそ、不ふ審しん者と間ま違ちがわれそうだよな。


　少し考えてから、尚紀はブランコに腰こしを下ろした。


　そこからであれば、公園の入り口が見えたからだ。


　しかし、さすがに無む邪じや気きに遊ぶ気にはなれない。


　脚あしを曲げたり伸のばしたりして、尚紀はなんとなくブランコを揺すった。


　──電話で説明しただけだったけど、道、わかるかな…。


　ぼんやりと先ほどのやり取りを思い返していると、ミッドナイト・ブルーのポルシェが勢い良く滑り込んでくるのが見えた。


　運転席から、遠目でもわかるほどに慌あわただしい雰囲気で、慶一が降りてくる。


　──なんか、変な感じ…。


　いつも見慣れた景色の中に慶一の姿があることが、妙みように現実離ばなれしている気がした。


　そんなことを考えていて尚紀は立ち上がるのが遅おくれたのだけれど、慶一はすぐに尚紀を見つけたようだった。


「尚紀…！」


　足早に、まっすぐこちらへと歩いてくる。


　慶一は、ざっくりとした薄うすい檸檬れもん色のサマーニットシャツに真っ白なパンツを合わせ、素す足あしに濃茶のドライビングシューズを履はいていた。


　その着こなしは、乱れてこそいないものの、明らかにいつもの隙すきの無いものとは違っている。


　しかしそれでも、まるで映画かなにかのワンシーンのように見えた。


　──こんなときまで格好いいのって、ずるいよなぁ…。


　半ば八つ当たりのようにそう呟つぶやくと、尚紀はブランコから立ち上がった。


　そして出で迎むかえるように近づいていくと、慶一が、わずかにほっとしたように、表情を柔やわらかくしたことに気づく。


「待たせたか？」


　尚紀が黙だまって首を横に振ふってみせると、慶一は息をつくようにして笑う。


「よかった。…それに、会ってくれて、嬉うれしいよ」


　そのせりふが、どことなくこれまでの慶一のイメージとそぐわない気がして、尚紀は軽く目を瞠みはった。


　すると、慶一は笑えみを吹ふき消すように真しん剣けんな表情になる。


「今朝は、本当に悪かった。雄大の馬鹿が、ひど過ぎる態度を取った上に、失礼極きわまりないことを言って」


　慶一は奥底を透すかすような眼まな差ざしで、じっと尚紀を見つめてくる。


「賭かけがどうとか言ったようだが、あいつが言ったことはすべて、でっちあげだ。事情があったとはいえ、俺が尚紀の話をしてしまったのが悪かった。本当に、すまない」


　そこで言葉を切ると、慶一は、わずかに躊躇ためらうように間を置いた。


　しかしすぐに、覚かく悟ごを決めたかのように、一度、強く唇を引き結ぶ。


「俺は、尚紀のことを、どうしようもなく好きで、何よりも手に入れたい大切な人だと話したんだ」


　──え…？


　俺のことが…どうしようもなく、好き…？


　意外すぎる言葉に、尚紀は目を見開いた。


　そして言葉に詰つまっている間に、慶一はぎこちなく苦く笑しようすると、先を続けてしまう。


「あいつとは大学からの友人で、今回のような洒落しやれにならない悪ふざけをする奴やつだとわかっていたから、話すつもりはなかった。だが、仕事上の付き合いで持ち上がってしまった見合い話を断るためには仕方がなくて、話した。あいつとは、仕事上のパートナーなんだ」


「悪ふざけって…」


　──ほんと、全然、洒落になんねーよ。


　あんなきわどすぎるのって、ありか!?


　尚紀が憮ぶ然ぜんとして慶一を見上げると、慶一は深々と頭を下げた。


「本当に限度を知らない奴で、申し訳ない。今度、きちんと謝罪させる」


「…わかった」


　きちんと謝られたせいか、なぜかばつが悪くなってしまって、尚紀は憮然とした表情を繕つくろったまま、頷うなずいてみせた。


　すると慶一は、尚紀の表情を推おし量るような眼まな差ざしで再び口を開く。


「これで、誤解は解けただろうか」


　今度は素直に、こくりと頷く。


　すると、慶一は、あからさまにほっとした表情を見せた。


　それから、再び口を開きかけたけれど、やや躊躇ったような表情をして、閉じる。


「…何？」


　尚紀がそう尋たずねると、慶一はぎこちない微笑ほほえみを浮うかべた。


「いや…もしよければ、さっき伝えた俺の気持ちに対する、尚紀の気持ちを聞きたいんだが…」


「えっ…」


　尚紀が思わずそう声を漏もらすと、慶一は、答えを促うながすように、わずかに微笑む。


「あ…」


　──なんか、すごい、照れ臭くさいんだけど…。


　もう相手の気持ちを知っているにもかかわらず、改めて自分の気持ちを伝えるとなると、なんだかとても、恥はずかしい。


　みるみるうちに、頰ほおが赤くなっていくのを感じた。


　尚紀は必死になって、口を開く。


「えっと…なんか、驚おどろきすぎて実感がないんだけど…すごく、嬉しかった、です」


　それから、シンプルな言葉だけれども、なんとかより強く相手に伝えたくて、尚紀は、すがるような気持ちで、必死に慶一を見つめた。


「俺も、すごい、好き」


　すると次の瞬しゆん間かん、強い力で腕うでを摑つかまれ、引き寄せられる。


　大きな手で頭を抱かかえられて、まるで尚紀の存在を確かめるかのように、何度もぎゅうぎゅうと抱だきしめられる。


　そして、両手のひらで頰を挟はさまれ、顔を上げさせられた。


「実感がないというなら、何度だって、言ってやる」


　そして心の奥まで見通すように、真しん摯しな眼差しで瞳ひとみを覗のぞきこまれた。


「…好きだ。好きで好きで、どうしようもない…今、お前の気持ちがわかって、どうしたらいいかわからないくらい、幸せだ。…絶対に大切にすると誓ちかうから、俺の傍そばにいて欲しい」


　その熱く迸ほとばしるような慶一の言葉に、何かが決けつ壊かいしたように尚紀の胸にあふれた。


「…っ」


　胸がいっぱいになりすぎて、言葉が出ない。


　それをどうやって表したら良いかわからなくなって、尚紀は、全身で伝えるように、慶一のからだに抱きついた。


　再び固く抱きしめられて、慶一の熱い体温を頰に感じる。


　すると、気持ちが一気に緩ゆるんでいくのがわかった。


　その時、ふと、目から何かが零こぼれ落ちたことに気づく。


　──うわっ…。


　俺、泣いてる…？


　尚紀は、慶一に気づかれないよう、なんとか涙なみだを止めようとしたけれど、堰せきが切れたかのように、それは次々とあふれてきてしまう。


　焦あせっていると、耳元に甘く囁ささやかれた。


「尚紀、返事は…？」


　促すように何度も額にくちづけられたけれど、声を出すと嗚咽おえつになってしまいそうだ。


　尚紀は黙ったまま、何度も慶一の胸の中で頷いてみせる。


　しかし、慶一は小さく笑うと、頭のてっぺんにくちづけを落としてきた。


「言葉で、誓って欲しいんだ」


　そして、頰を包むようにして顔を上げさせられてしまう。


「…尚紀？」


　驚いたような慶一の声に、尚紀はぎゅっと目をつぶった。


　すると、まるで小さな子供にそうするように、両手のひらで、ゆっくりと顔中を拭ぬぐわれる。


　それから、そっと、額をつけるようにして、覗き込まれた。


「どうしたんだ…？」


　──そんなの、俺の方が聞きたいよ…。


　どうしたんだよ、俺…。


　くそっ…恥ずかしすぎる…。


　尚紀は、心の中で地団太を踏ふんだ。


　しかし重ねて優やさしく問われ、尚紀は気を落ち着けるために何度か大きく深呼吸をする。


　自分の気持ちなのに、自分でもわからない。


　仕方がないから、ぎこちなく視線を外して、思いつくままを口にした。


「じ…ぶんでも、よく、わ、かんないんだけど…なんか、きゅうに…。たぶん…うれしすぎたんだと、おもう…」


「嬉しすぎた…？」


　慶一の声が甘く掠かすれて、微び笑しようが混じったのがわかる。


　だからますます恥ずかしくなって、半ばやけになって続けた。


「そうだよ…！　だって、俺、飛驒さんに言われる前から、遊ばれてるかもって、ずっと不安だったんだからな…！」


「…なんだと？」


　すると心の底から驚いたような慶一の声があがった。


　尚紀が視線を戻もどすと、慶一は、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情をしている。


「なぜそんな話になってるんだ？　俺は、本気だと言っただろう？」


「だ…って…初めて会ったときから、いきなりちょっかい出してくるし…エロいことやるだけやったら、ほったらかしだし…」


　必死にそう言い募つのると、慶一はがっくりとして、尚紀の頭に自分の額を押し当てた。


「なるほど…確かにお前から見れば、お前が『Celestial Caress』の店員としてうちに来たときのことは、会ったばかりでちょっかいを出されたように思えたかもしれない。だが、俺にとっては、待って待って、とうとう迎むかえた時だったんだぞ？」


「え…？」


　尚紀が目を見開くと、慶一はようやく顔を上げた。


　渋しぶい表情をして、軽く舌打ちをする。


「お前にまた会える時を、ずっと、ずっと待ってたんだ。お前の店には、親おや父じさんに出入り禁止にされていたから行かれないし、かといっていきなりそのへんの路上で声かけたんじゃ、それこそ怪あやしすぎるだろう？」


「ちょっ…ちょっと、待った！」


　あまりの驚きに、尚紀は慌あわてて、自分を挟む慶一の手首をつかんだ。


「出入り禁止って、どういうこと？」


　すると、慶一は尚紀から手を離はなして、軽く苦笑する。


「本当に、まったく覚えてないんだな」


　──ってことは…。


「…慶一さん、うちのお客さんだったのか？　マジ？　いつ!?」


　次々と畳たたみ掛かけるように尚紀がそう尋ねると、慶一はにやりと笑って肩かたをすくめた。


「正確には、俺じゃなくて、俺の父親だけどな。でも、その時に、尚紀、お前とも会っているんだぞ？」


「…それ、いつの話…？」


　まったく思い当たる節がない。


　尚紀が首を傾かしげると、慶一は仕方がないなというように小さく笑った。


「あれは、俺が社会人になった時だったから…８年くらい前だな」


「８年…俺は18か…見習いになったばっかりの頃ころだ」


　尚紀がそう呟つぶやくと、慶一は笑いを堪こらえるような表情をした。


「やはりそうか…すごく張り切っていて、初うい々ういしくて、可愛かわいかったぞ」


「初々しくて、可愛いってなんだよ…」


　慶一の言葉に、尚紀は思わず頰を染めた。


　失敗ばかりしていた自分の駆かけ出しの頃を知られているのかと思うと、穴を掘ほって隠かくれてしまいたいくらい、くすぐったくて、恥はずかしい。


「でも、なんで出入り禁止になんてなったの？　お父さんだけがお客さんだったんだろ？」


　さっきから必死に記き憶おくを探さぐっているのだが、やはりまったく思い当たる節がない。だから尚紀はあっさりとあきらめて慶一にそう尋たずねた。


　すると慶一は軽くため息をつく。


「…何？」


　尚紀がそう尋ねると、慶一は再びため息をつく。


「いや…ここまで話しても、まったく思い出してもらえないというのは、想像以上に、切ないものだと思ってな」


「…すいません…。さっきから思い出そうとはしてるんだけど、どうも…」


　思わず尚紀がそう謝ると、慶一は小さく苦笑して、首を横に振ふった。


「いや、別に責めようというわけじゃないんだ」


　そう言うと、慶一はふと何かを思いついたような表情をする。


「俺の家に、当時のものがあるが…見てみるか？」


「あっ、見たい！」


　──もし思い出せなかったとしても、親父のやった仕事を見ておきたい。


　尚紀は大きく頷うなずいてみせた。








　慶一が寝しん室しつのウォーキング・クロゼットから取り出してきたのは、黒に近いこげ茶のスーツと、４本のネクタイだった。


　待っている間、クロゼットの扉とびらの前にあるソファに座らされていた尚紀は、それらを見ると、弾はじかれたように立ち上がる。


　スーツを目にした途と端たん、その縫ぬい方などから、すぐにそれが父親の作ったものだとわかったのだ。


　──うわ、これ…。


「本当に、親父の仕事だ…」


　──やっぱ、親父はいい腕うでしてんな…。


　もっとよく見たいと、尚紀はスーツに手を伸のばしかけた。


　すると、その目の前に、ネクタイをかけた慶一の手が差し出される。


「やはり、すぐわかるものなんだな…。じゃ、こっちは？」


　──…？


　親父のじゃないみたいだけど…。


　それらはどれも、手縫いで作られたもののようだった。


　あまり熟達していない人間が作ったようで、柄がらの活いかし方がわずかに甘い。


　──慶一さんらしい、洒落しやれたネクタイだけど…。


　でも、なんていうか…あんまり、ネクタイっぽくない、ネクタイだよな？


　どのネクタイも、色みといい、柄といい、あまり目にしたことのないようなものなのだ。


　──あ。


　ふと、ぼんやりした影かげのようなものが脳のう裏りを横切り、尚紀は、ぱっと顔をあげた。


　──これ、俺の。


　俺がやった、仕事だ。


　すると、視線の先で、慶一がにやりと微笑ほほえむのが見える。


「思い出したか？」


「これ…もしかして、俺が作ったやつ？」


　思いもよらなかったことに、尚紀は呆ぼう然ぜんとした。


　その表情がおかしかったらしく、慶一は軽く笑う。


「そうだ。さすがに思い出したか？」


　そう言うと、慶一は、ソファの前にあるローテーブルにスーツを置いた。


　ネクタイだけを手に持ったまま、尚紀を促うながすようにして隣となりに座り、ソファの背にもう片方の腕をかけて、からだを寄せる。


　そしてネクタイを眺ながめながら、口を開いた。


「お前の店には、就職祝いにスーツを作ってやると言う親父に連れられて、あの時初めて行ったんだ。成功した人間はもちろん、宮家や梨り園えんの粋すい人じんたちが贔ひい屓きにしている名店だと知っていたから、嬉うれしかった。次は絶対、自分の力で来てやろうと誓ちかったよ」


　慶一はそこで言葉を止めると、尚紀の顔を見つめて、口の端はしをあげるようにして笑う。


「だが、出来上がったスーツを取りに行ったら、俺の父親が許しがたいことをしたとかで、いきなり俺も今後一いつ切さいの出入りを禁止されたんだ。そしてお前が、平謝りに謝りながら、就職祝いだと、俺にこのネクタイをプレゼントしてくれた」


　──あっ、そうだ…。


　思い出した…。


　急にはっきりと浮うかびあがった記憶とともに、当時の申し訳ない気持ちも鮮あざやかに蘇よみがえってくる。


　尚紀は思わず、頭を抱かかえた。


「…あの時は、ほんと…うちの親父が、すみませんでした…」


　そう言ってうつむきかけると、すぐに慶一の手に頰ほおを包まれ、顔を上げさせられる。


「尚紀が謝ることじゃない。俺の父親が悪いんだ。相当、ひどいことをしたんだろう？」


「え…慶一さん、原因、知らないの？」


　尚紀が驚おどろいて慶一を見つめると、慶一はため息をつくようにして苦く笑しようした。


「親父さんはうちの父親に聞けの一点張りだっただろう？　だが、うちの父親も相当頑がん固こな男でね。すっかり意固地になっていて、あんな店はもう忘れろとしか言わないんだ。あまりにとりつく島がないから、相当なことをしでかしたんじゃないかと思っていたんだが…」


　──…なるほど…。


　原因を教えていいんだろうか…。


　なんというか…すごく、くだらないことなんだけど…。


「…で、うちの馬ば鹿か親父は、何をしでかしたんだ？」


「いや…馬鹿で、しでかしたのは、絶対、うちの親父の方だと思うんだけど…」


　そう前置きして、尚紀は躊躇ためらいながらも口を開いた。


「慶一さんのお父さんとポーカーやって賭かけたら、うちの親父が勝ったんだけど、わざと負けたんだろうって喧けん嘩かになって…」


「…何だって…？」


　──そりゃ、そうだよなあ…。


　尚紀はおそるおそる、話を続ける。


「…慶一さんのお父さんに、うちの親おや父じはけっこう親しくしてもらってて…。特によく、時間があると店で賭けポーカーやってたんだよ。実力も運も同じぐらいらしくて、いつも勝負は五分五分だった。だけど親父の誕生日に、親父が初めてひとり勝ちしたんだ。親父は当然大喜びしたんだけど、そこで慶一さんのお父さんが『誕生日だから、ご祝しゆ儀うぎだ』みたいな冗じよう談だんを言ったわけ。親父も最初は悔くやし紛まぎれにそう言ってるんだろう、とか笑って返してたんだけど、いつの間にか、『本当にわざと負けたんですか。だとしたらこの金は受け取れません』『冗談だから真に受けるな』って、なぜか二人でつかみ合いになりそうな大喧嘩になって…」


「本当に、それが理由なのか…？」


　愕がく然ぜんとした表情の慶一を見つめて、尚紀は黙だまって頷いてみせた。


　なにしろ、幸か不幸か、すぐ傍そばで見ていたのだ。


　間ま違ちがいない。


　すると、慶一はまるで絵に描かいたように、がっくりとした。


「…あの人たちは、いい歳としをして、何やってるんだ…」


　やけになったように、ソファの背に頭を乗せて、天てん井じようを仰あおぐ。


「…そんなくだらない理由で、俺がどれだけ、手をこまねいたと…」


「…なんていったらいいか、わかんないけど…ほんと、ごめん…」


　尚紀がそう答えると、慶一は、その格好のまま、唸うなるような声をあげた。


「いや…もっとうちの親父を問い詰つめるべきだった…。くそっ、そんな理由なら、なんとしてでも、すぐにお前に会いに行ったのに」


　──それって…。


　その慶一の言葉に、尚紀の胸は、どきりと鳴った。


　そっと慶一の顔を見やる。


「…その時から、俺のこと、気に入ってくれてたんだ…？」


　おずおずと尚紀がそう尋たずねると、慶一は、ようやくからだを起こした。


「気に入ってたどころじゃない」


　慶一は、真しん摯しな眼まな差ざしで、まっすぐに尚紀を見つめてくる。


「お前のことが、忘れられなかった」


　そこで言葉を止めると、慶一は、少し照れたように、にやりと笑った。


「陳ちん腐ぷな言い方だろうが、『恋こいに落ちる』というのはこういうことかと、わかったよ」


「…！」


　そのストレートな言葉に、尚紀は、一気に頰を染めた。


　しかし次の瞬しゆん間かん、自分でも言うつもりのなかった言葉が、口をつく。


「なんで…？」


「『なんで？』？」


　慶一は意表を衝つかれたような表情をして、尚紀の言葉を繰くり返す。


　尚紀はわずかに戸と惑まどったけれど、口に出してしまったものは仕方がないと、言葉を繫つないだ。


「だって…今までの慶一さんの言葉を疑うわけじゃないけど、やっぱり、どうしても信じられないから…。慶一さんみたいな人が、男の俺に、その…恋に落ちる、なんて」


　すると慶一は、ふっとわずかに苦笑した。


　ソファの背に回していた手で、後ろからくしゃりと、尚紀の髪かみの毛を撫なでる。


　ぐしゃぐしゃとかき混ぜるようにしながら、愛いとおしくてたまらないというように瞳ひとみを細め、尚紀に向かって、ネクタイを示した。


「一番のきっかけは、これだ」


「ネクタイ…？」


　──確かに、これは俺が作ったけど…。


　尚紀が首をかしげると、慶一は、当時を思い出したような瞳の色をして、ふっと微笑んだ。


「俺はスーツしか注文していないのに、自腹を切って、贈おくってくれただろう？　なぜ、ネクタイにしたのか、覚えてるか？」


「いや、ちょっとそこまでは…ごめん。就職祝いだから…？」


　そう答えると、慶一はわずかに苦笑して、ゆっくりと首を横に振ふってみせる。


「仮かり縫ぬいのときにした世間話の中で、俺が、どのブランドにも心の底から気に入るようなネクタイがないとこぼしたんだそうだ。俺は、全く記き憶おくになかったんだが」


　慶一は、ネクタイを一本一本確かめるように、手の上に広げた。


「それで、俺の好みとスーツに合うような生き地じを、わざわざ問屋を廻まわって探して、裏地にまで気を遣つかって、作ってくれた。一目見て、あまりに好みだったから、驚いたよ」


　そこまで言うと、慶一は笑みを含ふくんだ眼差しで、尚紀を見つめる。


「それに、これは後で親父から聞いたんだが、俺がどんな職場で働くのか、どういうものが評価されやすいのか、俺の親父にまでヒヤリングしてくれたんだろう？」


「あ…」


　──そうか、あの時の…。


　尚紀の脳のう裏りに、初めて自分のやり方で、顧こ客きやくのことを考えた時の記憶が蘇った。


　父親の偏へん屈くつによる出入り禁止は、もうすでに何度か経験していたけれど、その息子むすこまで巻き込んでしまったことに、いつも以上に罪悪感を覚えていたのだ。


　だから、少しでも喜んでもらえるように、考えられる限りの努力をした。


　──よく考えたら、あれが俺の原点なのかもな…。


　…でも、こっそり慶一さんの父親にまでヒヤリングするなんて、今考えると、ちょっと、やりすぎのような気もするけど。


　尚紀は思わず、弁解を口にする。


「…確かに、慶一さんのお父さんに聞いたのはやりすぎだったかもしれないけど、でも、俺は会社でなんて働いたことないし…」


　すると、慶一はそれ以上の言葉を阻はばむように、尚紀の前髪をかきあげてくる。


「違ちがう。ただ単純に、嬉うれしかったんだ。俺の好みを把は握あくしてくれたのはもちろんだが、その上、そこまで俺のことを真しん剣けんに考えてくれるなんて…嬉しいというより、感激した」


　慶一は、唇くちびるの端はしを上げるようにして、少しだけ笑った。


「…正直に言えば、当時は我ながらけっこう遊んでいたし、俺のことを想おもってくれる相手に不自由したことはなかった。でも、尚紀にもらったような気持ちは、初めてだったんだ。もちろん、尚紀には、そういうつもりは全くないことはわかっていた。でも、たぶん」


　そこで、慶一は言葉を途と切ぎれさせる。


　そして尚紀の視線の先で、心に訴うつたえかけるような、真摯な眼差しをした。


「だからこそ、忘れられなくなった」


　慶一の口元には、再び微かすかな笑えみが浮うかぶ。


「だが、確かに俺も、最初はこの気持ちがまさか恋だとは思わなかったよ。それまでも、尚紀の、慣れてこそいないけれど、気持ちの伝わってくる接客には好意を持っていたから、その延長かとも思った」


　そこで、慶一は小さくため息をついた。


「しかし、出入り禁止になったとはいえ、様々な人から、お前の良い評判が耳に入ってくる。そのうちに、ただ、会いたくて、たまらなくなった」


　慶一の瞳が、ゆっくりと細められる。


「他ほかの誰だれといても、尚紀ならどうするだろうと想像したし、尚紀にしてやりたいと思うことばかりだった」


　それから、まるで内ない緒しよ話をするように、耳元に形の良い唇を寄せられた。


「…セックスの時も、気がつくと、いつもお前を想像していたしな」


　──…なんつーことを言うんだ…！


　尚紀は耳まで赤く染めて、じろりと慶一を見やった。


　すると微かに笑われ、耳たぶに、甘くくちづけられる。


「そこまでくれば、さすがに俺も、恋だと気づく」


　今度は頰ほおにくちづけられた。


「…まさか出入り禁止の理由がそんなにくだらないことだとは思わなかったから、遠回しな方法を使うしかなかったが、その甲か斐いあって、再会できたときには全身が震ふるえそうだったぞ…？」


　愛あい撫ぶするかのような柔やわらかさで、ゆったりと目の下にくちづけられる。


「仕事のやり方からも、お前がかつてと変わっていないのは、すぐにわかった。そこも、嬉しかった」


　そう囁ささやかれながら、まるでくちづけるように、じっと顔を覗のぞき込まれる。


「これで、適当な気持ちで手を出したんじゃないと、わかっただろう？」


「…うん」


　尚紀は、こくりと、子供のように頷うなずいた。


　それから、ゆっくりと視線をあげる。


「それはよくわかった。わかったけど…遠回しな方法って、何？」


　すると視線の先で、慶一が、しまった、とでもいうような表情をした。


　──もしかして…。


「…沖田さんに、何か、頼たのんだ？」


　じっと尚紀が見つめると、慶一は、わずかに躊躇ためらうように口ごもった。


　しかしすぐに観念したような表情をして、ふっと笑う。


「別に何も頼んではいない。ただ、尚治さんが亡なくなったことと、尚紀の腕うでについて話しただけだ。優ゆう秀しゆうな人間が埋うもれてしまうのは惜おしいと」


　──やっぱり…。


　道理で、沖田からのスカウトのタイミングが完かん璧ぺきだったわけだ。


　それに、早い段階から、尚紀に慶一を任せようとしたわけだ。


　──なんだ、そういう理由だったのか…。


　尚紀は、微かにため息をついた。


　すると、慶一の手のひらに、ふわりと頰を包まれる。


　──…？


　視線をあげると、慶一に、柔らかな眼まな差ざしで見つめられていた。


「勘かん違ちがいするなよ？　俺は、ただ、きっかけを作っただけだ。お前に対する、店や沖田の評価とは、全く、何の関係もない」


　慶一の思いやりに、尚紀はくすぐったいような気持ちがして、微笑みを返した。


　──…あ。


　尚紀は、ふと、あることを思いつく。


　根こん拠きよは全くないのだけれど、なんとなく当たっているような気がする。


　尚紀は、じっと慶一を見つめながら、ゆっくりと口を開いた。


「…融ゆう資しの話も、慶一さん、だろ」


　すると、わずかな沈ちん黙もくが降りる。


　やがて慶一は、やれやれとでも言うように、微笑んでみせた。


「…優秀な人材を埋もれさせるのは惜しい、と言っただろう？」


　──この人、なんでこんなに、凄すごいんだよ…。


　尚紀は、ぐっと胸を衝つかれて、思わず唇を引き結んだ。


　慶一の気持ちは、もちろん、嬉しい。


　感激して、胸も詰つまった。


　けれど、嬉しさや感激の隙すき間まに、同じ男としてのわずかな悔くやしさが混じる。


　尚紀は、じっと慶一の目を見つめた。


「尚紀…？」


　かけられた声には応こたえず、尚紀は慶一の胸むな元もとを両手で摑つかむと、押おし倒たおすようにして、そのからだに乗り上げた。


　すると、香こう水すいではない、慶一の香かおりが立ち上る。


　汗あせの混じった、肌はだだけの匂におい。


　──…この人、俺のために、ちゃんと焦あせってくれたんだ…。


　その事実に湧わき上がるような高こう揚よう感を覚え、尚紀は目の眩くらむような幸福感を味わった。


　──どうしよう…すごく、好きだ。


　改めてそう感じた途と端たん、ぞくぞくと、痺しびれに近いようなものが全身に走る。


　めちゃくちゃになるほど、くちづけたくて、たまらない。


　すると、くすくすという笑い声とともに、顎あごを捉とらえられた。


「何だ…？　我が慢まんできないとでもいうようないやらしい顔をして。誘さそってるのか…？」


　そして煽あおるように、ゆっくりと唇を親指の腹で撫なでられる。


　すぐにでも、その指に舌を絡からめたくなった。


　しかし、尚紀は、必死でその欲情を堪こらえる。


　そして掠かすれそうになる声を、なんとか絞しぼり出す。


「…融資の話、嬉しかった。でも…どんなに時間がかかっても、いつか絶対、追いつくから」


　──俺…いきなり何を宣言してんだよ？


　宣言した途端にもの凄く恥はずかしくなって、尚紀は一気に顔を赤らめた。


　すると、慶一が、わずかに目を細めるようにして、微笑む。


「悪いが、絶対に、追いつかせない」


「…それ、俺には無理ってこと？」


　尚紀がわずかにむっとしてそう言うと、慶一にゆっくりとくちづけられた。


「違う。そうすれば、一生、傍そばにいてくれるだろう…？」


　──…！


　プロポーズのような慶一の言葉に、尚紀は思わず言葉を詰まらせた。


　ますます浅くなる息に胸を詰まらせながら、言葉を押し出すようにして口を開く。


「俺…一生、傍にいて、いいの…？」


　すると、慶一はにやりと唇くちびるの端をあげた。


「…嫌いやか…？」


「嫌なわけ、ないだろ…！」


　尚紀は小さく呟つぶやくようにそう言うと、照れ隠かくしのために、嚙かみつくようにくちづけを返す。


　初めて尚紀からしたそれは、誓ちかいのキスにしては野や蛮ばんでぎこちないものだったけれど、伏ふせた視線の先で、慶一が嬉うれしそうに微笑ほほえんだのが見えた。


　その微笑みに、尚紀のからだから余計な力が抜ぬけていく。


　すると慶一の唇がわずかに離はなされ、尚紀の下唇を上下の唇で挟はさむようにして、何度も細かく、くちづけられた。


　まるでじゃれ合うようなそれは、唇が触ふれ合う度たびに、小さく、ちゅっ、ちゅっと小動物の鳴き声のような音が鳴る。


「っ…」


　そのいやらしくて可愛かわいい音と熱く濡ぬれた感かん触しよくに煽られ、尚紀も慶一の唇を追いかけるように、唇を開いた。


　そして、お互たがいを奪うばい合うようにして、くちづけを繰くり返していく。


　濡れた慶一の舌先に、からかうように舌を突つつかれた。


「ンっ…」


　尚紀は負けじと、それを追う。


　すると、遊ばれるように何度もかわされ、焦じれたところに絡みつかれた。


「っ、ふ、っ…」


　そのまま、声が漏もれてしまうほど、口中を捏こねるように愛される。


　掬すくうように絡められて、舌を引き出された。


　ゆっくりと先せん端たんを甘く嚙まれる。


「ぁ…」


　そこから痺れるような快感が広がり、尚紀はさらに夢中になった。


　とろとろに、そこから溶とけ合うようなくちづけを繰り返す。


　──すげ…気持ち、よすぎ…。


　も…無理、たまんねー…。


　まるで自身を直接愛あい撫ぶされているかのように、そのあたりが、もどかしいほどに熱く、火ほ照てっていく。


　なんとかその熱さを逃にがそうと、尚紀は衝しよう動どうに突き動かされるまま、慶一の上で腰こしを揺ゆらした。


　すると、くちづけの合間に、からかうように笑われる。


「なんだ、もう、我慢できないのか…？」


「違っ…」


　尚紀は抗あらがいながら、混じり合った二人の唾だ液えきに必死で喉のどを鳴らした。


　しかし激しい慶一の唇の動きに、呑のみ込み切れず、口の端はしから滴したたっていく。


「あ…ごめ…」


　尚紀が下にいる慶一の濡れた頰ほおを拭ぬぐおうとした瞬しゆん間かん、痺れるような快感が再び走った。


「ぁぅん…！」


　Ｔシャツの上から、胸の尖とがりを摘つままれたのだ。


　羞しゆう恥ち心しんを働かせる間もなく、声を漏らしてしまい、からだをぴくんと震ふるわせる。


「っ、っ…ぁっ…」


　くちづけられながら、押し潰つぶすようにそこを愛されて、尚紀は、慶一の口の中に快感の叫さけび声をあげる。


　指先で弾はじかれ、揉もまれ、押し潰されて、嫌というほど、両胸の粒つぶを弄いじられる。


　すぐにそこは、じんじんとした熱をもって、自分でもはっきりとわかるほど、大きく腫はれ上がってしまった。


「ぃ、たっ…」


　尚紀がそう漏らすと、ようやくくちづけとともに、指先が止まる。


「ぁふ…」


　ほっとため息をつくと、慶一がふっと笑ったのがわかった。


　次の瞬間、ジーンズのファスナーが下ろされ、そこを強く摑みあげられる。


「!!」


　その強さに、一瞬、尚紀が上半身を跳はね上げると、下着の上からぐりぐりと揉まれた。


「これだけで、ずいぶん、勃たたせてるな…」


「ぁっ！　つ──っ…!!」


　尚紀はその刺し激げきから逃のがれようと、ソファの背に手をつくようにして、からだを丸める。


　すると、くすくすという笑い声とともに、慶一がからだを起こした。


　腰の上に抱だき上げられて、慶一のものも硬かたくなり始めていることに気づく。


　──あっ…。


　自身と擦すれたその感触に、尚紀は腰を震わせた。


　すると微かすかな笑い声とともに、Ｔシャツを捲まくり上げられてしまう。


　そして、ちゅっという音とともに、胸の突とつ起きにくちづけられた。


「あっ…」


「反応がいいな…。お前、ここだけで達いけるんじゃないか…？」


「そ、んなの、や、だ、あっ、ぅんっ…！」


　その囁ささやきとともに、唇で挟まれ、舌先でちろちろと舐なめられる。


　直接、肌に与あたえられる刺激に、尚紀は慶一の頭を抱かかえるようにして、全身をびくびくと跳ねさせた。


　すると慶一が、整った顔をあげて、見あげてくる。


「どうだ…？　気持ち良いか？」


　──なに、言わせる、んだよっ…。


　尚紀が恥ずかしさに慶一を睨にらむと、慶一が唇の端をあげるようにして微笑んだのが見えた。


　次の瞬間、尖りに強く歯を立てられる。


「あっ！　っ…!!」


「教えてくれないと、本当にここだけで達かせるぞ…？　ほら、言えよ」


　痛みをなだめるようにくちゅくちゅとそこを舌で嬲なぶられて、尚紀は歯は嚙がみをしながら、口を開いた。


「…いい…」


「ん…？」


　余よ裕ゆうたっぷりにそう返されて、尚紀は、恥ずかしさのあまり、目の縁ふちに涙なみだを滲にじませる。


　すると慶一が、可愛くて仕方がないというような、甘い眼まな差ざしをしたのが視界に映った。


　ゆっくりと頰を撫でられ、慶一の指がなぞるようにして、尚紀の唇を押し開いていく。


「んぅっ…」


　その慶一の指に促うながされるようにして、尚紀は再び自分の快感を言葉に換かえた。


「気持ち、いい…、っぁ…！」


　その途と端たん、自身の先から、じわりと何かが滲しみ出たのがわかる。


「いやらしいな…何もしていないのに、染しみてきたぞ…？」


　笑みを含ふくんだ声でそう囁かれて、ファスナーの隙すき間まから、下着の濡れた部分をなぞられる。


「やっ…あっ…」


　頭の芯しんがじんと痺しびれて、ますます染みを広げてしまう。


　そして、そこは、あっという間に大きくなった。


　──勃ちすぎて、苦し…。


　その尚紀の気持ちを読んだかのように、ベルトが外され、ジーンズとともに下着が引き下ろされる。


「あっ…」


　その途端、自分でもわかるほど、勢い良く勃ちあがっていた自身が零こぼれ、尚紀は羞しゆう恥ちに腰を震わせた。


　すると、くすくすと囁くように笑われる。


「ずいぶん、大きく膨ふくらませたな…」


「ぁぅんっ…！」


　指先でぴん、と弾かれて、尚紀は全身を仰のけ反らせるようにして、悲鳴のような喘あえぎ声をあげた。


「ふ…いやらしくて、可愛かわいいぞ…？」


　そう囁かれて、ようやく、そこを扱しごかれる。


「あっ、はっ…！」


　ようやくもたらされたその快感に、尚紀は、大きく息をついた。


　慶一はソファの肘ひじ部分に背をもたせ掛かけるようにしてからだを倒たおす。


　尚紀はその慶一のからだに覆おおいかぶさるようにして、はしたなく、ねだるように腰を揺らした。


　その願いは聞き届けられ、尚紀のものは激しく上下に擦こすられる。


「は、あぁっ、ぅんっ…!!」


　先端を指先でこじ開けるように弄られて、尚紀は再び、先走りをこぼした。


　その途端、びくびくと内うち腿ももに痙けい攣れんが走る。


　──あっ、やばっ…。


　尚紀は、止まらない腰を必死で抑おさえながら、片方の手を慶一のベルトに伸のばした。


　しかしわずかに届かず、慶一のシャツを引き抜ぬいてしまう。


「尚紀…？」


　そう囁かれて、尚紀は、茹ゆだったように顔を染めた。


　必死になって、慶一を見つめ返して、口を開く。


「おれひとりじゃ、やだっ…いっしょ…に…ぅんっ…」


　しかしすぐに、その先を奪うばうようにくちづけられてしまった。


「本当に、たまらないな…」


　慶一はため息をつくようにそう囁くと、からだを起こした。


　そして自分とからだを入れ替かえるようにして、尚紀を柔やわらかくソファに押おし倒す。


　それから、ゆっくりと腰こしを尚紀の方に近づけてくれた。


　大きく膨らんだ慶一のそこも、もうずいぶんきつそうに見える。


　──なんか…すごい、興奮する…。


　そこから慶一のものを取り出すことを想像した途端、どくんと自身が脈打つのがわかる。


　──あっ…。


　尚紀はこらえるために、歯を食いしばるようにして、慶一のベルトを外した。


　その間に、慶一はサマーニットシャツを脱ぬぎ捨てる。


　──すげ…。


　引き締しまったからだが晒さらされ、尚紀は思わず目を奪われてしまう。


　すると、微かに笑われ、耳元にくちづけられた。


「早く俺のも出してくれ…。実は、きつくて、辛つらいんだ」


　──っ…！


　その卑ひ猥わいな囁きに、尚紀はさらに興奮させられる。


　あまりに興奮しすぎて指が震ふるえ、なかなかパンツのボタンが外せない。


　何回目かで、ようやく外して、パンツと一いつ緒しよに下着をひき下ろした。


　ぶるりと零れた慶一のものに、息を呑のむ。


　そして、それが、とても愛いとおしいものに感じた。


　──あれに、触さわりたい。


　触って、もっと、愛したい。


　突つき上げるようなその衝しよう動どうに逆らわず、尚紀はそっと、慶一のものに手のひらを這はわせる。


「ぁっ…」


「っ…」


　手のひらを弾はじくように硬くて熱いその感かん触しよくに、尚紀が思わず声を漏もらすと、慶一もため息をついたのが聞こえる。


　その吐と息いきに煽あおられるように、手を開いたまま、おずおずと前後させると、ぴくんと慶一の腰が震えるのがわかった。


　耳元に、慶一の深いため息が聞こえる。


　──気持ち、いいんだ…。


　俺が、この人を、気持ちよくさせてるんだ…。


　そう感じた瞬しゆん間かん、下半身全体に、ぞくぞくとした悪お寒かんのような痺れが走る。


　──もっと…もっと、したい。


　尚紀はそのまま包むように手を丸めると、ゆっくりと慶一のものを扱き始めた。


　すると慶一の腰も、尚紀の手に突き入れ、擦りつけるように、前後に動き始める。


　──あっ…。


　そのいやらしい動きに、尚紀は全く触られていないのに、同じように腰をもじもじと蠢うごめかせてしまった。


　──やっ…俺、やらし…。


　必死で止めようとしたけれど、手の中を焼くような慶一の熱さと、耳元で乱れ始めた慶一の吐息に煽られてしまって、止まらない。


　すると、乱れた吐息とともに、低く笑う声がした。


「なんだ…？　俺に触ってるだけで、達いきそうなのか…？」


「っ…！」


　慶一の甘い囁ささやきに声まで漏れそうになってしまって、尚紀は必死でそれを嚙かみ殺す。


　その時、手のひらに、ぬるりとした滑ぬめりを感じた。


「あ…！」


　それが慶一の先走りだとわかった瞬間、尚紀はぴしゃっと白はく濁だくを噴ふき零してしまう。


「あっ、あっ…」


　尚紀は、慌あわてて慶一から手を離はなしたけれど、もう遅おそかった。


「あ、ふっ、っぁう…！」


　一度堰せきを切られたそれは止まらず、びしゃびしゃと全すべてを吐はき出してしまう。


　──俺…マジかよ…!!


　あまりの恥はずかしさに、一気に目の前が霞かすんだ。


「っ…ご、ごめ…」


　尚紀は目を潤うるませながら、視線をあげる。


　すると視線の先で、慶一が、唇くちびるの端はしをあげるようにして微笑ほほえんだのが見えた。


　目の下に軽くくちづけられる。


「なぜ謝るんだ？　俺のことが好きだから、こんなに恥ずかしい姿を見せてくれたんだろう？」


「…っ…！」


　フォローされているのか、煽られているのかわからない言葉に、尚紀は、脳の回路が焼ききれそうになるほどの恥ずかしさを感じた。


　そんな尚紀の表情に小さく笑った慶一に、再び手を拾い上げられる。


　慶一の手に包まれるようにして、慶一のものに手のひらをあてさせられた。


　そして、ゆっくりと慶一の腰が動き始める。


「ぇっ…」


　その動作に尚紀が驚おどろいて声をあげると、慶一はわずかに苦く笑しようしてみせた。


「手伝ってくれないのか？」


「いや…そうじゃなくて…。っつーか…これでいいわけ…？」


　どう言葉にしていいか迷いながらも、尚紀がそう尋たずねると、慶一は煽るようににやりと笑った。


「ああ。残念だが、昨夜のお前が可愛すぎて、ジェルを使い切ってしまったんだ」


　それから、額にくちづけを落とされる。


「慣らすものが充じゆう分ぶんじゃないと、後ろを使うのは辛いだろう」


　──自分より、俺のからだを、優先してくれたんだ…。


　慶一の思いやりに、尚紀は胸をじんとさせた。


　──けど…。


　尚紀は思い切って口を開く。


「…いいよ」


「え？」


「痛くても、平気」


「尚紀…？」


　尚紀は、次の言葉を続けるかどうか少し迷った。


　しかし慶一が明らかに戸と惑まどっているように見えたので、覚かく悟ごを決めて、正面から慶一を見つめた。


「…だって俺も、今すぐ、もっと、慶一さんとくっつきたいし…」


　そう言うと、息も出来ないほど強く、抱だきしめられる。


　腰を掬すくいあげられ、ぴたりと、後ろに、慶一のものが押しつけられたのがわかった。


「尚紀…」


　耳みみたぶへのくちづけとともに、甘く掠かすれた慶一の声が吹き込まれる。


　そして二、三度、熱くて硬かたく、濡ぬれたものがぬるぬると擦こすりつけられる。


　──…！


　尚紀は、痛みを覚悟して、ぎゅっと固く目をつぶる。


　すると次の瞬間、そこに、びしゃびしゃと熱いものを感じた。


　慶一のものをかけられたのだ。


　──えっ…!?


　尚紀が驚いて上半身を起こしかけると、慶一の指が、ゆっくりとそれを後ろに集め始めた。


「あっ…」


「いきなり入れるよりは、ましだろう」


　そう囁かれ、頰ほおにくちづけられた。


　白濁を掬い上げる度に、慶一の指先が、後ろをほぐすようにゆっくりと、埋うめられていく。


「っ…あっ…ふっ…」


　徐じよ々じよにその指は深くなり、尚紀はびくびくと腰こしを震わせた。


　やがてその先が、尚紀の感じる箇か所しよを、探さぐり当てる。


「ぁっ、そこ、やっ…！」


　尚紀が、全身を反り返らせるようにして悶もだえると、慶一がくっと笑った。


「意外と問題なくいけそうだな…。尚紀、お前のここが、急に柔やわらかくなって、きゅうきゅう締しめつけ始めたぞ…？」


「やっ…そ、…なこと、言うなっ…あぅっ！」


　尚紀がそう叫さけんだ瞬間、後ろに、再び硬くなり始めた慶一のものが突き入れられる。


「んあっ…ああっ…!!」


　やはり痛みはあったけれど、まだ完全に勃たちあがっていないせいか、それよりは押し広げられる違い和わ感の方が強い。


「尚紀…熱くて、いいぞ…」


　なだめるように囁かれて、馴な染じませるように腰を軽く揺ゆすぶられた。


「あっ、はあっ…」


　からだの中で、ゆっくりと慶一が育っていくのがわかる。


　じわじわと、からだの奥が、押し広げられていく。


「んっ、ぅぁっ…」


　徐々にからだが慣れてくると、そこが熱く、溶とけていくように感じた。


　──あぁ…ほんとに、からだが混ざっちゃいそうだ…。


　そう思った途と端たん、慶一に突つかれてはいないはずなのに、ゆっくりとそれが動き始める。


　──え…？


　すると、小さな笑い声がして、慶一の唇が耳元に寄せられた。


　低く掠れた声が、とろりと甘く注ぎ込まれる。


「わかるか…？　自分で俺を呑のみ込み始めた…」


「ち…違ちがっ…」


　そう抗あらがったけれど、こみあげてくるような疼うずきには耐たえ切れず、尚紀は、汗あせばんだ慶一の背に手を回した。


　すると、感じる場所を切っ先で擦るようにして、細かく突かれ始める。


「ぁうん！　あっ、あっ、んぁっ、ぅあっ…」


　──もっと、もっと、くっつきたい…。


　がくがくと全身を揺すぶられながら、尚紀は自分から腰を擦りつけた。











　その後移ったベッドの上で、二人がようやく満足して荒あらいため息をついた時、すでに陽ひは傾かたむきかけていた。


　冷れい房ぼうが入っていたのだけれど、あまりにも夢中になりすぎたせいか、二人はまるで水にでも落ちたかのように、汗や残ざん滓しでぐしょぐしょになっている。


　しかしそんなことが気にならないほど、尚紀は疲つかれ果てていた。


　全身がだるいし、腰がいたくて、起き上がれない。


　荒い息が収まってくると、やがて、とろとろとした眠ねむ気けが湧わき起こってきた。


　すると、慶一がからだを起こす。


「尚紀、起き上がれるか？　拭ふいてやってもいいが、シャワーの方がいいだろう？」


　慶一の提案に、尚紀は力なく首を横に振ふる。


「だる過ぎて、全然、そんな気になんないよ…。俺は後でいいから、慶一さん、先に浴びてきなよ」


　そう尚紀がぐったりとベッドに沈しずむと、急にふわりと抱き上げられた。


「ぅわっ…!?」


「俺が無理をさせたのに、一人だけそうはいかないだろう。全部俺がやってやるから、一いつ緒しよに来い」


　慶一は軽々と尚紀を抱いて、浴室に向かう。


「ひゃっ、ちょっ…」


　いわゆるお姫ひめ様だっこで移動させられるのは、意外に怖こわい。尚紀は慌あわてて慶一にしがみついた。


　すると慶一は小さく笑って、姿勢を安定させるために再び尚紀を揺すり上げる。


「俺のためにも、風ふ呂ろに入ってもらう。こんないやらしい姿を見せられていたら、また襲おそってしまいそうだからな」


　その慶一の言葉に、尚紀は改めて、自分が素すっ裸ぱだかのうえ、からだ中が残滓でぐちゃぐちゃになっていることを思い出して、頰を染めた。











「…信じらんねぇ…」


　ご丁てい寧ねいにも慶一のバスローブまで着せられた尚紀は、ふて腐くされて、リビングにある三人掛がけの白しろ革がわのソファに寝ね転ころがった。


　ひんやりとした革の感かん触しよくが肌はだに心地ここちいい。


　何気なく上を向くと、ソファの背の向こうには、薄うす紺こん色いろと鮮あざやかな橙だいだい色いろの混じった美しい夕焼けが見えた。網あみ戸どにして開け放した窓からは、冷えつつある外気の瑞みず々みずしい匂においがする。


　冷房はつけているけれど、部屋の空気を入れ替かえるために、窓を開けているのだ。


　──…なんかこういうの、すげえささやかだけど、確実に、幸せな感じがする。


　一いつ瞬しゆん、それまでのふて腐れた気持ちを忘れてそう思った時、同じくバスローブ姿の慶一がキッチンから姿を現した。


「何が信じられないんだ？」


　そう言いながら、尚紀にミネラルウォーターを満たした大ぶりのグラスを差し出してくる。


「何が、って…」


　のろのろと起き上がって、尚紀はグラスを受け取った。


　一気に呷あおって、渇かわいた喉のどを潤うるおす。


　すると慶一も、自分のグラスに口をつけながら、尚紀の傍かたわらに座った。


「ん？」


　重ねて問われて、尚紀はふい、と顔を逸そらす。


　すると、からかうような声こわ音ねで顔を覗のぞき込まれた。


「そんな可愛かわいい態度をとるなんて、また押おし倒たおして欲しいのか？」


　甘いけれども、下手したら本当にそうされかねない雰ふん囲い気きをはらんだ言葉に、尚紀は頰を染めつつ、口を開いた。


「…さっきの、風呂！」


「風呂？　風呂がどうした？」


　くすくすと笑われ、尚紀はますます顔を赤くする。


「…あんなとこまで、洗うなんて…信じらんねぇって言ったの！」


　からだにあまり力が入らないことをいいことに、隅すみから隅までを暴あばくように、あます場所なく洗われてしまったのだ。


　もうからだはからっぽなのに、再び反応しそうになってしまったこともあって、涙なみだが出そうになるほど、恥はずかしかった。


　その尚紀の表情を見て、慶一が笑いを堪こらえるような声で答える。


「何言ってるんだ。ああしておかないと、後でお前が辛つらいんだぞ？」


　──そりゃそうかもしれないけど、あんなにしつこくすることないだろ!!


　尚紀が、ふん、と横を向くと、慶一が小さく笑う。


「まあ、恥ずかしがってたお前は、もう一回やりたくなるほど、可愛かったけどな」


「…!!」


　むっとした尚紀が振り向こうとすると、ちゅっと音を立てて頰ほおにくちづけられる。


　そのまま、あやすように顔中にくちづけられて、尚紀は渋しぶ々しぶながらも、機き嫌げんを直した。


「わかったって、もういいから…」


　その時、玄げん関かんのチャイムが音高く鳴った。


　しかし慶一は、全く応対する気がないらしい。


「本当に、お前は可愛いな…」


　そう囁ささやくと、形の良い大きな手で、尚紀の顎あごを摑つかんでくる。


　再び二人の間の空気が、もったりと官能的に甘くなり始めたような気がして、尚紀は慌ててその手を振り払はらった。


「ちょっ…出なくていいわけ？　誰だれか来てるんだろ？」


　尚紀がそう言った瞬しゆん間かん、再びチャイムが鳴り響ひびく。


　慶一は小さく舌打ちをして、立ち上がった。


　リビングを横切ると、キッチン・スペースの傍らに備え付けられたインターフォンの受話器を取り上げる。


「…はい」


　この隙すきにテレビでもつけて雰囲気を変えてしまおうと、尚紀はあちこちを見回してリモコンを探す。


　すると背後で、怒いかりを押し殺しかねたような慶一の声がした。


「…お前、ふざけるのもいい加減にしろ。今日は休みだ。帰れ」


　──いったい、なんだ…？


　驚おどろいて慶一の方を振り返ると、慶一はちょうど、耳から受話器を少し離はなしたところだった。


　インターフォンの向こうで、相手が大声を出しているらしい。


　それから尚紀の視線を感じたらしく、こちらを振り向くとわずかに微笑ほほえんでみせた。


「心配しなくていい。雄大が来ているだけだ」


「雄大…飛驒さんが？　なんで？」


　尚紀が驚くと、慶一は顔をしかめ、肩かたをすくめてみせる。


「さあ。仕事の話だと言い張ってはいるが…」


「え？　じゃ、出ないとまずいんじゃないの？　俺が邪じや魔まなら、すぐ帰るよ。大だい丈じよう夫ぶ」


　まだからだはきつかったけれど、尚紀がそう気を遣つかうと、慶一は苦く笑しようしながら、首を横に振って見せた。


「いや、その必要はない。昨日もその手で家にあがらせてしまったんだし、どっちにしろ今日は休日なんだ」


　慶一はそこで言葉を切ると、インターフォンの受話器を無情に戻もどした。


　それから腕うでを組んでゆっくりと壁かべにもたれ、長い脚あしを持て余すように交差させると、尚紀を見つめて柔やわらかく微笑む。


「それに今日は、仕事より何より、お前と一緒に過ごしたい」


「えっ…」


　二人の間に距きよ離りこそあったけれど、そのとろりとした甘さは十分に伝わってくる。


「っと…」


　照れ臭くささのあまりどうしていいかわからなくなった尚紀は、顔を真っ赤に染めた。


　──それは…嬉うれしい。


　嬉しいけど、すげー、恥ずかしいんですけど…！


　尚紀は、まるで子供のように、ソファの上で胡坐あぐらの形につま先を合わせて摑み、もじもじとからだを揺ゆすった。すると、こちらを見ている慶一が、にやりと大きく笑う。


「付け加えるなら、そんな可愛らしい格好を他ほかの誰だれ一人として見せたくない。誘さそってるのか？」


「は…？」


　何を言ってるんだと顔をしかめた途と端たん、尚紀は、自分の動きでバスローブの裾すそがはだけていることに気づく。


「ぅわっ…」


　尚紀が慌あわてた瞬間、再びチャイムが鳴った。


　今度は飛驒の気分を反映しているのか、矢や継つぎ早に何度も何度も、耐たえるのが辛いほどに鳴らされる。


　尚紀はばさばさと身づくろいを整えながら、照れ隠かくしに声を張り上げた。


「もーいいじゃん！　俺は今から上で着き替がえるし、仕事なんだろ？　入れてあげなよ」


「…お前がそう言うのなら…」


　慶一は不機嫌そうな表情を隠そうともしなかったけれど、謝らせるにはいい機会かと呟つぶやいて、再びインターフォンを取り上げた。











　服を身に着けた尚紀が、からだをかばいながら吹ふき抜ぬけの階段を下りていくと、飛驒はすでに三人掛がけのソファに座っていた。二人掛けの方に座って書類をチェックしている慶一を待っているらしい。


「おっ」


　飛驒は尚紀に気づくと、すぐにさっと立ち上がった。


　慶一も続いて立ち上がり、改めて二人を引き合わせる。


　今日の飛驒は、いかにも休日らしく、深いカーキ・グリーンのポロシャツにサンドベージュのパンツを合わせていた。あえて飾かざらないラフな格好をしているけれど、男らしく甘い雰囲気は、いつも以上に滲にじみ出ている。


　しかし、それらの上にある飛驒の顔は、見事にその雰囲気を損そこなっていた。


　左の頰に見事に赤黒い痣あざがあって、わずかだけれども腫はれあがっていたからだ。


　良く見ると、唇くちびるの端はしも、切れて血が滲んでいる。


　尚紀の視線に気づくと、飛驒はふて腐くされた表情をして、肩を竦すくめた。


「昨日、君を想おもう、馬ば鹿かで野や蛮ばんな男に殴なぐられたんだ」


　しかしそれから真ま面じ目めな表情に戻ると、きちんとした姿勢をとって、深々と頭を下げる。


「会えて良かった。きちんと謝りたいと思っていたんだ。昨日は、嫌いやな思いをさせてしまって、本当にすまなかった」


　そして顔をあげると、真面目な表情のまま続けた。


「もう聞いているだろうが、賭かけの話も、全く慶一は関係していない。俺が慶一に仕返ししたくて、一人で勝手に賭けてたんだ。悪かった」


　飛驒は再び、ぺこりと頭を下げる。


「…仕返し？」


　──何の？


　尚紀が思わずそう尋たずねると、飛驒は、ごそごそとパンツの後ろを探さぐった。


　手にした革かわの財さい布ふから、大事そうに一枚の写真を取り出すと、尚紀に差し出してくる。


　そこには、端たん整せいな貌かおをした若い男が一人、こちらをちらりと振ふり向くような格好で写っていた。照れ臭さを我が慢まんしすぎたのだろう、頰をわずかに上気させて、不機嫌そうに見える。しかし、同じ男といえども、その表情がかえって可愛かわいらしく、見た人を思わず微笑ませてしまうほどの魅み力りよくがあった。


「これ、俺の恋こい人びと」


　──は…？


　驚いた尚紀が顔をあげると、飛驒は全く悪びれず、嬉しそうに目を細める。


「可愛いだろ？　人生を懸かけても手に入れたいと思った人なんだ。実際、手に入れるのは本当に苦労したんだぜ？」


　そこまで言うと、飛驒はじろりと傍かたわらの慶一を見やった。


「っていうのも、こいつが、妙みようなちょっかい出して邪魔しやがったからなんだけどな」


　──え？


　驚いた尚紀が慶一を見やると、慶一は、柄がらにもなく慌てふためいた。


「雄大、お前…！　あれは誤解だって、言っただろう！　壱いちくんからも説明があったはずだ。お前、俺はともかく、壱くんのことを信じないのか？」


　すると、飛驒はまだ疑っているような目つきをしつつも、肩を竦めた。


「そりゃもちろん、壱のことは信じてるけど。でもそれとこれとは、別だろう」


　そう言うと、飛驒は、尚紀の方に向き直る。


「ま、こういうわけで、あいつに仕返しがしたかったんだ。でも、君を巻き込んだのは、本当に悪かった」


　飛驒は、申し訳なさそうに頭を搔かいた。


「ちょっと…じゃなくて、やりすぎだよな。まあ、俺としては、冗じよう談だんのつもりだったんだけど」


　すると飛驒の言葉に間かん髪はついれず、慶一が冷たく口を挟はさむ。


「お前が考える冗談は、全く、笑えん。度が過ぎるにもほどがある」


　──確かに…。


　尚紀が心の中でそう相あい槌づちを打つと、飛驒はひょいと肩を竦めた。


「なんだよ。そりゃひどいことしちゃったけど、お前がようやく大切な人を見つけられたことは、友達として、心から喜んでるんだぜ？」


　その飛驒の言葉に、慶一は、片方の眉まゆをぴくりと跳はね上げた。


　すると飛驒は、まるで降参だというように、大げさに両手を上げてみせる。


「わかった、わかった。今渡わたした資料の話も、なんとか週明けで構わないようにしといてやるから」


「当然だろう」


　慶一が、ふん、と横を向くと、飛ひ驒だは苦笑いをしながら、尚紀に向かって軽く片目をつぶってみせた。


「こんな奴やつだけど、よろしく頼たのむよ」


「え…はい」


　突とつ然ぜん話を振られて戸と惑まどった尚紀が、そう言葉を返すと、飛驒は大きな笑え顔がおを浮うかべた。


「それじゃ、邪じや魔ま者は退散するとするか」


「さっさと帰れ」


「じゃ、尚紀くん、またな」


　マイペースにそう挨あい拶さつをすると、飛驒はさっさと帰っていった。








　飛驒が帰った後、二人はようやくまともな食事を摂とった。


「あー…腹いっぱい」


　三人掛けのソファの背に身を投げ出すようにして尚紀が座ると、コーヒーを淹いれてやってきた慶一が、二人分のカップをガラスのテーブルに置いた。


　そして隣となりに座ると、それがごく当然のことのように、尚紀を自分のからだで包むようにして、抱だき寄せてくる。


　──やっぱ、まだ、どーしても照れ臭くさいけど…。


　照れ臭いけど…嬉うれしいんだよなあ。


　同じ男にそうやって甘やかされることにはまだ馴な染じみきれなかったけれど、尚紀はあえてそんな自分に目をつぶって、からだを預けた。


　しかしその拍ひよう子しに、ＴＶの上に置かれていた時計が目に飛び込んでくる。


「あ」


「ん？」


「俺…そろそろ帰らないと」


「帰るのか？」


　くしゃりと髪をかき混ぜるようにして、振り仰あおがされる。


　見上げた慶一は、残念そうではあるけれど、今まで見たことがないような、優やさしくて柔やわらかな表情をしていた。


「泊とまってくれるのかと思っていた」


「うん…」


　──そりゃ、俺だって、ずっとこうしていたいけど…。


　ぐらぐらと心を揺ゆらしながらも、尚紀は、撫なでてくれる慶一の手に自分の手を重ね合わせた。ゆっくりと確かめるように触さわりながら、心を決める。


「うん、でも、やっぱ、今日は帰る。明日、仕事あるし…」


　すると慶一は、まるで自分の気持ちをなだめるかのように、深いため息をついた。


「…わかった。それなら、家まで送らせてくれ」











　自分から望んで帰ってきたのだけれど、やはりすぐには離はなれがたくて、尚紀は慶一に寄っていくよう誘さそった。


　夜中になってだいぶ暑さが紛まぎれたとはいえ、閉め切っていた家は、予想以上に蒸し暑い。


　尚紀は慶一を居間に通すと、急いで冷れい房ぼうをつけた。


「暑くてごめん。麦茶あるけど飲む？」


　尚紀がそう言いながら振り返ると、慶一は懐なつかしそうな表情をして、リビングボードの上に置かれた父親の写真を手に取っていた。


「親おや父じさんだ。変わってないな…」


　リビングボードの上には、かつて母親が、趣しゆ味みのように家族の写真を並べていた。


　だから母親が亡なくなった後は、母親に見せるような気持ちで、ことあるごとに撮とった写真を置くのが習慣になっていた。そのせいか、仏ぶつ壇だんよりもこの場所の方が、父と母が寄り添そえるだろうと、遺い影えいとは別に、数少ない父親のスナップ写真を置いていたのだ。


「うん。それ、最近のやつ」


　背後から慶一の手元を覗のぞき込んで、尚紀がそう答えると、慶一は、ふと尚紀を見やった。


「こんな時間で悪いが…線せん香こうをあげさせてもらえないか？」


「え？　うん、いいよ」


　尚紀は頷うなずいて、居間と仏壇のある和室を仕切っている障子を開けた。


　部屋の電気を点つけてろうそくに火を灯ともすと、空気を入れ替かえるために、庭に面したガラス窓を網あみ戸どにして開け放つ。


「…どうぞ」


　尚紀がそう言って促うながすと、慶一は仏壇の前にかしこまって座った。


　生き真ま面じ目めな手つきで線香を供そなえると、小さな鈴りんを鳴らす。


　そして手を合わせると、驚おどろくような言葉を口にした。


「…親父さん、すみません。出入り禁止は、やはり、破ることになりました。でも、息子むすこさんは、誰だれよりも大事に、幸せにします。だから、彼を、僕にください」


　──えっ…。


　尚紀が驚いて慶一を見つめると、慶一はゆっくりとこちらを見やった。


「今、親父さんにも誓ちかったが…。俺は、お前を、誰よりも大切に、幸せにする」


　視線の先で、慶一の眼まな差ざしが、まるで尚紀を蕩とろかすかのように甘くなっていく。


「…だから、一生、隣にいてくれないか？」


「…っ」


　嬉しさと照れ臭さがごちゃまぜになりすぎて息が詰つまり、尚紀は思わず言葉を失った。


　すると、頰ほおを包むようにして、顔を覗き込まれる。


「尚紀…返事は…？」


　あふれてくる気持ちで、瞳ひとみが潤うるみそうになる。


　尚紀は、それを堪こらえながら、必死になって顔をあげた。


「…俺も。俺も、あなたを、幸せにする。誓うよ」


　そう告げた途と端たん、慶一が満たされたような微笑ほほえみを浮かべるのが見えた。


　そして二人は、どちらからともなく、くちづけを交かわす。


　──幸せ過ぎて、このまま蕩けてしまいそうだ…。


　包み込むような眩まばゆい幸福感に、抱き寄せられたからだが柔らかく溶とけていく。


　二人はその穏おだやかな甘さを分け合い、確かめるために、何度も何度もくちづけ合った。


「…慶一さん…好き…好きだよ…」


「尚紀、愛してる…」


　とろとろになっていく中で、尚紀はうわ言のように何度もそう繰くり返したけれど、その度たびに、慶一は、蜜みつのような甘さでそれに応こたえてくれる。


「うん…俺も…愛してる…」


　濃のう密みつで芳ほう醇じゆんな空気が満ちる中で、二人は何度でも、飽あきることなく愛し合う。







終わり　　





オーダーメイドの夜よるを貴方あなたに





真しん上じよう寺じしえ
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